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異人街シネマの料理人④

Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ Ｅ Ｎ Ｔ Ｓ





RECIPE.08
トゥランの虜




RECIPE.09
北北東に進路を取れ




LAST RECIPE
水曜日の夜は明ける




エンドロールは珈琲で




あとがき
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　カイの幼い頃の記憶は飛び飛びだ。

　覚えている光景は全て整理してナンバーをつけているが、三十にも満たない。




　絨じゅう毯たんの切れ端を集めて回るのが、幼い頃のカイの遊びだった。

　風通しの良い木造の手て織おり場に女たちがずらりと並び、色鮮あざやかな毛糸で紋もん様ようを描いていく。小さな絨毯のこともあれば、嫁入り用の大きなものもある。

　古びたＣＤラジカセからは、この国の伝統的な弦楽器の旋律が流れている。若い女たちはアメリカのポップスが聴きたいのだけれど、年配の女たちが許さないのだ。

　彼女らは絶え間なくおしゃべりしながら、絨毯を織っては木の棒でトントンと毛糸を詰め、隙間をなくす。

　そのトントンという音と弦楽器をＢＧＭに、カイは小さなホウキで絨毯くずを集める。籠かご一杯に溜まったのを見つめていると、真横で大きな溜め息が聞こえた。

「どうしてあんたはそんなに、毛糸のくずが好きなんだろうねえ」

　母だった。

　あの頃、すでに四十代の半なかばだっただろう。日焼けした顔は皺しわ深ふかく、口元はきつかった。

「男の子はみんな、馬に乗りたがる年頃だというのに」

　そう言った母の顔は少し歪ゆがんでいたが、カイにはそれがどんな感情だか分からなかった。自分が絨毯くずが好きなことと、男の子が馬に乗りたがるという事実が、なぜ並へい列れつに語られるのか理解不能だったのだ。

　すると、母の隣に座っていた若い女が笑った。

「カイは絨毯くずが好きってより、色を分けるのが好きなのよね」

　若い女が微笑みかけるので、カイは小さくうなずいた。

　いや、この頃の自分の名前はカイではなかった。この国ではありふれた男子名で呼ばれていたはずだが、なぜかもう思い出せない。

「絨毯くずをほぐして、ぜーんぶより分けて、赤と青と黄色と緑と白の毛玉に戻しちゃう。フェルトを作るのに便利じゃない」

　若い女はそう言って、首からぶら下げたフェルト玉の束たばをカイに見せた。ネックレスかと思ったが、そうではなかったらしく、仕事場の隅を指さす。

　葡ぶ萄どうのツルで編んだ籠が天井の梁はりから吊るされ、ユラユラ揺れている。聞こえてくるのは、赤ん坊の小さな泣き声だ。
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「カイがくれた絨毯くずでね、フェルトの飾り玉をいくつも作ったの。揺りかごの上にぶら下げれば、赤ちゃんのいいオモチャになるでしょう」

　あの赤ん坊は、若い女の子供らしい。

　よく見れば、赤ん坊以外にも幼い子は何人もいた。片隅で眠っていたり、母親に背負われていたりするが、ちょうど午睡ひるねの時間帯なのか、みんな大人しい。

「テミル爺じいさんが、小さなモーターつけて電動で回るようにしてくれるんだって。揺りかごの上でくるくるすると、赤ちゃんは喜ぶのよ」

　なぜ、頭の上で色とりどりのフェルト玉が回ると赤ん坊は喜ぶのだろう。そう思ったが口にはしなかった。

　カイは物心ついた頃、疑問に思ったことは全て口にしていた。なぜ世界には様々な色があるのか、音があるのか、動物がいるのか、植物があるのか、不思議だったからだ。

　だがやがて、それらを聞き続けると母や大人が嫌がることに気づいた。

　邪じゃ険けんに手を振り払われたり、「当たり前だろう」の一言で終わらされたりする。なぜ空が青いのは当たり前なのだろう。なぜ日によって風の吹く方向が違うのは当たり前なのだろう。

　誰も疑問には答えてくれないので、カイは何も聞かないようになった。黙り込むカイのことを、母はよく「薄ぼんやりした子」だと言った。上に何人も男の子や女の子がいるが、こんなに遅れた子は初めてだ、とも言った。

　だがカイは、それを悲しいとも悔しいとも思わなかった。単純に、「母親は自分をそう呼んでいる」と考えるだけだ。

　絨毯くずの籠を持ったまま、じっと立っているカイを見て、母は再び溜め息をついた。

「毛糸くずを集めてより分けるばっかりで、馬にも弓にも興味を示さない。しかも算数もまともに分からないんだよ、この子は」

「算数？」

　フェルト玉の若い女は驚いた様子でカイを見た。機はたを織る手は止めないまま尋ねる。

「カイは頭がいいでしょう。絨毯の紋様パターン、全部覚えてるのよ。数百種類も」

　この辺りでは、各家ごとに絨毯の紋様が決まっている。だが長女が嫁とつぐ時のみ両婚家の紋様を組み合わせ、新しいパターンを作るという風習のため、その種類は限りなくある。

　最近は風習を気にせず、好きな動物や植物を編み込む娘も増えたそうだが、家柄を示す紋様だけは必ずどこかに残す。その絨毯を見れば、大方の出自は分かるようになっているのだ。

　だが、母はゆっくりと頭を振った。

「来年からこの子も小学校だから、算数を教えようと思ったんだよ。なのに、一番最初の『１＋１＝２』がどうしても分からないって言うんだよ！」

「ええ？　カイが？」

　フェルト玉の女は困惑したようだった。カイをまじまじと見る。

　絨毯を織っていた他の女たちも、呆れた顔でこちらを見ていた。中には、哀れんだように首を振っているのもいた。

　フェルト玉の女は、どこか納得がいかない様子だった。

「カイ。本当に１＋１が分からないの？」

　そう尋ねられ、カイは小さくうなずいた。

　むしろ、なぜ周りの大人たちが何の疑問もなく１＋１は２だと思うのかが理解できなかった。

　その１と１が同等であると、まずは証明しなくてはならない。でないと、その式は成り立たないではないか。

　今のカイならば、１＋１＝２を長々とした数式で証明することが出来る。空くう集しゅう合ごうやペアノの公理を知っているからだ。

　だがまだ六歳だった自分は、それらのぼんやりしたイメージを大人たちに説明できなかった。当時すでに四桁けたのかけ算を暗算できていたが、それは１＋１＝２である、と仮定した上での単純な計算だ。大前提そのものには、ずっと疑問を持っていた。

　カイは、フェルト玉の女なら話を聞いてくれるかと思い、口を開きかけた。

　だが揺りかごの赤ん坊が大きな泣き声をあげ、フェルト玉の女は席を立った。赤ん坊を抱き上げ、乳をやっている。

　母は絨毯の端を鋏はさみで切りそろえ、もうこの話題は終わりだ、と言った。一段織るごとに話を変えるのが彼女の流儀だった。

　すると、それまで黙っていた老婆が言った。

「カイ。そろそろラジオをつけなさい。ニュースの時間だ」

　カイはうなずき、音楽を流していたＣＤラジカセをラジオ放送に切り替えた。ノイズに混じり、ロシア語の放送が聞こえてくる。

　若い娘たちから不満の声が上がった。

「またロシア語〜？　私たち、あんまり分かんないよ」

　旧ソ連邦だったというこの国だが、若い人間ほどロシア語から離れつつあるそうだ。以前は義務教育だったロシア語も今は教えられておらず、子供はほとんどテジェニスタン語しか分からない。

　だが、老婆はむっつりとした顔で娘たちをにらんだ。

「あんたら、国がどうなろうかって時に呑のん気きなもんだね。テジェン語のニュースだと噓が多いから、ロシア語で聴くんだろ」

「でもー、ここから遠いんでしょう？　反政府運動とかいうの」

「遠くで騒ぎが起こったってことは、ここらでも蜂ほう起きする奴らが現れかねんってことだ。お前らの男どももそわそわしてるだろう」

「でも、ここまで来ることはないって、うちの父さん言ってたよ。反抗してる若いやつらなんか、政府がすぐ鎮ちん圧あつするって」

「あんたの父親はイシュク役場の帳簿係だろうが。政府が倒されたら職を失うんだから、そりゃそう言うさ」

「でもお」

　若い娘たちはロシア語のラジオが不満なようでグズグズ言っていたが、老婆の「手を動かせ！」の一いっ喝かつで織機に戻った。

　ロシア語が分かる数人は、真剣な顔でラジオに耳を傾けた。

　そしてカイもニュースを聞いていた。ロシア語を習ったことは一度も無いが、老人たちの会話とラジオだけで、大体分かるようになったのだ。

　放送はロシア政府によるもので、盛んにテジェニスタンの反政府運動を煽あおっていた。各地で反政府グループが蜂起しているので、若者よ続け、と言っている。

　老婆は、ロシアは反政府運動を盛り上げて紛争を起こさせた後、軍を送り込んで介入する気だろうと言った。それが彼らのやり口なのだそうだ。

　だが老婆の言葉に耳を傾ける女は少なかった。近代化の進むテジェニスタンでも、このイシュク辺りはまだまだ昔ながらの田舎だ。未だに遊牧で生計を立てている者も多いし、そもそも定住者が少ない。反乱の火の粉こがここまで飛んでくることは無いだろうと、誰もが思っていた。

　ロシア語の放送は、盛んに同じ名前を繰り返していた。

　反政府運動のリーダーはアマゾフだ。

　──アマゾフに続け、若者よ。










　日ごとに、ロシア語ニュースの時間は増えていった。

　男たちは葡萄棚の下でワインを酌くみ交わしながら、盛んに議論をする。腐れ切った政府を倒すのは今しかない、と唾つばを飛ばす者もいれば、反政府軍なんてどうせロシアの操り人形にしかならないと諭さとす者もいる。

　若い男ほど、反政府運動に参加したがった。

　当時のテジェニスタンではインターネット環境がまだ整っていなかったが、それでもブラウン管の古いパソコンを介し、国民の蜂起を促うながす文がばらまかれた。それを発信していたのは主に大学や役所など、公的機関の中の者たちだった。中央にいたからこそ、政府の腐ふ敗はい具合がよく分かったのだ。

　今や運動はふくれあがり、反政府軍と呼んでもいいほどの規模になっている。彼らは熱狂的にアマゾフの名を呼び、革命の渦うずに飛び込みたがった。アマゾフの家紋が織り込まれた絨毯もよく売れた。

　カイの母もアマゾフ支持者だった。

「アマゾフの元には大勢の若者が集まってるらしい。政府は何も発表しないが、相当な数だと聞いている」

　最初は遠くで若造たちが騒いでる、ぐらいに思っていたらしいが、毎日のようにラジオで流れるアマゾフの演説を聴き、同調していったようだ。

　それまで政治の話など全くしたことがなかったのに、今の政府は倒されるべきだ、などと言うようになった。自分も銃を手にとって戦いたい、とまで言い出し、さすがに周りからたしなめられていた。

　だが、年配の者や女は反政府運動に懐疑的な者が多かった。

　今の政権には不満だらけだ。軍部の独裁で中枢は腐れ切っており、無駄に軍事費に金を使うばかりで、教育や福祉にはさっぱり回ってこない。あげく、昔ながらの遊牧生活を「非近代的」だからと止めさせようとする。

　それでも、銃を手に取り政府を倒そうという気にまではなれない。アマゾフは盛んに「民族の結束」「愛国」を訴えていたが、もともと遊牧民のテジェン人は土地に縛しばられるという発想が無い。この地が不満なら馬車に荷物を積んで引っ越せばいいだけだし、そもそもテジェン族以外の血が混じった人間も多いのだ。

「若い男にはねえ、銃を手にして政府と戦うってのがかっこよく思えるんだろうけど」

　フェルト玉の女も、赤ん坊をあやしながら苦笑した。彼女はアルマという名前だと、カイもようやく認識し始めていた。

「小麦が高くなって困るのよね。早く騒ぎが収まって欲しいわ」

　アルマは反政府運動になど全く興味は無く、毎日の天気と、食料の値段だけを気にしていた。

　彼女はカイの親戚らしかったが、詳しく聞いたことはなかった。平屋がいくつもつながったカイの家には五世代で六十人ほどが暮らしており、誰が誰の夫なのか妻なのか、誰の兄弟姉妹なのか、誰の子供で孫なのか、さっぱりだったのだ。同じ世代同士で部屋を使い、家族ごとの部屋、というのが存在しなかったせいもある。また「夫」「妻」や「兄」「弟」などの単語に対する、呼びかけの言葉が無かった。みんな等しく、名前で呼ばれていたのだ。

　また、他人の感情が読めないカイは、他人同士の人間関係を覚えるのも下手だった。なので極力、他人からは距離を取るようにしていた。

　だがアルマだけは、カイに話しかけてくれた。

　カイは拾った絨毯くずから、自分で色とりどりのフェルト玉を作り、アルマに持って行くようになっていた。

　せっかく色分けしたフェルト玉を、アルマが混ぜて飾り物を作るのが本当は嫌だったけど、我慢した。普通の人は「色が混ざっている」状態を嫌がったりしないものなのだそうだ。

　カイが作ったフェルト玉は、アルマの赤ん坊の上で回っていた。

「このイシュクじゃ誰も買わないけど、都会の方なら外国の観光客が珍しがって買ってくれるかもしれない」

　アルマは回るフェルト玉のオモチャを見てそう言った。都会だともう絨毯を織らない人も多いので、こうした小物でも需要があるらしい。

「いくつか作って溜めておいて、この内乱とやらが終わったら街に売りに行こうね。カイのお小遣いになるよ」

　彼女はのんびりとそんな話をしていた。

　内乱などすぐに終わり、絨毯を織る日々が永遠に続くと思っているようだった。

　だが、首都のアトレクから避難する人々がイシュクにも流れて来るようにもなった。

　親戚の親戚が親戚を呼び、カイの家も百人ほどに膨ふくれあがったが、彼らは庭に天てん幕まくを張って滞在していたのでそこまで窮きゅう屈くつではなかった。家財の馬と羊はすでに処分してきたそうで、現金を持って国境を越える話をしている。彼らは土地に全く執着が無かった。

　首都からイシュクに避難してきた人々がいた反面、イシュクの若い男たちは首都を目指すようになった。

　アルマに言われるまで気がつかなかったが、カイの兄にあたる人々もすでに数人、反政府軍に参加するためイシュクを出たそうだ。今までほとんど交流したことが無かったので知らなかった。

　気がつけば、百人近くいた家族と避難民の中に若い男はほとんど残っていなかった。みんなアマゾフの演説を放送で聞き、銃を手にして旅立ったのだ。

　それを嘆なげく母親も多かったが、カイの母は違っていた。

　それどころか、自分たちも家財を処分して首都に行き、アマゾフの反政府軍に加わろうと言うのだ。

「今こそ私たちは立ち上がるべきだ！　今、腐った政府を倒さないでどうする！」

　この主張にはさすがに周りも呆れた。

「いくら何でも、お前。子供だっているのに」

　そう言ったのは、カイの父親とされる人物だったが、ほとんど話したことは無かった。無言で部屋の片隅に座り、本を読む姿をよく見かけるだけだ。

　母は父のことをしょっちゅう「能なし」だと罵ののしっていたが、父は気弱に背を丸めるばかりで、怒ることはなかった。貧乏だった父は母と結婚することで家と馬と羊を持てたため、絶対に反抗が出来ないのだそうだ。

　そんな父に諫いさめられ、母は激高した。

「若者たちが民族のために戦っているのに、あんたはどうしてそう、ボソボソとしゃべるの！」

　反政府軍が戦うことと、父がボソボソしゃべること。

　これが同列なのはカイはどうしても解げせなかったが、母はよくこうして均等でも近似でもない事柄を並べて、無理矢理な計算式を作ることがあったので、カイは黙っていた。

　父も同じことが言いたそうだったが、それには反論せず、小さな声で続けた。

「現実的でないよ。すでにうちの息子が二人も、反政府軍に加わっている。お前や俺まで参加して、何になるんだ」

「でも同志は戦っている！」

「子供もいるだろう、まだ小さいのが」

「民族の結束という大義の前に、それは関係ない！」

　まるで会話にならなかった。

　諫めようとする父と、戦うべきと主張する母。

　周りの人々も口々に母を止めようとしていたが、興奮して叫ぶ彼女は聞く耳を持たなかった。

　それをじっと見ていたカイの手を、そっと握る者がいた。

　アルマだった。

「おいで」

　片腕に赤ん坊を抱いた彼女は、カイの手を引いて外に出た。天幕のひしめく中庭を抜け、羊小屋の方へと向かう。

「カイのお母さんは、どうしちゃったんだろうね」

　彼女は言った。

　ぐずる赤ん坊を揺すりながら、同じリズムでカイの手も揺らす。

「女の人は、カイのお母さんぐらいの年齢になるとね、悪い精霊を吸い込みやすくなるんだって。だから身体を温かくして、ひよこ豆を煮て食べないといけないの。カイのお母さん、ひよこ豆が足りなかったかなあ」

　その話はカイも聞いたことがあった。

　街の老婆たちは、女の子に向かってよく「この年齢になったら魚を食べろ」だの「この時期は羊は食うな」などと細かく指示する。カイの母のように子供を産み終えた年齢の女性は、ひよこ豆を食べなければいけないそうだ。

「カイのお母さん、戦いたいんじゃなくて、ここから逃げたいんだと思うんだよねえ。もともと男勝りで、『女の役目』をやるのが嫌いな人だったから」

　アルマはカイの手を引き、羊小屋の周りをぐるぐる回った。

「どこかに座らないでいいの」

　赤ん坊が重いのではないかと思ってそう尋ねると、彼女は笑って首を振った。

「赤ちゃん抱っこしてるとね、座ってるより立ってたり歩いてたりした方が楽な時もあるんだよね」

　その時、小屋の後ろで物音がした。

　壁に立てかけている農具が倒れたのだろうと、アルマがそちらへ歩いて行く。

「おばちゃんは赤ちゃん抱っこしてるから、カイが片付けてね」

　その言葉にうなずき、二人は小屋の裏手に回った。同時に足を止める。

　見知らぬ男が、驚いた顔でこちらを見ていた。手にカメラを持っている。

　アルマが不思議そうに言った。

「あの、どうかされました？　ここは羊小屋で、避難民の天幕はあっちですよ」

　敷地内にたくさんいる避難民の一人だと思ったのだろう、アルマは中庭を指さした。

　だが男は答えず、いきなりナイフを抜き、アルマに突きつけた。

「え」

　アルマは驚愕に目を見開いたが、とっさに赤ん坊を守るよう身を引いた。

　それと同時にカイが飛び出し、男に体当たりした。

　ナイフを取り落とした男は、今度はアルマの首に手をかけようとし──彼女が赤ん坊を抱いているのに気づいた。

　一瞬、男は迷ったようだ。

　彼は素早くナイフを拾い上げると、

「誰にも言うなよ」

　そう捨て置いて駆け去った。










　もちろん、アルマはすぐに屋内に戻ってこれを報告した。

　男たちが手に手に武器を持って追いかけて行ったが、どこにも姿は見えなかったらしい。

「その男は放火しようとしてたのか？」

　男たちから聞かれ、アルマは首を振った。

「カメラを持ってました」

「カメラ？　何で羊小屋なんか撮りたがるんだ」

「どんな様子だった？」

「それが暗くて、一瞬のことで……ただ、男だったとしか」

　アルマは赤ん坊を抱きかかえ、まだ震えていた。額は汗びっしょりで、蒼白だ。

「しかし、カメラなあ……なぜアルマを襲おうとしたんだ」

「勘違いじゃないのか？　ナイフじゃない別のものだったとか」

「よそものがたまたま迷い込んだだけじゃないか」

　口々にそう言われ、アルマは混乱していた。

　いくら内乱中の国とはいえ、このイシュクはまだまだ平和だ。若い母親をいきなりナイフで刺そうなどとする人間がいるとは、信じられなかった。

　その大人たちの様子を黙って見ていたカイは、唐突に口を開いた。

「小屋じゃなくて、逆側の道路を撮っていた」

「……道路？」

「レンズは道路に向けられてた。建物や電線を避けて道路を撮ろうとしたら、あの小屋の後ろから身を乗り出すしかない」

　淡々とした口調のカイを、大人たちは奇妙なものを見るかのように見下ろしていた。

「男は羊小屋の梁から十センチぐらい低い身長で、瘦やせている。髪は短く刈り込んでるけど、後ろ髪だけ少し長い。ナイフは逆さか手てで抜いてた。よく軍人がやる持ち方。あと、石屋のおじさんと同じ煙草の匂いがした。外国のだと思う」

　大人たちは顔を見合わせた。

　それまであまり口をきいたことのなかった父がしゃがみ込み、カイの肩に手を置く。

「本当かい？」

　カイは頷いたが、今度は母が言った。

「その子は算数も出来ないんだよ。１＋１も分からないのに、信用できるかい」

　数人に囲まれて反政府軍参加を諦めさせられたばかりの彼女は、機嫌が悪かった。まるで、カイが首都行きを阻はばむ障害の全てだと言いたそうだった。

　すると父が母を振り返り、はっきりと言った。

「その数式の証明は、高等数学の範囲なんだ。この子はお前の言う、薄ぼんやりじゃないよ。目撃証言も信用していいと思う」

　するとアルマも慌てて言った。

「その、私は詳しく覚えてないけど、カイは噓は言ってないと思います。この子は絨毯の紋様も全て覚えてるし、記憶力はいいかと」

　大人たちはしばらく話し合っていたが、軍人らしき男が周囲の道路を撮っていたかもしれない、という事実は重く受け止められたようだ。

「明日からは交代でパトロールをしよう。政府軍や反政府軍がいなくても、首都から来た流れ者が悪さをしようとしているのかも」

　だが、その用心は何の役にも立たなかった。

　三日後、イシュクに政府軍が大量に押し寄せてきて、無差別な殺さつ戮りくを始めたのだ。










　何の前触れもなくイシュクは砲撃され、住民たちは皆殺しの対象となった。

「この街は反政府軍の主要人物をかくまっている」

　それが政府軍の主張だった。

　そんなことはない、この街から出て反政府軍に加わった若者はいても、戻って来て隠れている奴など一人もいない、そう訴えても聞いてはもらえなかった。まず住民を殲せん滅めつしてからゆっくり反政府軍の主要人物を探すと宣言された。

　何の武力も無い住民たちはただ逃げ惑うばかりだった。

　だがカイは、哀れに泣き叫ぶ住民たちの中、母が目を爛らん々らんと輝かせて叫ぶのを聞いた。

「これが政府軍のやり方だ！　同志アマゾフのため、イシュクは少しでも戦って死ぬのだ！」

　今思えば、彼女はあの時すでに狂っていたのかもしれない。

　ようやく「戦い」が首都からこの田舎町に来てくれて、それに身を投とうじるチャンスが出来て、母は震えながら喜んでいた。

　もちろん、母の言葉を聞く住民などいなかった。逃げるのに必死だったのだ。

　カイはアルマの姿を捜したが、どこにも見えなかった。反政府軍のスローガンを叫んでいた母も、砲撃の煙ですぐ見えなくなった。

　男たちはもとより、真っ先に殺されていた。おそらくカイの父も死んでいただろう。

　──イシュクの大虐殺は、そうして粛しゅく々しゅくと進行していった。

　カイは身体が小さいことと、素早く動けることで、何とか生き延びた。

　だがすぐに大人の兵士につかまり、半壊したモスクへ連れて行かれた。

「何人残ってる？」

「この地区で捕らえたのは九人です」

　政府軍の大たい尉いが尋ねると、部下が答えた。

　その中には、母もいた。

　他の捕ほ虜りょたちがみな憔しょう悴すいしきっているのに、ぎらぎらした目で政府軍をにらみつけ、「人でなし！」「政府は滅しろ！」と一人で叫んでいる。

　大尉はそんな母を見て、うっすら笑った。

「こいつが、反政府軍の主要人物だな」

　──そんなはずはない。

　母はこのイシュクで毎日毎日、料理をして掃除をして絨毯を織っていた。隣町にさえほとんど行ったことがない。

　だが大尉は、母を反政府軍の主要人物に仕立て上げることで、自分の仕事をさっさと終わらせたいと思ったようだ。

「この女は、明日、街の一番目立つ場所で銃殺刑だ。他の奴らも後から殺してやろう」

「私たちの死は！　きっと同志アマゾフが役立ててくれる！」

　母が叫ぶと、大尉は軽く肩をすくめた。

「だろうよ」

　生き残った捕虜たちは地下室に押し込まれた。

　母はカイを見ると、血走った目で「１＋１は２なんだ」と呟いた。自分の子だと認識できているかは怪しかった。

　明日、銃殺される捕虜たちはみな絶望に打ち震え、自ら命を絶とうとする者もいた。だが、死にきれなくて苦しむより、明日銃殺してもらった方がマシだと年長者に諭さとされていた。

　九人のうちで一人、イシュクでは見慣れぬ者がいた。

「首都から来たんだ」

　彼は怯おびえた顔で言った。

「いいか、今から言うことをよく聞いて欲しい。俺は明日、殺される。俺はこの真実を誰かに伝えたい」

　男の話は驚くべきものだった。

　イシュクを襲った政府軍は、実は反政府軍なのだという。

　政府軍の軍服を着て、政府軍のふりをして虐殺を行った。全て写真を撮らせるためだ。

「政府軍が国民を虐殺したことにして、反政府運動を盛り上げたかったんだ。もちろん、国際世論も反政府軍に傾くだろう」

「そんな──」

　捕虜たちは一様に絶句していた。

「じゃ、じゃあ俺たちは、ただ『盛り上げる』ためだけに殺されるのか」

「この街は、悲劇を伝えるための道具でしかないのか」

「それを命令したのは一体──」

「アマゾフだよ」

　男は言った。

　そして疲れ切った顔でうつむいた。

「俺は反政府軍に参加していた。そして偶然、お偉いさんたちが『政府軍によるイシュク大虐殺』をでっち上げようとしているのを聞いてしまった」

　立ち聞きしたことがばれたら、男はアマゾフに殺される。

　その場から逃げ出した男は、必死にイシュクに駆けつけ、せめて住民たちに警告して回ろうとした。だがアマゾフは予想外に早く偽の「政府軍」を作り出し、イシュクを襲撃した。

「俺も巻き込まれて逃げ遅れた。住民を逃がすことは出来なかった……誰一人……」

　男は国のためになろうと、反政府軍として戦っていた。

　だがリーダーとしてアマゾフは平気で国民を虐殺する恐ろしい男だと知り、心が折れたそうだ。

「ここにいる九人も明日、銃殺される。その女性はきっと、最後まで政府軍に反抗した勇気ある人として、アマゾフ側の宣伝に利用されるだろう」

　カイは母を見た。

　熱狂的に信しん奉ぽうしていたアマゾフの真実を知り、抜ぬけ殻がらになるのではないかと思った。

　だが違った。

「カイ。おいで」

　母は今までで一番、優しい声でカイを呼んだ。

　おずおずと彼女のもとへ行くと、膝に座らされる。

　頭を何度も撫でられた。

「あんたは実は、頭の良い子だったんだね。羊小屋で見た男の顔は、忘れないね？」

「……うん」

　あの男と羊小屋の場面は、すでにデータとしてカイの脳のう味み噌そに収納されていた。この後、何度でも正確に取り出せるだろう。

「つまりあんたは、反政府軍が工作したという証拠を持っている。あの男の顔を、反政府軍の中に見つければいいだけだ」

「いいだけって、奥さん。可哀想だけど、この子も明日は銃殺されるんだよ」

「あの隙間から逃げられるだろう」

　母は天井を指さした。十センチほどの隙間がある。

「いくら小さい子でも、あの幅じゃ通れないだろう」

「通れなかったら、この子の身体を削ればいい」

　母の声は平坦だった。

　周りの捕虜たちが一瞬、息を飲む。

「お、奥さん、何を」

「待て、待て、早まるな。だが、その子だけなら逃げられるかもしれん」

　母とカイ以外の七人の男たちは協力し、肩車して天井の隙間を広げだした。あわよくば自分たちが逃げる隙間も作れないかと頑張っている。

　それをぼんやりと眺めていた母は、ぽつりと言った。

「カイ。お前と約束をしよう」

　彼女はカイの服をめくり、背中を剝むき出しにした。

　何をするのかと驚いて振り向くと、鋭い声で「前を向け」と言われる。

　カイの口が母の手で塞ふさがれた。

　背中に鋭い痛みが走る。

「いいか。今からお前にテジェンの宿敵を彫ほりつけてやる。アマゾフの家の絨毯の柄だ」

　母は瓦が礫れきでカイの背中に紋様を彫りつけ始めた。

　カイは悲鳴をあげようとしたが、口はしっかりと塞がれている。他の男たちは天井の隙間に必死で、誰もこちらを見ない。

「これは我が民族の呪い、永遠の業ごう。地獄の果てで焼き殺してやる。真の敵は政府じゃない、アマゾフだ。あいつを殺すまで、お前は絶対に生き続けろ」

　痛みと恐怖で、母の声など耳に入ってはいなかった。

　だが頷かないと、いつまでも背中を彫り続けられることは分かっていた。カイは必死で何度もうなずいた。

「お前はここから逃げだし、アマゾフのやったことの証拠を見つけろ。そして、アマゾフを殺せ。母との約束だ」

　カイの、母親との初めての約束は、人を殺すことだった。




　それからカイの記憶は途切れている。

　どこをどうやって逃げたのか、背中にギザギザの紋様を刻まれた子供は、気づくと日本の三みツつ野の家に引き取られていた。







[image: RECIPE.09　北北東に進路を取れ]
















　鮮やかな空だった。

　北国の淡い空とも南国の強烈な空とも違う、藍色を溶かしたような色合いだ。この空が宇宙に続いているのを実感させてくれる。こういうのを天てん蓋がいと呼ぶのだろう。

　桃ももは疾走するバイクの後部座席で、首が折れそうなほど空を見上げていた。

　どんな高性能のカメラでも、人間の目の光感度にはかなわないらしい。テジェニスタンの空の色は、この国に来た者でなければ分からない。

「揺れるよ！」

　運転する真ま礼れいが叫んだので、桃は慌てて彼女の腰にしがみついた。直後、バイクが小さくジャンプして着地する。ギュッと目をつぶってしまったが、恐怖心はそうそう消えるものではない。

　桃は今、中央アジアの謎の国で、人生で初めてバイクに乗っている。いわゆる「二ケツ」の状態だって初めてだ。想像していたより遥かに揺れるし、風が強くて目を開けているのも大変だ。

　しかも真礼はヘルメットをかぶっていない。

　日にち露ろ共同調査隊が滞在するオアシスを出て、カイが向かった『地獄』と呼ばれる土地へ行きたかったのだが、急きゅう遽きょ借りることが出来たのがオフロードバイク一台とヘルメット一つだったのだ。

　突然、テジェニスタンに現れた女子高生二人組に東ひがし森もり教授と古こ葉ば、安あん藤どうは仰ぎょう天てんしていたが、詳しく説明している暇も無かった。




　──家族の一大事なんでカイお兄ちゃんを追ってきました！




　桃は彼らにそれだけを告げると、宿の人に頼んでバイクを借り、慌ただしく出発しようとした。

　さすがに女の子二人じゃ危ないと、古葉と安藤が車で送ると言ったのだが、今度は発掘隊に張り付いているテジェン軍に制止された。

　観光ビザで入国した桃と真礼が自由に行動するのは構わないが、学術ビザで入った古葉と安藤は監視の必要があるので、勝手にこの場を離れることならず、との仰おおせだ。

　安藤は軍人に向かって、発掘隊の一人であるカイはこの場を離れてるじゃないかと抗議したが、テジェン人の男と一緒だったから許可を出したらしい。

　それを聞いた桃は、少しだけ安心した。




　──そうか、カイお兄ちゃん、一人で地獄に向かったんじゃないんだ。




　そう言えば東森教授が、カイが発掘隊のテジェン人と仲良くなったと言っていた。その時は珍しいこともあるものだと思ったが、実は同国人同士なのだ。気が合って当然かもしれない。

　そして桃は、東森教授への挨拶もそこそこに真礼と出発した。

　古葉と安藤はひどく心配していたが、東森教授が「桃くんはあのカイくんと冬ふゆ基きさんの妹さんだよ。真礼くんもしっかりしてるし」となだめてくれたのだ。

　オアシスから『地獄』へと続く道は、綿めん花か畑の真ん中を突っ切り南へと伸びていた。状況は切迫していたが、晴れ上がった空と緑の畑という風景はのどかだ。

　エンジン音に負けないよう、真礼が声を張り上げた。

「穴ぼこの道にゃあ慣れてるけど、こりゃモグラたたき状態だね。馬ば糞ふんだらけだし」

「えっ、あの黒いのそうなの？」

　さっきからタイヤがバリバリはね飛ばしていた謎の物体は馬糞だったのか。全く臭いを感じなかった。

「乾燥しきってっから、まあ踏んだとこでスリップはしないけど。あんな『お宝』が放置されてんのも時代かね」

　彼女によると、この辺りの民族は古来より乾燥した家畜の糞を燃料としてきた。道に落ちた糞は子供たちが集めて回り、持ち帰ったり売ったりしていたそうだ。

　だが現在の大統領になって近代化が進められ、各家庭に天然ガスが行き渡るようになると、誰も糞を拾わなくなったらしい。

「でも乗り物としての馬はまだ大事にされてるみたいだね。ほら、向こうで子どもが遊んでる」

　軽く顎あごで示された方角を見ると、まだ幼い少年達が数人、馬を操あやつっていた。くるくると位置を入れ替えながら、器用にボールを投げ合っている。

　緑が広がるこの風景と、あのピカピカした近代的な首都が同じ国とは、とても信じられない。奇妙なチグハグさだ。

「映画で観たよ、ああいうの。遊牧民って三歳ぐらいから馬に乗り始めるんだよね」

「何でも国を挙げての競技会があるらしくて、その予選会に向けて老若男女、浮き立ってるそうだ」

「競技会？」

「国体も兼ねたお祭りみたいなもんらしい。大統領が張り切っててね、我らが民族の偉大さを内外にとどろかすとかで、情報統制が厳しいこの国にしちゃ珍しく、海外メディアを多数招いてるそうだ」

「そうなんだ」

　と、何気なく返事をしてから桃は気がついた。

　ネットで調べても情報がほとんど出てこなかったテジェニスタンについて、真礼が妙に詳しい。日本語で検索した桃と違い、真礼は英語で調べることが出来るのだ。オランダ語も出来ると言っていたし、空港では少しのロシア語も話していた。もしかしたらこれらの言語でも検索したのかもしれない。

　実に頼りになる。──そして、自分が少し情けない。

　大事な異人街シネマを守るため、成長しなければ、勉強しなければ、とは思っていた。実際、学校の勉強には身を入れるようになったし、英語は特に成績が急上昇した。

　だが、話せるのに読むのはスラスラといかない。だから大事な情報も取ることが出来ない。

　家族を守りたいと言いながら、真礼がいないと一人では何も出来ないのだ。

　桃はハンドルを操る真礼の背中に、そっと頰を寄せた。

　彼女がいてくれるのは本当に有あり難がたい。冬基がつけてくれたボディガードだが、今はただ、桃のために動いてくれている。

　だが、肝かん心じんの自分に何が出来るだろうか。

　ちょっと英語を勉強しただけで成長した気になっていたような女子高生が、あの頭の良いカイを──公安からテロリストだと呼ばれた兄を、止められるのだろうか。

　黙り込んでいた桃に、真礼が唐突に言った。

「不安な時にまず、信じなければならないのは？」

　桃は堅く目を閉じた。

　暗い視界の中で一点の光だけを見つめ、深い呼吸を静かに繰り返す。真礼に教えてもらった集中法だ。

　その一点の光が何なのか見定めろ。

　まず、信じなければならないのは。

「──自分」

「そう、基本中の基本。これが出来ないと簡単に人に騙だまされるし、酒やクスリに溺おぼれたり、怪しげな宗教にのめり込んだりする」

「でも、難しいよね。私がいま裕福に暮らせるのは三みツつ野の家のお金のおかげだし、初めての外国を旅してられるのも、強くて色々知ってる真礼ちゃんのおかげ。私自身は何も出来てない」

　自分にカイを助けることが出来るのか、それを信じることが難しい。何かを完かん遂すいするなら、その実力が必要なのだ。

　すると真礼は、唐突に大声で笑い出した。

　ぎょっとした桃が思わず顔を上げると、真礼の肩越しに腕が伸びてきて、頭をぽんぽんと叩かれる。

「桃。あたしはそりゃ、多少は腕が立つし、軍人崩れなりの知識もある。でも、この旅はあんたがいなきゃ絶対に続かなかったろ」

「……え？」

「前も言ったけど、その強くて頼りになる『真礼ちゃん』は、桃だから助けてんだよ。相手が気に入んなきゃ、どんな高額の仕事だって引き受けないさ、あたしは」

　そうだった。

　真礼はすでに教えてくれていたではないか。真礼を動かしたのは、紛まぎれもなく桃の『力』なのだと。

「あと、ヴェネツィアから修学旅行を抜け出すためにシスターやツアーコンダクター丸め込んだの、ぜんぶ桃だろ。あんな純粋そうな顔してもっともらしい噓つくの、あたしにゃあ無理だ」

「そ、そうかな」

「オランダでだってそうさ。あの運河のボートハウスの一家だって、桃を信用したから初対面でも泊めてくれたんだよ。目つきの悪いあたし一人じゃあ、警戒されて終わりだ」

　あの家族、特に奥さんのエスメには世話になった。兄に会いに行くという桃の話を信じ、親切にしてくれた。

「それと、一番傑作だったのはこの国に入ってからだね。いきなり大学に飛び込んで、初対面の教授に『助けて下さい！』だもん」

　桃は赤くなってうつむいた。

　あの時はとにかく必死だった。カイを追って当てもなくテジェニスタンに入国したものの、発掘隊がどこにいるかは分からない。情報が一切入ってこないのだ。

　そこで桃は、発掘隊に協力として名を連ねていたアトレク大学に飛び込み、担当であるイサエフ教授に泣きついた。

　最初は、真礼をカイの恋人ということにし、「兄の恋人が日本で無理矢理に結婚させられそうだ。その前に逃げてきた」との作り話をするつもりだった。

　だが桃はイサエフ教授の顔を見た瞬間、そんなに簡単に騙せる相手ではないと判断した。そこで咄とっ嗟さに作り話を切り替えた。




　──莫大な財産を持つ祖父が病気です。相続人は長男、次男と末っ子の私の三人だけですが、二番目の兄がこの国で発掘調査をしており、どうしても連絡が取れません。何とか日露共同調査隊に取り次いで頂けませんか？




　するとイサエフ教授は不審そうに言った。




　──それで、まだ幼い少女である君がわざわざこの国までやって来たと？　金持ちの家なんだろう、人を雇やとって次じ兄けいを捜させればよかったんじゃないかね。




　ごもっとも。

　強い訛なまりの英語を何とか聞き取った桃は、しおしおとうなだれてみせた。隣の真礼が息を飲んだのが分かる。早くも行き詰まったと思ったのだろう。

　だが桃は小さな声で続けた。




　──……実は、焦っているのは、長ちょう兄けいのせいなんです。次兄が不在の間に、財産を独り占めする気なんです。もし私が誰かを雇って次兄を捜そうとすれば、すぐに止められます。




　──しかし、妹の君が直接テジェニスタンに来たんじゃ、もっとばれるだろう。ここは日本人の女の子が気軽に入国出来る国じゃない。




　それも、ごもっとも。

　桃は少しだけ恥ずかしそうに言った。




　──私たち、イタリアの修学旅行を抜け出して来たんです。こちらは同じクラスの真礼ちゃん。とても強いので用心棒についてきてもらいました。




　修学旅行、と聞いてイサエフ教授は驚いていたようだ。日本の女子高生が学校の旅でイタリアへ飛び、そこを脱出してテジェニスタンまで来る。確かに信じがたいだろう。




　──長兄は、私がまだイタリアにいると思ってます。まさかテジェニスタンで次兄を捜してるとは知らないでしょう。




　さて、騙せただろうか。

　桃は決意の中に不安が見え隠れする表情を作ってみせた。自分の幼い外見が、この厳格そうな男にとって効果的だとも分かっていた。

　そして彼は今、金持ちの日本人の息子が発掘隊にいることを知ってしまった。ここで恩を売っておけば、同じ分野の専門家として何らかの利益を得られるかもしれないと考えることだろう。

　彼はしばらく考えた後、テジェン軍に連絡を取ってくれた。発掘隊の場所を聞いてくれているらしい。桃と真礼は期待に満ちた目をそっと見交わした。

　やがて通話を終えたイサエフ教授は、二人を振り返った。




　──君たちは運がいい。幸い、日露共同調査隊は休暇でオアシスの街にいるそうだ。これが軍事施設に近い場所だったりしたら、門前払いだっただろう。




　──じゃあ、私が直接、次兄に電話してもいいでしょうか！




　──三分だけ許可するそうだよ。




　桃は大喜びしたが、その三分の電話で得られた情報は、カイはオアシスにいない、ということだった。『地獄』に向かったらしいのだ。

　位置関係は、この首都からオアシスに向かい、さらにその先にあるという。取りあえず東森教授のいるオアシスの宿に向かうことにした。

　するとイサエフ教授の手配で、テジェン軍が送ってくれることになった。桃が、「祖父の遺産をちゃんと三等分できたら、私は次兄の方を後見人に指名する。すると次兄は実質、莫大な財産の三分の二を受け継ぐことになる」と後押ししたからだ。イサエフ教授はきっと、今から恩を売る次兄が大金持ちになると信じ込んだことだろう。

　走るバイクの上で、桃は少し反省した。

　作り話の中で思いっきり冬基を悪者にしてしまった。まあ知ったところで本人は大笑いするだけだろうが。

「桃は噓に真実をさりげなく混ぜ込むのが上手い。今までの作り話、全部『家族の一大事』だったじゃないか。状況は噓でも、兄貴を心配してる桃の心情は本当だから、みんな簡単に騙される」

　真礼に言われ、そう言えば、と思い当たった。意識してやっているわけではないが、桃が作って見せる表情、声、全てにカイを守りたいとの心情が滲にじんでいるのだろう。

　色々と終わって日本に帰ったら、この旅で世話になった人たち、とくにアムステルダムのエスメ一家にはきちんと手紙を書こう。

　長兄と次兄は無事に仲直りが出来ました。

　今は三人とも日本で仲良く暮らしています。

　──そう、書くのだ。










　綿花畑が途切れ、砂さ礫れきが増えてきた。

　そろそろ桃が疲れを感じだしたころ、街道沿いに小さな売店を発見した。葡ぶ萄どう農家が片手間にやっているらしく、店先のおばさんが収穫した葡萄の選別をしている。

「ズドラァーストヴィチェこんにちは」

　真礼がロシア語で声をかけると、おばさんもロシア語で返した。十八年前の内戦以降、テジェニスタンではロシア語の教育がされていないらしいが、この年代ならばまだ話せるようだ。

「あの、この人を見かけませんでしたか」

　桃がスマホでカイの写真を見せると、おばさんはうなずいた。

「ああ、昨日来たよ。男二人で、飲み物だけ買っていった」

「本当ですか！」

　カイが本当に地獄へ向かったのか今まで確信出来なかったが、目撃者が現れた。オアシスの街から地獄へ向かう車にとって、この売店はほどよい休憩所なのだろう。

　真礼はこの辺りの地図と防ぼう塵じんメガネを二つ、そしてペットボトルで売られているガソリンを買った。バイクに給油しながら尋ねる。

「地獄は遠いのかい」

　彼女は首を振った。

「そのバイクならあと二時間ってとこかね。この街道をずっと南に行くだけさ」

　真礼がおばさんに広げてみせた地図を、桃も隣からのぞき込んだ。建物などがあまり描かれていない、道路だけの簡素な地図だ。

「向かう先にある、この街の名前は？　テジェン語は読めないんだよ」

「ああ、これはイシュクって発音する。でも、もう無いよ」

「もう無い？」

「内戦で前の政府軍に爆撃されたのさ。酷ひどいもんだよ、住人は皆殺しだった。うちの娘むすめ婿むこの親戚もみんなやられたんだ」

「ああ、あの有名なイシュク大だい虐ぎゃく殺さつってこの辺だったのか。この区域は立ち入り禁止？」

「いや、入れるよ。今は無人だけど、内戦の悲劇の象徴として、いつか街ごと博物館にしようかって大統領様は考えてるようだ」

　おばさんは売店に飾ってある写真を指さした。真礼に訳してもらい、桃もそれを振り返る。

　あれが独裁者だというアマゾフ大統領か。そう言えば、首都のあちこちにも巨大な写真が飾ってあった。あの時はイサエフ教授に会おうと必死で、見かけても「この写真のオジサンは何だろう」ぐらいにしか思っていなかったが、まさかこんな田舎の売店にも肖像写真があるなんて。

　よく見れば、売店にも大統領の写真がポストカードで売っていた。日光を浴びて褪たい色しょくしているが、顔立ちは分かる。

　何かが引っかかった。

　私は、この顔を、どこかで──。

　おばさんは首を振りながら言った。

「地獄の穴も、内戦の時に空いたんだよ。爆弾打ち込まれて、砂漠が裂けて、そこから天然ガスが噴き出したんだ。ずーっと燃えてるよ。これもいずれは整備して観光名所にしたいらしいけど、どうも土地が外国の会社の所有らしくて」

「私有地なのに入れんのかい？」

「テジェン人なら勝手にどうぞ、って感じだよ。外国の会社は土地だけ買って放置してんだよね、なぜか。そのくせ国に売ってはくんないらしい」

「テジェン人ならどうぞ、か。外国人だけだと地獄には入れないってのは本当かい」

　確かに東森教授がそんなことを言っていた。カイはテジェン人の男と一緒だったので行けたのだ、と。

　だがおばさんはあっさり言った。

「入れるよ。外国人がうっかり近づいて死亡事故でも起こしたら面倒くさいってんで、名めい目もく上ダメってことにしてるんだ。柵さくとか何も無いからね」

「でも見張りの兵士なんかはいるんだろう？」

「いるけど、テジェン人の格好をしてりゃあ声はかけられないよ」

「ほんとに？」

「嬢ちゃんら中国人だろ？　ばれないばれない」

　確かに、テジェニスタン人は日本人そっくりの容よう貌ぼうから、ほぼロシア系に近い人まで様々だった。桃と真礼が民族衣装を着たところで、見とがめる者は少ないだろう。

　おばさんは売店の奥から、伝統的なテジェニスタン人の衣装を何枚か出して来た。刺し繡しゅうの入った長いワンピースと、細身のズボンだ。鮮あざやかな色合いがこの国の空に映はえそうだ。

「上手いこと売りつけられてる気がするんだけど」

「嫁とついでいった娘たちのお古なので安くしとくよ」

　桃は赤とピンクの重ねを、真礼はシンプルな青いものを選んだ。バイクが運転しづらいじゃん、とブツブツ言っている。

　売店の奥で着替えさせてもらい、ついでに葡萄ジュースもご馳ち走そうになった。

　そして店を出る直前、桃は笑顔で大統領のポストカードを指さし、財布を取り出してみせた。一枚、と手振りでおばさんに伝える。

　真礼が驚いて言った。

「え、桃これ買うのかい？」

「うん。せっかくだし記念に」

　おばさんはニコニコしながらポストカードを手渡した。それを持つ手つきが丁寧で、まるで神社のお守りか何かを持つようだった。

「スパシーバ！」

　桃が知っている数少ないロシア語で挨あい拶さつし、二人はバイクに乗って出発した。

　砂すな埃ぼこりが舞う。

　砂漠が近づいている。

　生まれて初めての防塵メガネは窮屈だったが、これが無いと目も開けていられない。顔の下半分は布で覆い、何とか呼吸出来る有様だ。

　二人がイシュクに到着したのは、午後遅くだった。無人だ。

　砂礫の中に瓦が礫れきが埋もれている。最初の印象はそれだった。

　かなり酷く破壊されたようで、大きな建物は何も残っていない。歩くのもままならないほど地面は穴だらけで、ところどころ陥かん没ぼつしている。

「あー、こりゃ徹底的にやったね。この地形じゃ逃げ場も無いし、全滅もあり得る」

「……ひどい」

　桃はそう呟くのがやっとだった。

　戦争は今まで、映画の中で何度も見てきた。戦争の悲惨さを訴える作品もあれば、歴史的事実として描こうとする作品もあった。

　何の罪も無い一般人が突然、殺さつ戮りくされる。そんな映画もいくつか観て、桃は憤いきどおりよりも恐怖しか感じなかった。それほどの力を持った作品たちだったのだ。

　だが、スクリーンの中と現実はまるで違う。

　ここは映画のセットじゃない。何人もが本当に死んだのだ。

　桃は、祖父の健けんや冬基、カイ、真礼が目の前で殺されるシーンを思い浮かべた。大事な家族や友人を理不尽に奪われるなんて、自分には耐えられそうにない。そんな状況に陥おちいったら真っ先に死んだ方がマシだ。

　街の広場らしき場所は、それでも少し整理してあった。瓦礫は片付けられ、鉄板で簡易通路も組まれている。新しい立て看板もあった。

「イシュク大虐殺の悲劇」

　テジェン語、ロシア語、英語の三つで、この街の説明がしてあった。

　当時の政府軍がいかに酷いことをしたか、無差別に殺された住民の怨えん嗟さはいかばかりか、かなり強い口調で訴えている。そして、この大虐殺をきっかけに反政府運動は盛り上がり、それを率ひきいたアマゾフが現在の大統領となった。いずれここは街全体を博物館とし、内戦の悲劇を伝えるモニュメントとしよう。そんなことが書いてあった。

　桃は大統領のポストカードを見下ろした。

　この人が反政府運動のリーダーだったのか。

「さ、桃いこう。グズグズしてちゃ日が暮れる」

　真礼にうながされた桃は、もう一度だけイシュクの街を見回した。

　なぜか、この場所を記憶しておかなければならない気がした。

「うん」

　地獄は瓦礫の街のすぐ裏側らしい。

　そちらに向かっても人っ子一人おらず、乾いた風の音に混じって熱気と煙が流れてくるばかりだ。

　見張所は一応あったものの、やはり誰もいない。係がさぼっているのか、テジェン人の衣装で変装までしてきたのに無駄になった。案内板もあるにはあったが、テジェン語とロシア語で「立ち入り注意」と書いてあるだけらしい。

　そこは大地の裂け目が延々と燃えているだけの場所だった。

　異様としか言いようが無い。近づいたりすれば、燃えさかる地の底から黒い腕が伸びてきて引っ張り込まれそうだ。

「やっぱりいないか」

　真礼が辺りを見回して言った。

「まあ、カイがここに向かったの昨日だからね。こんなとこでグズグズしてるとは思えなかったけど」

「そうだね」

「一応は隠れた名所って扱いらしいから、常駐の誰かに目撃情報を聞けると思ってたんだがね」

「カイお兄ちゃん目立つしね」

　少なくともそこに女性がいたなら、絶対にカイの顔は覚えているはずだ。

　真礼は溜め息をついた。

「しかも、月げっ氏しと一緒か」

「……え？」

「言ったろ、カイは月氏って傭よう兵へいの二人組ユニットを雇ってる。今、あいつと一緒にいるテジェン人ってのは月氏だろ」

　桃はぽかんと口を開けた。

　同行しているのは、カイが珍しく短期間で馴染めた友達ではなかったのか。スマホで一緒にチェスをしているというから、きっと相手も頭がいいんだろうとは思っていたが。

「さて、カイの足取りが完全に途絶えちまったね。どうしたもんか」

「うん……」

　真礼が念のために地獄の穴を一周回るというので、桃もぼんやりとその後ろに従った。

　燃えさかる火。

　真っ青な空に昇る煙。

　その中に、虐殺された人々の悲鳴が混じっているようだ。

　桃は唐突に言った。

「真礼ちゃん。カイお兄ちゃんは、なぜここに来たんだろう」

「なぜ？」

「カイお兄ちゃんが地獄に向かったって聞いて、その場所で誰かに会うのかなって思ったんだ。もしテロ行為をするというなら、その同志と会うとか、そういうの」

「そうだね、あたしも最初はそう思った。地元の人間が行き交ってて、テジェン人に紛まぎれて情報交換するのに最適な場所なんじゃないかって。だがこの閑かん散さんっぷりじゃ、逆によそ者が目立つだけだ」

「だったらなぜ、カイお兄ちゃんはこんな場所に来たのかなって考えたんだけど」

　桃は瓦礫の街を振り返った。

「お別れを言いに来たんだと思う」

「お別れ？」

「生まれた街に」

　真礼はぴたりと足を止め、大きく目を見開いた。

「ここが、カイの故郷だってことかい？」

「たぶん、そうじゃないかな。何となくそう思っただけだけど」

　今まで観た数々の映画を思い出した。

　死地に赴おもむこうとする主人公が、ほぼ必ず取る行動がある。

　それは、「別れの儀式」だ。

　愛する人、愛する場所、それらに心の中で、または行動で別れを示す。写真にキスをするだけのこともある。だが──死ぬ前に一目、生まれ故郷を見ようとする場合もある。

「カイお兄ちゃん、今から政府の要人だか誰だかを殺そうとしてるんでしょ？　公安の人によると。だったら、当然死ぬのも覚悟してると思う」

「だから故郷を見に来た、か。なるほど、一理あるね」

「そしてね、この写真の人」

　桃は大統領のポストカードを真礼に差し出した。

「私、この人を前に見たことがある」

「前に？　大統領だしテレビやネットで見かけてただけじゃないのかい」

「違うの、お爺ちゃんの古いフィルムに入ってた」

　桃は、異人街シネマに眠る大量のフィルムのことを話した。健が若い頃、外国を放浪しながら撮影したものだ。

「その中に、たぶんこの辺りじゃないかなって風景があって、人物が二人映ってたの」

　鷹たか狩がりをする民族衣装の男が二人、馬に乗っていた。

　今よりもかなり若いが、その片方がアマゾフに間違いない。どの辺りの民族かと推測し、一生懸命に顔を見たのだ。今はでっぷり太っているので最初は気づかなかったが、骨格自体は変わっていない。濃い眉毛も太い鼻筋もそのままだ。

「もう一人の男は誰だか分かるかい？」

「分からない。テジェン人だとは思うけど」

「かなり古い映像だそうだけど、現在の姿を見ても気づくと思う？」

「……うーん、アマゾフ大統領ほど派手な顔じゃなかったから……でも、両方を見比べたら分かるかも」

　桃がもう一人の顔を正確に思い出そうとしている間、真礼も顎あごに手を当て考え込んでいた。

「カイがこの街の出身だとする。ある日、政府軍に攻撃されイシュクは壊かい滅めつする。カイは何とか生き延び、そこから逃れる。そして桃と冬基の父ちゃんである三ツ野啓けい二じに連れられ、日本へ。妻の三ツ野薫かおるに預けられる。ここまではいいね？」

　真礼の問いかけに、桃はしっかりと頷いた。

　これまで自分を取り巻いていた小さな齟そ齬ご、奇妙な符ふ牒ちょう、それらが少しずつ組み合わさり、何らかの輪りん郭かくが見えてきた気がした。

「だが、三ツ野啓二はカイを日本に連れてきてすぐ養子にしたわけじゃない。一年ほどかけて戸籍を偽造する工作を行っている」

「えっ」

　そんなことは初めて聞いた。呆然としていると、真礼が軽く手を挙げる。

「ま、冬基に聞いたのさ。あいつまだ腹ん中にいっぱい隠し持ってるだろうけど、取りあえずあたしを手て駒ごまに使うために、ある程度の情報は出してきた」

　桃の父である三ツ野啓二は、北海道で事故死した子どもが生きているように偽ぎ装そうし、新しい名前も与えて養子にしたそうだ。それらを工作する間、カイはおそらく医療機関などに匿かくまわれていただろうと真礼は言う。

「で、三ツ野啓二がカイと同時にテジェンから連れ帰った子どもがいる。それが桃、あんただよ」

「──私？」

　今度こそ驚いた。

　自分の出生についてはあれこれ調べたし、三ツ野家に引き取られてからは年表なども作ってみた。

　だが、桃が健に預けられた時期と、カイが三ツ野家の養子になった時期は一年もずれている。だから自分たちは関係が無いと思い込んでいた。

　しかし、カイは一年間も医療機関に隠されていたのか。そんな酷い内戦から逃げてきたのなら、身も心も傷を負おって当然だろう。

　大きく唾つばを飲み、桃は勢い込んで言った。

「じゃ、じゃあ私のお母さんはテジェン人なんだね？」

「おそらくは」

「ってことは、もしかして私とカイお兄ちゃんは本当の兄妹とかじゃ──」

「それはない」

　真礼ははっきりと言った。

「冬基が真っ先にＤＮＡ鑑定させてるさ。あの男が桃とカイは兄妹じゃないと言い切ったんだから、本当だろう」

「……お父さんだけが違う異父兄妹とかも……」

「それも無い。もしそうなら鑑定結果で分かる」

「……そう」

　桃は大きくうなだれた。

　一瞬でも期待してしまった自分が馬鹿だった。

　自分が三ツ野家に引き取られる時にもＤＮＡ鑑定されたのだ、どこからか連れてこられたカイだって啓二の隠し子だと疑われ、散々調べられたに違いない。

　だが、少しだけ救われもした。

　自分の母はテジェン人かもしれない。

　これまで全く想像できなかった「母」の姿がおぼろげに浮かび上がってくる。この国に来てから会った、何人かのテジェン人女性。みな色とりどりの衣装で、真まっ直すぐにこちらを見る人ばかりだった。

「でも、まあ桃の母親がテジェン人ってのはほぼ間違いないと思うよ」

　真礼が慰めるように言い、桃の髪を一房ふさ、つまみ上げた。

「桃の目と髪の色、かなり薄いもんね。シルクロードの血が混ざってるって言われても納得できる。生きっ粋すいテジェン人のカイの方が和顔だよ」

「そっかあ」

　桃は泣き笑いの表情になった。

　──母親。

　ずっとずっと知りたかった、私を産んだ人。

　彼女の国に、私はいるんだ。

　自分が生まれた土地に、帰ってきたんだ。

「ま、冬基の奴は父親をえらく嫌ってるけど、少なくとも三ツ野啓二の桃に対する愛情は本物だったと思うよ。内戦状態の国から赤ん坊連れて脱出したんだからね」

「……うん」

「で、ここからも推測でしかないんだけど、十六年前に内戦のテジェンを脱出し、三ツ野啓二は実子の桃と赤の他人の子のカイを日本に連れ帰った。そして何故か、桃の方は矢や水すい健氏に預け、カイだけを自分の養子にした」

　そこも不思議だった。

　なぜ独身の高齢者である健が人気の高い新生児女児の桃を養子に出来たのか以前は謎だったが、実父の啓二から直接託されたとすれば納得はいく。

　しかし、カイを養子にしたのがどうしても解げせない。

　何か理由があって桃だけではなくカイも助け、日本に連れ帰った。ここまでは分かる。

　だが普通なら桃を三ツ野家で引き取り、他人の子であるカイをよそに預けただろう。

「まあ、この理由はまだよく分からない。そして推測に推測を重ねる形になるが、三ツ野啓二と矢水健氏が知り合ったのはテジェンを介してじゃないかと思う」

「え？　でもお爺ちゃんがテジェンの映像を撮ったのは１９７０年代で、たぶん私のお父さんはまだ子どもだったと思うけど」

「テジェンで直接会ったって言ってるわけじゃないよ。三ツ野啓二は自称ジャーナリストでフラフラしてたんだろ？　で、テジェンに入国したいと思うが、ほとんど情報が無い。そこで、人づてに『テジェンで撮影したことのある日本人』の話を聞き、矢水健氏を訪れる」

　ありそうな話だった。

　祖父は友人が多く、映画関係の友達はもちろん、小学校からの同級生、飲み屋で知り合っただけのサラリーマン、仲良くなった辻つじ占うらないの人まで異人街シネマを訪ねてきたりもしていた。

　その中には若い頃に海外で出会った人も多かった。祖父が旅先で出会って連絡先を交換した、外国人や日本人だ。

　三ツ野啓二が海外放浪仲間に健の噂を聞き、テジェンの話を聞きに異人街シネマを訪れた。それは考えられる。

「そして啓二は矢水健氏から、テジェンで撮影したそのフィルムを見せてもらう。もちろん、その時には何も思わなかっただろう。だが自身でテジェンに行き、住み着き、現地の女性の間に桃という子どもまで作るようになる頃、気がついた。あのフィルムに映っていた片割れは、反乱軍リーダーのアマゾフではないか？」

　なぜかゾクッとした。

　真礼が何を言おうとしているかまだ分からないのに、妙に不安になる。

「で、でも映ってたのはごく普通の映像だよ。悪いことしてるところじゃなくて、ただ鷹狩りしてただけ」

「誰と映ってたのかが問題なんだと思う。反乱軍を率いた革命のリーダー、現大統領アマゾフ。その彼が若かりし頃、一緒にいてはいけない人物と仲良くしている映像が残っていたとしたら？　たとえば敵側の要人とかね」

　──そしてそれが、私の大事な異人街シネマにあったとしたら。

「大統領は何としても取り返そうとするだろうさ。実際、桃の周りを妙な奴らがウロついてただろ」

「で、でもっ、映画館を荒らされたりとかはしてないし」

「フィルムが存在する、って確信がないのさ、テジェン諜ちょう報ほう員いんも。あいつらが張ってるのはイシュク大虐殺の生き残りと思わしきカイの方。で、そのカイに去年突然、妹が出来た。調べたら妹の養い親はテジェン入国歴がある。これはどういうことだ。まだ、この段階だろう」

　なだめるように言われたが、不安は大きくなるばかりだ。

　自分が留守の間、異人街シネマに暴漢が押し入り、フィルムを強ごう奪だつしたりしたら。それで映写技師の皆みな川かわや、他のスタッフが怪我をさせられたりしたら。最悪──。

　身が凍るような想像をしてしまい、桃は真礼にすがりついた。

「こ、国際電話かけたい。横浜に──」

「落ち着きな、桃。国際電話は都市部じゃないとかけられないし、どうせ盗聴されてる」

「でも」

「大丈夫だって。それこそ日本の公安が黙っちゃいない」

　公安。

　その言葉を聞いてハッとした。自分と冬基は、公安の監視を振り切ってテジェニスタンに飛んできたのだ。三ツ野邸も異人街シネマもしっかり見張られてることだろう。

「あいつら、外国じゃ何の権限も無いけど日本国内じゃ怖いもんなしだ。怪しいテジェン人がウロつこうもんなら、速攻でしょっぴかれるよ」

「そ、そうなんだ」

　一応、ほっとした。公安が監視していてくれるなら、まあ安心していいだろう。

「だが、テジェン側にとっちゃカイが入国してきたのは飛んで火に入る夏の虫だろうね。今までは発掘隊と四六時中一緒だったから手を出せなかったけど、はぐれればすぐ拉ら致ちされるだろうよ。──とはいえ」

　真っ青になった桃を見て、真礼は苦笑しながら付け足した。

「カイの側そばにゃ、月氏が二人もいるからね」

「そ、その人たちは信用出来るの？」

「金さえ払えば何でもやるよ。その信頼度は業界一だ、ボディガードとしてならこれほど安心な奴らはない」

　それを聞いた桃はひとまず溜め息をついたが、もう安心していいのかオロオロしていいのかも分からない。真礼から情報と推測を出されるたびに、心臓がジェットコースターのようだ。

　炎の熱と音で気づかなかったが、すでに日が暮れ始めていた。

　バイクで移動するなら、そろそろここを離れた方がいいだろう。地獄の穴も、一周し終わるころだ。

　ふと、真礼が立ち止まった。

　何かを拾い上げ、首をかしげる。

「桃、これ」
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　彼女が差し出したのは赤いビーズのブレスレットだった。

　以前、桃が冬基に「お守り」として渡したことになっているものだ。

　冬基がここに来た。

　──カイに会うためだ。

「冬基、お兄ちゃん」

　カイのために。

　きっと弟の凶行を止めるために、冬基はこんなとこまでやって来たんだ。そう信じたい。

　だがどうしてだろう、胸が異様にざわつく。

　彼の母、薫が自殺する前に書き綴つづった日記。

　実子の冬基は愛せず、カイばかり愛する自分は醜みにくいと、消え入りそうな字で綴ってあった。

　──いったい、冬基は何のためにカイに会ったんだろう。

　冬基は仕事の名目でテジェニスタンに入国したのだから、首都アトレクを離れることは無いと思っていた。だがまさか、イシュクの地獄でカイと会っていたなんて。

　もしかして、冬基がカイをかくまっている？

　そして凶行を止めるよう説得を試こころみているとか？　それは希望的観測過ぎる？　ああ、今すぐ冬基と話したいのに！

　だが桃は今、冬基に直接連絡を取ることは出来ない。テジェン国内にいる者同士でも二人のスマホは国際電話扱いになるので、つなげてもらえないのだ。彼がいま使っているのは仕事用のテジェン専用スマホだろうし、桃はその番号を知らない。

　地獄の穴から離れた二人は、イシュクの瓦礫を駆け抜け、停めていたバイクに飛び乗った。

　黄昏たそがれの道をすっ飛ばし、さっきテジェン衣装を買った売店まで舞い戻ると、おばさんにひどく驚かれる。

「おや、まあ、二人とも埃ほこりだらけ！」

「電話貸して下さい！」

　三分いくらで貸している固定電話を借り、テジェン語の電話帳を開き、おばさんに首都アトレクのホテルを読み上げてもらった。それに真礼が片っ端からロシア語で問い合わせを入れたが、どこにも三ツ野冬基という客は泊まっていない。

　真礼は溜め息をつき、セイシンコーポレーションは国の事業を請うけ負おいに来ているのだから、一般のホテルではなく国の迎げい賓ひん館かんなどに滞在しているのかもしれないと言った。それならばもう、一般人が連絡を取るのは難しい。

「真礼ちゃん、首都までバイク飛ばしてどれぐらいかな？」

「軍のジープで送ってもらった時のこと考えりゃ、六時間ぐらいかね」

　日本語で相談しながら道路を指さしていると、おばさんが早口のロシア語で言った。

「まあまあ、女の子二人がバイクで夜道を飛ばすなんて危ないよ！」

　二人が強行軍を企たくらんでいることに気づいたらしい。真礼はいちいち訳さなかったが、桃にも彼女の言いたいことが表情と手振りで分かった。

「大丈夫だよ、夜の運転は慣れてるし」

「でも、真夜中に外国人の女の子二人がバイクに乗ってたら、目立ちすぎて兵士に見とがめられちゃうよ」

　桃と真礼は顔を見合わせた。

　それは充分ありそうなことだ。しかもテジェン人の衣装など着ていたら、スパイっぽさが増すばかりではないか。

　だが、どうしても首都アトレクにいる兄に会いたいこと、時間が無いことを、真礼は冷静に、桃は潤うるんだ目だけで訴えた。

「お願いです、あの、車を貸しては頂けませんか？　お金なら払います」

　葡萄農家のようだし車は持っているに違いない。そう思って駄目元で頼んでみると、おばさんはいったん奥に引っ込み、おじさんを連れてきた。

「外国人だって？　テジェンルーブルと元げんは受け取らないよ、ユーロなら」

　自分たちの通貨を信用していないらしい彼がそう言うので、脈ありと感じた桃はパッと目を輝かせた。大喜びで百ユーロ札を取り出して見せる。

「ユーロです！」

「車を貸すだけなら二百、アトレクまで夜通し送ってくれれば五百、ガソリン代は別払い、これでどうだい？」

　真礼が出した金額に、彼らは驚いたようだった。予想以上に多かったのだろう。

「あ、ああ、もちろん」

「あと、出来れば食べ物と飲み物も積んどくれ」

「分かった。──か、母さん、一番いいワインとチーズ持ってこい！」

　おじさんにどもりながら言われ、おばさんもうろたえ気味に答えた。

「は、はいよ。そうだ、ちょうど焼いたばかりのミートパイが──」

　二人は葡萄を出荷するためのトラックの荷台に、あれこれ積み込んでくれた。食料はもちろん、毛布にクッションも用意される。

　桃はこそっと隣の真礼に言った。

「ずいぶんと扱いがいいみたいだね」

「そりゃ、彼らの月収軽く超える額だからね。訳あり外国人運ぶってリスクも消し飛ぶだろう」

「そうなんだ。でもお金のためだけじゃないと思うな」

　桃がそう言った時、おばさんが服の詰まった籠を運んできた。

「これ、嫁いでいった娘たちの外套コート。うちの家紋の刺繡の服はもう、あの子達は着れないの。代わりにお嬢さんたち、着てくれる？」

　桃は喜んで受け取り、つたないロシア語でお礼を言った。

　そして真礼にそっと囁いた。

「娘さん達が嫁いで寂しいんだよ、このご夫婦。だから訳ありの女の子二人、放っとけないんだと思う」

「なるほど」

　葡萄の香りが染みついた荷台は、なかなか快適だった。

　揺れは激しいが、今までバイクに乗りっぱなしだったことを思えば何ともない。クッションと毛布で快適なホテルみたいだ。

　懐中電灯の明かりで夕飯を終えた二人は、すかさず横になった。

　ヴェネツィアで修学旅行を抜け出してから、とんでもない強行軍の旅の連続だ。その中でもバイクに乗り続けた今日が一番、体力的にきつかった。

　一瞬で眠りに落ちそうになったが、桃はふと、思い出してポケットをさぐった。

　さっき拾った、冬基のお守りブレスレット。誘拐事件の時のものだ。

　本当は桃が作ったものじゃないが、兄妹の美談に冬基が仕立て上げ、商売に利用したのだ。したたかさが実に彼らしい。

　彼がこんなものをまだ持っていたのが意外だった。これをわざわざテジェニスタンまで持ってきたことも。

　あそこに落としたのは偶然だろうか？

　それとも、桃に自分がカイと会ったことを知らせたかったのか？

　彼らに会えれば。

　三人そろえば、きっと分かるはずだ。

　──まだ、大丈夫なはずだ。










　三ツ野さん、三ツ野さん、という耳みみ障ざわりな声がする。

　十秒はじっくり待たせた後、冬基は笑顔で振り向いた。

「何です、須す山やまさん」

　鋼こう管かん輸出部部長の須山が、卑屈な笑みを浮かべて立っている。小首をかしげてこちらの顔をうかがっているのが、実に滑こっ稽けいだ。

「三ツ野さん、この前は多た良ら見みさんと食事だったんでしょ」

「ええ、まあ」

「どうでした」

「女の子のいる店でちょっと飲んだだけですよ」

「へえ、この国にもそんな店があるんですねえ」

「外国人観光客用だそうです。店の女の子もみんな外国人」

「そうなんですか？　この国は上じょう玉だまが多いのにもったいない」

「テジェン人は身持ちが堅いですからね。店で働いてるのはみんな、食い詰めて旧共産圏から流れてきた子です」

　会議室にいるセイシンコーポレーションの面々は、冬基と須山の会話に耳をそばだてていた。興味の無いフリで盗み聞きどころではなく、息を潜めて見守っている状態だ。奇妙な緊張感が、このだだっ広い部屋に流れている。

　須山は薄ら笑いで言った。

「へえ、そりゃなかなか。私も新橋で金髪パブにはよく行くんですけどね、大体がウクライナとルーマニアですわ。でもこの国でそんな店に誘ってくれるなんて、多良見さんは通ですね」

「新橋ねえ……」

「いや、この街じゃ遊ぶとこも少ないし、その店、私も連れてって下さいよ。海外出張中の楽しみなんて、酒と女ぐらいですしね」

　目の前の下げ卑びた男に、この前会った十五歳ほどのウクライナ人少女が肩を抱かれているところを想像し、冬基は唾つばを吐きかけたくなった。だがそんなことはおくびにも出さず、爽さわやかな笑顔で返す。

「店の名刺ならもらってきました。一いち見げんさんでも大丈夫ですし、今夜あたり部下の皆さんを連れて行ってあげては？」

「いえいえ、三ツ野さんも是非ご一緒に。せっかく同じプロジェクトになったんだし、これを機にお近づきになりましょうよ」

　全く、恐ろしい変わり身の早さだ。昨日までは外と様ざまの冬基をうとんで分かりやすく突っかかってきたくせに、こっちが有力な官僚とパイプを持ってると知ったとたん、これだ。

「今晩は止やめておきます。大人しく寝ますよ」

「またまた、お若いんですから夜遊びぐらい平気でしょうに。ね、多良見さんも誘って」

「遠慮しておきます。店に行けば多良見さんいるかもしれませんし、あなた方だけで顔を出してみては？」

　冬基が提案すると、彼の顔に一瞬の逡しゅん巡じゅんが走った。

　この若造に頭を下げて多良見を紹介してもらうより、直接パイプを作ってしまう方がいい。万が一、それで多良見を冬基から奪えれば万々歳だ。おそらくそんな野望が浮かんだのだろう。

「カラオケもある店です。多良見さん、『メリー・ジェーン』って曲が大好きだそうですから、練習されて行っては？」

　冬基の言葉にひそむ侮ぶ蔑べつにも気づかず、須山はこくこくと頷いた。この様子では、本気で歌の練習をしかねない。

　その時、テジェン人の少年がノックと共に入ってきた。

「ミツノ、フユキサマ、ニ、オキャクサマ、デス」

「私に？」

　少年が案内してきたのは、テジェン人らしき容姿の男だった。上等なスーツできちんと髪を整え、一見して地位の高い者だと分かる。

　彼は丁寧に日本式の一礼をして言った。

「突然のご訪問、申し訳ございません。多良見様からご紹介に与あずかりました、アムダリヤと申します」

　実に流りゅう暢ちょうな日本語だった。

　しかも多良見からの紹介とあって、会議室は静まり返っている。

（多良見の奴、プロジェクトチームが勢揃いしている時間帯を狙って、わざと客をよこしたな。しかも自分の名前を言わせて）

　アムダリヤと名乗った男はビジネス用の完璧な笑顔を浮かべ、自己紹介を続けた。

「わたくし、アマゾフ大統領閣下の第三通訳として働かせて頂いております。日本語、ロシア語、中国語、ウズベキスタン語の担当となっております。今後、お見知りおきをよろしくお願いいたします」

　アマゾフ大統領閣下、という言葉に会議室はざわめいた。

　多良見がさっそく大統領にまでパイプをつないできた。今までセイシンと組んでいた官僚はせいぜいが大臣止まりだったのに、何という素早さだ。

　冬基もビジネス用の挨拶を慇いん懃ぎんに返し、アムダリヤと笑顔を交わし合った。

「三ツ野様、お車を用意しております。早さっ速そくですが、ご同行願えませんでしょうか」

　どこへ、とも言わずアムダリヤに誘われたが、冬基はすぐに応じた。

「参りましょう」

　日本語は完璧だが、無駄な世間話を一切しないのはテジェン人らしい。こっちの方が冬基の好みだ。

　二人で会議室を出ながら、冬基は背後の茫然自失とした気配を感じ取っていた。

　必死に冬基の機嫌を取って多良見に紹介してもらおうとしていたのに、いきなり大統領の通訳がやって来た。そしてどこへともなく連れ去っていく。まさかの大統領官邸では、との疑念が、彼らの中に渦うず巻まいているだろう。

　用意されていたリムジンに乗ると、冬基はアムダリヤに話しかけた。

「テジェン語と英語も合わせて六ヵ国語、お話しになるんですね。お仕事とはいえ素晴らしい」

　彼は笑顔で答えた。

「ありがとうございます。しかし、あなたの弟さんも六ヵ国語ほど話せるのではなかったですか？」

「──」

　冬基は虚きょを突かれた。

　まさか、この男は。

　アムダリヤは右手を差しだし、人好きする笑顔で言った。

「月氏から派遣されたコードネーム『教官』と申します。相棒の『助手』と共にあなたの弟さんに雇われました」










　葡ぶ萄どうの香りで目が覚めた。

　ぼんやりと暗い宙を見つめていた桃ももだが、ガタガタと揺れる荷台の音で、少しずつ頭がはっきりしてくる。

　ここは横浜の三みツつ野の邸じゃない。

　中央アジアのテジェニスタンという国で、自分と真ま礼れいは首都アトレクに向かう葡萄農家のトラックに乗せてもらっている。音でも揺れでもなく、むせかえる葡萄の芳ほう香こうで起こされるなど、ある意味で贅ぜい沢たくかもしれない。

（修学旅行でイタリアに行って、抜け出してオランダに行って、そこから何とかこの国まで来て……）

　のそのそと起き上がった桃は軽く頭を振った。隣でぐっすり眠る真礼の肩まで毛布を引き上げ、ほろで覆おおわれた暗い荷台を見回す。

　葡萄農家のおじさんは手製のワインも作っているそうで、その壺つぼが所狭しと並んでいる。収穫した葡萄のほとんどは大手のワイン会社に卸おろしてしまうが、片手間に作った「農家の手作り」ワインは外国人に受けるため、わざわざシルクロード風の壺に詰めて出荷するらしい。

　鮮あざやかな紋もん様ように彩いろどられた壺にもたれた桃は、真礼を起こさないよう気をつけながらスマホの電源を入れた。インターネットが厳しく規制されているこの国ではほとんど役に立たないが、写真を見ることぐらいは出来る。

　──カイ。

　東ひがし森もり研究室が参加している日にち露ろ共同調査隊のブログから落とした写真に、兄の姿が見える。カメラ目線のものはほとんど無いが、一つだけ、コーラを片手にこちらを見ているものがある。

　彼は今、この国の大統領を殺そうとしているらしい。

　それはおそらく、十八年前に住民が皆殺しにされたイシュクという街に関係している。推測でしかないが、カイの故郷だろう。

　恐ろしく知能が高く、身体能力にも優すぐれた彼が、この国の独裁者を狙っている。それが自分の兄であるという事実に、今さらながら身体が震えてしまう。

　きっとカイはやり遂げるだろう。

　なぜならば彼は、未来を見ていない。

　大事なものも、守るべきものも無い。復ふく讐しゅうを果たした後は銃じゅう殺さつされても構わないのだろう。それほどに彼は空からっぽだ。

　カイの空くう虚きょさが、桃にはずっと不安だった。

　いつか自分が彼の大事なものに──本当の家族になれればと願っていたけれど、それもむなしかった。

　少しずつではあるが、歩み寄れた気はしていた。

　潔癖気味の彼が桃の料理だけは食べるようになったし、東北の旅行にまでついてきてくれたこともあった。コミュニケーションに難なんはあれど、普通の兄きょう妹だいに近づいていたようにも思える。

　だが、カイと冬ふゆ基きの仲が徹底的にこじれてしまった。

　冬基の亡き母は実の我が子を愛さず、養子のカイだけが可愛かったそうだ。そう日記に綴つづってあった。

　嫁とついだ三ツ野邸で暮らす日々が拷ごう問もんのようだった彼女には、口をきかず、感情を表さないカイが、綺麗な植物のように思えた。利り発はつすぎる冬基を恐れる代わりに、人形じみたカイを愛したらしい。

　ずっと隠されていた日記が明るみに出たことで、あの二人はもう兄弟ではなくなってしまった。

　桃が必死につなげようとしていた「家族の絆きずな」は霧む散さんしてしまったのだ。

（でも冬基お兄ちゃんは、この国に来た）

　公安に目をつけられながらも、冬基はテジェニスタンにやって来た。

　──きっとカイを止めるためだ。

　暗殺なんて止やめさせて、日本に連れ帰るためだ。今もきっと、この国の軍から目をつけられているカイをかくまっているに違いない。

　何度も自分にそう言い聞かせているのに、不安は拭ぬぐえない。

　あの冬基が、そんな甘い考えを抱いだくだろうか？

　桃は両膝を抱え、顔を毛布に伏せた。

　とにかく、首都アトレクについたら冬基を捜さなければならない。情報統制の厳しいこの国では電話やメールすることも出来ないが、セイシンコーポレーションという会社の名前だけは分かっている。日本人がそう多いとも思えないし、手当たり次第に当たれば何とかなるだろう。

　気がつくと、荷台がうっすらと明るくなっていた。

　ほろの隙間から外をのぞけば、東の空が白み始めている。なだらかな稜りょう線せんがどこまでも続く、広大な大地。

　ここが、私の生まれた国。

　まだ見ぬ母を思った。

　冬基とカイのことを思った。

　この国で、兄に人殺しなんかさせない。──絶対に。










　トラックがアトレクに入ったのは、午前中だった。

　つい先日、カイの行方を求めてアトレク大学に飛び込んだ時はとにかく必死で街を眺める余裕などなかったが、街並みは近代的でぴかぴかだ。真っ白い建物が多く、太陽を浴びて眩まぶしいほどに輝いている。

「ほんの数十キロ先じゃロバに乗って羊を追ってるってのに、まーギンギラギンの都だね」

　いつの間にか起きていた真礼が、ほろの隙間を指で広げた。ガラスを多用した白はく亜あの建造物を見て、呆れたように言う。

「何だいありゃ、宇宙ステーションかい」

「確かに、ちょっとＳＦ映画じみた光景だよね。一九二六年の『メトロポリス』みたい」

「一九二六ゥ？　そんな昔からＳＦ映画あんのかい」

「そう、凄いのサイレント映画なの！　吸血鬼騒動の時に言った『吸血鬼ノスフェラトゥ』や『カリガリ博士』と同じ時代の映画でね、今じゃ近未来って言うと一九八二年の『ブレードランナー』みたいなアジアっぽいカオス世界を思い浮かべる人多いんだけど、それまでは『メトロポリス』のピカピカする金属的世界が一般的でね」

「桃、歴史の年表は覚えられないのに映画の制作年ははっきり覚えてんだね」

　真礼の突っ込みにもかかわらず、百年近く前の映画を勢い込んで解説していた桃だったが、やがてハッと息を飲み、しおしおとうなだれた。

「……こんな話してる場合じゃないよね。冬基お兄ちゃんもカイさんも、どこにいるのかさえ分からないのに」

　すると真礼は苦笑して肩をすくめた。

「映画の話で桃が景気づくなら、いくらでもしなよ。これからあたし達には、居場所も知れない冬基とカイを捜して、大統領暗殺止めさせるって大仕事が待ってんだから」

「……冬基お兄ちゃんは、カイさんを止めるために来たと思う？」

「ま、十中八九違うだろうね」

　あっさり言われ、桃はがくりと肩を落とした。

「やっぱり、そうかな」

「あの冬基がそんな優しい兄ちゃんなわけないだろ。あいつはカイが嫌い、そのカイが暗殺やらかそうとしている、なら後押ししたあげくに警察に突き出しかねないと思うよ、あたしゃね」

　──最悪だ。

　最悪のコンボだ。

　暗殺が成功しようとしまいと、カイは捕らえられて銃殺刑になるかもしれない。

　兄である冬基だって無罪では済まないだろうに、本当にそんなことをするだろうか？

「ま、とにかく冬基をとっ捕まえて目的を吐かせるさ。話はそれからだ」

「うん！」

　賢く、強く、一筋縄ではいかない兄二人を制止する。しかも、言葉も通じぬ異国でだ。

　今、トラックの荷台であれこれ悩んでも仕方が無い。自分の無力さを嘆なげくのも時間の無駄だ。

　深呼吸した桃の頭の中に、あるテーマソングが流れ出した。目を閉じ、口の中でブツブツとそのメロディを唱となえる。

「桃、いきなり何歌ってんのさ」

「『ミッション・インポッシブル』のテーマ」

　とたんに真礼は大笑いした。

「一番新しいの、あたし好きだよ」

「『ローグ・ネイション』だね。サイモン・ペグがお姫様状態のやつ」

　それを聞いた真礼はさらに大笑いした。

「確かに小さいオッサンがさらわれてたけど、それをお姫様状態ってあんた」

「トム・クルーズがサイモン・ペグを取り戻す方法がまたかっこいいんだよね。頭良すぎるよ」

「あれ、カイなら出来そうだね」

　ミッション・インポッシブルの話をしているうちに、桃はなぜか勇気がわいてきた。

　不可能を可能にするのがイーサン・ハントだ、自分だってこのテーマ曲を唱え続けていれば何とか出来るはず、そんな根拠不明の自信さえ出てきてしまう。

　大きな交差点の手前で、トラックは停まった。

　おじさんが運転席と荷台を仕切るカーテンをめくり、声をかけてくる。

「お嬢さんら、どこで降ろせばいい？　駅か？」

　そう聞かれた二人は顔を見合わせた。

　めぼしいホテルに電話をかけまくったが、冬基は滞在していないようだ。おそらくは政府関連の施設にいるだろうと真礼は言っていたが。

「ええと、大統領ってどこにいるんですか？」

　桃の唐突な質問を真礼がロシア語に訳すと、おじさんは目を見開いた。

「アマゾフ大統領閣下？　……いつもあちこち視察なさってるが、今はアトレクじゃないかなあ」

「大統領の住むおうちみたいなのって、ありますよね？」

　カイの狙いが大統領なら近くに潜ひそんでいるだろう。ならば冬基もその側にいるかもしれない。その程度の当て推量だが、今は他に手がかりも無い。

　おじさんは不審そうに言った。

「閣下に拝はい謁えつしたいのかい？」

「ええ、あちこちにブロマイドみたいなの売ってるでしょう。せっかくテジェニスタンに来たんだし、お姿見られないかなーと思って」

　そこでおじさんは何か不安になったようだ。

　いかにも訳ありの外国人二人を首都まで連れて来れば、大統領に会いたいなどと言い出す。これ以上、関わり合いにならない方がいいと判断したらしい。

「無理、無理、庶民が簡単に会えるお人じゃないさ。夕方にはいつも生放送で演説されるから、それを観みればいいよ」

　毎日、生放送で演説だと？

　日本の首相はどうだったか桃は考えたが、そんなにしょっちゅう生放送に出ていた覚えは無い。アマゾフはずいぶんと出たがり目立ちたがりのようだ。

（まあ、自分のブロマイドを国中で売らせるような人だし……）

「せっかく都まで来たからワインの卸先に挨拶に行くよ。それまで、どこに行きたいかゆっくり考えな、お嬢さんら」

　トラックは再び走り出した。

　桃と真礼はあてどなく街を眺めたが、どこに冬基がいるのかさっぱり分からない。天然ガスの仕事で来ているはずだから、どこか遠い場所にある生産プラントなどにいる可能性も高い。

　街の中心街と思われる広場には、大統領の巨大な銅像まであった。桃が歴史の教科書で見たスターリンみたいだ。

　あれを殺すことなんて出来るんだろうか。独裁者というのは護衛でがちがちに固められ、近寄ることさえ出来ないのでは。少なくとも桃が映画で観てきた独裁者はみなそうだった。

（チャップリンの映画『独裁者』みたいにいけばいいけど……カイさんの目もく論ろ見みが失敗してくれるのが一番いい）

　いくらカイが賢いとはいえ、人情の機き微びなどは読めないはずだ。それが弱点となり、暗殺に失敗してくれないだろうか？　未遂で捕らえられることもなく、大統領のガードの固さを知って最初から諦めてくれたりはしないだろうか。

　わずかな希望を抱いた桃だったが、すぐに首を振った。

（いや、駄目だ。月げっ氏しとかいう傭よう兵へいがいる）

　真礼によると、カイはとても高額だが腕の立つ傭兵を二人も雇やとっているらしい。金さえもらえれば何でもするそうで、彼らなら証拠一つ残さず要人を暗殺することも可能だそうだ。

　桃の眼前に、映画で観た数々の処刑シーンが蘇よみがえった。銃殺。薬やく殺さつ。電気椅子。カイがそんなことになったら──。

「ああ、もう！」

　頭を抱えた桃は再び膝に顔を伏せたが、泣きもわめきもしなかった。ただひたすら、自分を励はげますためにミッション・インポッシブルのテーマ曲を口の中で唱える。

「桃、怖いって」

　真礼が呆れたように桃の髪の毛をグシャッとかき回す。

　結局、行く当てもない二人はワインの卸業者の前で降ろしてもらうことにした。政府機関の真ん前で降ろされても目立つばかりだし、街中のほうがマシだと判断したのだ。

　おじさんに約束の金を渡すと、彼は心配そうに言った。

「その、お嬢さんらに渡したその外套コートだけど……」

「あ、これですか？」

　出発する前、おじさんの奥さんが持たせてくれたものだ。嫁いでいった娘二人のものだという。

「その刺し繡しゅうはうちの家紋なんだよ。その、それを着た外国人に妙な真似されちゃ……」

「分かった、ここで脱ぐよ」

　真礼がさっさと外套を脱ぐので、桃も慌てて従った。丁寧に畳んでおじさんに渡し、深々と礼をする。

「送ってくれてありがとうございました」

　おじさんは返事をしなかった。

　黙って桃と真礼の顔を見つめ、小さく首を振る。

「なあ。何だか訳ありのようだが、大人しく観光して帰るってわけにはいかんのかい？　カザフスタンの方に抜ければ観光客も多いし、遊ぶところもたくさんあるよ」

　彼は気がかりそうな様子だった。家紋の入った外套で妙な真似をされては困るが、この見知らぬ女の子二人は心配だ。そんな顔をしている。

　桃はにっこり微笑ほほえんだ。

「できません」

　このおじさんも奥さんもよくしてくれた。彼らに迷惑をかけるわけにもいかないから、ここでさっさと別れるべきだろう。

「私の家族を捜してるんです。上手く見つけたらおじさんとおばさんに手紙を書きますね」

「手紙？　あ、ああ、じゃあ」

　おじさんがメモ帳に自分の住所を書こうとしたので、桃は首を振った。

「メモ書きは持ってない方がいいと思います。無事に家族を日本に連れて帰ったら、グーグルマップでおじさんとおばさんの店を探して、住所を調べますから」

　おじさんはグーグルマップが何だか分からなかったようだが、「住所を持たない方がいい」という桃の気遣いは感じ取ったようだ。同時に、この子らは一体何をするつもりなのかとますます不安そうな顔になる。

「俺が生まれた頃とは、だいぶ違うんだよこの国は」

「知ってます」

　再び一礼した桃は、真礼と共に歩き出した。

　おじさんがじっと背中を見送っている気配を感じる。あの世代ならきっと、内乱の直撃を喰らったことだろう。物資も不足する中、必死に子育てしたに違いない。

　そんな彼の心配は分かるが、桃にはミッション・インポッシブルが控ひかえている。あのテーマ曲が頭の中で流れれば自然と足取りも力強くなり、無意味に前のめりになってしまう。

　だが勢い込んで行った大統領府は、当たり前のように入れなかった。

　銃を持った兵士がうろついており、高い塀には異常な数のカメラが設置されている。まるで要よう塞さいだ。

「後ろ暗いところがあるヤツほど警戒心が強いってのは本当だね」

　まあ入れるとは思っていなかったが、せめて冬基がいるかどうかだけでも分からないだろうか。出入りする車ぐらい見張れればいいのだが。

　門の前でうろうろしていると兵士にじろりと睨まれたので、桃は真礼に引っ張られるよう退散した。

「軍がカイに目をつけてるなら、あんたの情報もそろそろ出回ってると思った方がいいよ、桃。入国管理がいい加減だったから、問答無用で引っ張られたりしなかっただけだ」

　確かに空港の入管は酷ひどいものだったが、三ツ野カイの妹がテジェニスタンに入ったことは知られているだろう。そっとスカーフを巻き直し、顔の下半分を隠すようにする。

　それから資源省というお役所にも行ってみた。天然ガス関連なら冬基が出入りしているかもしれないと当たりをつけたのだ。

　資源省もやはりぴかぴかの建物で床に自分の顔が映るほどだったが、ロビーに入るなり兵士が近寄ってきた。お役所とはいえ、日本と違って一般人が気軽に出入り出来る場所でもないらしい。尋じん問もんされそうになり、桃と真礼は迷い込んだ観光客のふりで慌てて逃げ出した。

　大きなホテルをいくつも回ってみた。宿泊客に三ツ野冬基の名は無いと電話では言われたが、念のために直接ロビーで尋ねたのだ。だがやはり、首を振られるばかり。

　電話帳をひいて、政府の迎げい賓ひん館かんという建物にも行ってみた。国の仕事で来ているならここに冬基が泊まっている可能性は高いだろうと真礼は言ったが、案の定、大統領府と同じぐらい警備が厳しい。外国の要人が泊まるから当たり前だろう。

「真礼ちゃん、吹き矢とかで警備の人を眠らせることって出来ないかな？」

　思い詰めた桃は真剣に尋ねたが、真礼に呆れられてしまった。

「スパイ映画じゃあるまいし、無理に決まってんだろ。それに兵士一人眠らせたところで、監視カメラどうすんのさ」

「だよね……」

　ミッション・インポッシブルでも００７でも、最近の映画には必ずチームに凄すご腕うでのハッカーがいて、監視カメラを乗っ取ってくれていた。だが桃と真礼にそんな技術は無い。

　溜め息と共に天を仰あおいだ桃だったが、ふと思った。

　──カイなら、出来るかもしれない。

　以前、冬基が誘拐された時、彼は神楽かぐら坂ざかにあるいくつもの監視カメラをあっさりハッキングしていた。それどころかクレジットカードや携帯電話の会社のサーバにもアクセスし、短時間で情報を引き出していた。コンピューターに関することなら、彼ほど頼りになる人物はいない。

　と、そこまで考えた桃は自嘲的に笑った。

　カイを止めるためにこの国に来て、カイを煽りそうな冬基を捜そうとしているのに、その手伝いをカイがしてくれないかと夢見てしまうなんて。

　それから二人は思いつく限りの目立つ建物を回ってみたが、どこにも冬基の姿は無かった。そもそもセイシンコーポレーションの一行がこの街に滞在しているのかどうかさえ怪しい。

　夕暮れも近くなり、うなだれた桃は真礼に引っ張られるよう、一軒の食堂に入った。

「ここ多分、美う味まいよ」

　肉の焼ける匂いに舌なめずりしながら真礼が言うので、桃は首をかしげた。

「分かるの？」

　飲食店に入るまえはまずスマホで評判を調べるくせがついている桃には、ネットの使えない状況で真礼がそう断言する理由がよく分からなかった。

「裏口に積んである酒のケース見たろ。ありゃ客が相当入ってる証拠だよ。煙突もいい具合に煤すすけてるし、竈かまどが忙しくて繁はん盛じょうしてんのさ」

「へええ」

　真礼の言葉どおり、まだ早い時間だというのに食堂は満席に近かった。

　折りたたみのテーブルには安っぽいビニールシートがかけられ、椅子もプラスチックで座り心地が悪いが、客はどんどん入ってくる。

　しかも注文もしないのに、テーブルには巨大な何かがドン、と置かれた。

「何だろ、これ？」

　堅くて丸い、茶色のお盆みたいだ。縄なわ目めのような紋様が刻まれ、つつけば乾いた音がする。

「パンだよ」

　言うなり真礼はそれを真っ二つに裂いた。ビスケットとパイの中間みたいな感触で、桃がおそるおそる口に入れれば、ほのかに酸すっぱくて甘い。

「あ、おいし」

「パン焼きの専門職人がいる店みたいだね」

　よく見れば、食堂に併へい設せつされた巨大な竈の部屋には女達が多数出入りしている。それぞれが自宅でこねたパン生地を持ち込み、この竈で焼いてもらうのだそうだ。その家独自の紋様がパンに刻まれているので、間違えることはないらしい。もちろん、この食堂で作ったパンをそのまま買っていく女や子どももいる。

　さらに、真礼が「上から順に持ってきとくれ」とメニューを指さした料理が次々と運ばれてきた。

　羊肉と野菜のうどんみたいな料理や、豪快に茹ゆでた羊肉の塊かたまり、小ショウ籠ロン包ポウによく似た肉まんじゅう、牛やアヒルの串焼き、さらには油の中で米が泳いでいるようなピラフもある。どれもクミンの香りが強く、中華料理とはまた違った味わいだ。

「……美お味いしいけど、このピラフはちょっと……油っぽいかな」

　桃が食べる手を止めてしまったピラフを、真礼は手前に引き寄せヨーグルトをたっぷりとかけた。油で光る唇で言う。

「この辺じゃあ、焼き飯一人分作るのに油をお玉一杯ぐらい入れるからね」

「お玉一杯!?　スプーンじゃなくて？」

「でなきゃこんなに美味くならないさ。ノンオイルだ糖とう質しつカットだと必死になってる日本の女どもに食わせてやりたい味だよ」

　そう文句を言いながらも真礼は食べる手を止めず、テーブルに所狭しと並べられていた料理がどんどん減っていく。

　桃も慌てて肉まんじゅうを手に取り、二つに割ってみた。溢れる肉にく汁じゅうをパンの欠片かけらに染みこませ、口に押し込む。堅かったパンがほどよくクタッとなり、美味い。

　考えてみれば、アムステルダムを発たって以来久しぶりのまともな食事だ。とにかく食べて元気をつけなければ、あの冬基やカイを止めることは出来ない。

　アムステルダムで泊めてもらったエスメ一家は裕福なわりに簡素な料理が多く、夕飯でもパンにチーズ、ハムにサラダぐらいだった。それに比べるとテジェニスタン料理はずいぶんと豪ごう快かいで肉の割合が多いが、遊牧の民たみの食事とはこうしたものなのかもしれない。

　夢中になって肉を囓かじりながら、桃はふと、カロリーのことを一切気にせずに食べるのは久しぶりだな、と思った。

　自分は今、戦うために栄養をつけようとしている。人間の本能なのかもしれない。

　真礼がデザートに頼んだのは、巨大なメロンだった。日本のスイカほどありそうなのが二つに割られ、桃と真礼の前にドンと置かれる。大おお雑ざっ把ぱなことこの上ないが、スプーンで口に入れるとみずみずしくて甘い。日本のものとは品種が違うようだが、真礼によるとこちらの方が原産に近いそうだ。

「真礼ちゃん、どうしよう。もう心当たりは全部捜したし、冬基お兄ちゃんどこにいるのかな」

「ネットや電話が使えないってのはこんなに面倒くさいもんなんだね。日本のセイシンコーポレーション代表にかけりゃ、ある程度は情報くれただろうに」

「またホテルめぐりするしかないかな……」

　途方にくれた桃はその時、視線を感じた。斜め前のテーブルにいつの間にか白人の男二人組が座っていて、こちらを無遠慮に眺めている。

　そっと目をそらし、小声で真礼に言った。

「観光客みたいな人たちに、凄すごく見られてる」

「ほっときな、ナンパ目的で声かけたいだけだろ。目が合ったら話しかけるきっかけ与えちまう」

　その言葉どおり、彼らは豪快に食べる真礼が気になって仕方がないようだ。だがこちらがテジェニスタン人の格好をしているため、宗教的トラブルを恐れて声をかけるのをためらっているのだろう。

　彼らはどうせ周囲には分からないと思っているのか、大声の英語でおしゃべりをし出した。案あんの定じょう、テジェニスタンには可愛い子が多いのに声をかけづらい、と文句を言っている。アクセントから察するにアメリカ人のようだ。

　彼らは夜遊びの相談をしていたが、諦めたように首を振った。

「娼婦がいない国なんて存在するのか？」

「いるんだろうが、観光客が簡単に買えるとこにゃいないかもな」

「クラブなんかは無いのか？　観光客の欧米人ならワンナイトのチャンスもあるだろう」

「見ろよ、この政府のパンフレット。ダンスホールなんか『伝統舞踊を民族楽器でお届け』するとこしかねえぞ」

「そういうんじゃなくて、地元の若者が遊ぶようなさあ。ほんっと、ネットが使えないって辛つらいな」

　その会話を聞くともなく聞いていた桃だったが、ふと、思いついたことがあった。

　冬基がどこに滞在しているかは分からない。

　──だが、行きそうな場所に先回りは可能では？

　大急ぎでメロンを平らげた桃は、ハンカチで口を拭ぬぐいながら立ち上がった。

「真礼ちゃん、市場バザールに行こう！」

「まだ何か食べんのかい？」

「食べ物じゃないよ、短いスカートとお化粧品買うの」

　顔にはてなマークを浮かべた真礼をせかし、勘かん定じょうを終えた桃は繁華街の市場へと突進していった。










「えー、『北国の春』って中国でもヒットしたんですかあ？」

「大ヒットよ、おじさんぐらいの年齢、みんなあの曲好き」

　笑顔を振りまく桃の隣でデレデレしているのは、上シャン海ハイから来たビジネスマンだそうだ。

　片言の英語と筆談でコミュニケーションを取る桃が気に入ったらしく、高い酒や食事をどんどん注文してくれる。一緒にカラオケを歌おう、と誘ってくるぐらいで、特にセクハラもないのが有あり難がたい。

　ここはこの街では数少ない、外国人向けのホステスクラブだ。

　冬基が以前、外国でもこうしたクラブで接待することがあると言っていたのを桃は思い出し、街を探し回った。

　まずは、自分たちをアトレクまで連れてきてくれたおじさんがワインを卸していた問屋に行った。シルクロード風の古風な壺に詰められたワインは外国人に受けがいいと言っていたので、ならばそうした店にもワインを売っているだろうと当たりをつけたのだ。

　桃の読みは的中し、問屋は外国人向けの飲食店をいくつか教えてくれた。

　その中でも最も高級だというクラブに乗り込み、桃と真礼はいきなり「バイトさせて欲しい」と頼み込んだ。ユーラシア大陸を横断中のバックパッカー二人組だが、旅りょ費ひが尽きてきた。なので数日働かせて欲しいとオーナーに訴えたのだ。

　押しかけホステスにオーナーは驚いていたが、意外にもあっさり頷いてくれた。

　働いているのはほとんどが食い詰めて流れてきた東欧や中国の娘だが、たまにこうした旅行者がバイトをしていくこともあるらしい。売春宿でもなく、ストリップクラブでもない、「ただ女の子と酒を飲んでおしゃべりするだけ」という日本式のシステムを、桃と真礼がよく理解してくれているのもありがたいと言った。

「そもそも、日本人ビジネスマンの接待用に始められた店だからね。今は中国人の勢いが凄すごいけど、まだ日本人も来るよ」

　ならば、冬基が接待でこの店に来ることもあるだろう。

　そう考えた桃は買ったばかりのミニスカートを着て、真礼にお化粧もしてもらい、ホステスの真似事をしている。以前、横浜の怪しげな高級クラブで一瞬だけウエイトレスをしたこともあるし、仕事の要領は大体分かる。

　上海ビジネスマンと共にキャッキャとはしゃぐ桃に、正面に座っていた真礼がどこか呆れた様子で言った。

「桃、あんた天職なんじゃないの」

「そうかな？　おしゃべりするだけだし、この人はお酒も強要しないし、案外楽しい仕事だよ」

「普通は、見知らぬオッサンと楽しくおしゃべりする、ってのが難易度高いんだけどね。しかも外国人」

　真礼はといえば、割り当てられた客を接待する気もあまりなさそうに、ガンガンと酒を飲んでいる。それでも許されるのは彼女が美人であることと、ミニスカートからすらりと伸びた脚が得点を稼かせいでいるからだろう。

　上海オジサンと一緒にカラオケを歌った桃は、それなりに混んできた店内を見回した。

　客は中国人ばかりで、石油や天然ガスの仕事で来ているらしい。つまりは冬基のライバル業者たちだ。

　夜も更ふけだし、冬基どころか日本人の客さえ一人も来ないことに桃が焦あせりだした時だった。

（──来た）

　長身の冬基がオーナーに案内されてきた。

　隣にいるのは太った中年男だ。脂あぶらぎった顔をしているが着ているスーツは上等だから、きっと会社か政府のお偉いさんだろう。日本人に見える。

　席についた彼らに、オーナーがにこやかに何か言っている。

　冬基が不審そうに聞き返すのが見えた。

「日本人ホステス？」

　桃は上海ビジネスマンに離り席せきをことわり、ミニスカートの裾を伸ばすと、冬基たちのテーブルへ歩いて行った。

「いらっしゃいませ。日本の方ですか？」

　にこやかに挨拶した桃を見上げた冬基の顔は、今まで一度も見たことがないものだった。

　あんぐりと口を開け、ネクタイを緩ゆるめようとしていた手が止まっている。

　常に余裕綽しゃく々しゃくの兄のそんな顔を見られて、桃は少しだけ溜りゅう飲いんが下がった。

「おっ、日本人の子入ったってほんまやったんかい。ずいぶん若いじゃあねえの」

　太った男が言いながら、バンバンとソファを叩いた。隣に座れ、と催促しているようだ。

　澄まし顔で彼の隣に座った桃の太ももに、太った男がさっそく手を置こうとしたので、それをやんわりとつかんで制止する。

「ごめんなさい、おじさま。私、未成年だから逮捕されちゃうかもですよ」

　愛あい想そ良く笑ってみせると、太った男は多少気分を害したようだった。

「未成年？　何で日本人の未成年がここで働いとんのよ。ここ渋谷のキャバクラちゃうよ」

「旅行してたらお金なくなっちゃったんです。あの、日本でもホステスさんとかやったことなくて、でも、この国で他に働けそうなとこなくて」

「んー、初はつ店みせかい。なーら触らせんでも許そうかいな。おっちゃん、心広いからな」

「素敵！　お飲み物お作りしますね」

　オーナーが出した赤ヘネシーをグラスに注つぎ、太った男の前に置いた桃は、冬基にも笑顔を向けた。

「お客様はお飲み物いかがなさいます？」

「……同じので」

　冬基はさすがに動揺を表すことはなかったが、「何してるんだ」と言いたげな目をしている。

　まあ、修学旅行でイタリアにいたはずの妹が突然、シルクロードの国でホステスをやっていたら驚いて当たり前だが。

　いや、冬基は桃がこの国に来ることを読んでいたのではないか？　あの地獄の穴で、桃のビーズブレスレットを残していったのは、桃に追ってこいと言いたかったのではないか？

　太った男は経済産業省のお偉いさんらしく、多た良ら見みという名らしい。冬基のセイシンコーポレーションと組んでテジェニスタンの天然ガス開発に関わっているそうだ。

　桃は何も知らない小娘のふりで仕事の話を聞き、大げさに感心してみせた。彼が「メリー・ジェーン」を高らかに歌い上げれば精一杯の拍手を送り、その歌声を褒ほめまくる。

　多良見は上機嫌で、高い酒のボトルを入れてくれた。

「やっぱり日本人は愛あい想そが違うな。ここの金髪や中国娘、顔はようても笑顔の一つも見せんのよ」

「多良見さんのお話が面白いから、私も自然と笑顔になっちゃうんですよ」

　我ながらよくこんなお世辞が出ると感心するが、こんなにベタでも客は気持ち良くなってくれるらしい。

　多良見は散々飲み食いし、桃に多すぎるチップを渡してくれたが、アフターは付き合えないというとあっさり引き下がった。

「桃ちゃんが夜の相手してくれんっつうからな、おいちゃん、一人寂しく寝るわ」

　そう言いつつも多良見は小指を立てて見せた。女のところに行くらしい。

　笑顔でお見送りをした桃は、営業スマイルのまま冬基のテーブルに戻った。

「お酒のお代わり、お作りします？」

「桃、それ止やめなさい。その口調」

　溜め息と共に言われ、桃は首をかしげた。

「どの口調？」

「プロっぽいの。十六の妹にそれやられたら、結構心臓に悪いから」

「冬基お兄ちゃんでもそういうことあるんだ」

「……いや、ひょっとしたらこの国に来てるかもとは思ってたよ、真礼も一緒だし。だけどまさか、こんな高級クラブにいるとは思わないでしょ」

「だって捜してもお兄ちゃんいなかったから。来そうな店で待ち伏せしようと思って」

　閉店が近づき、客は三々五々と帰りだした。

　桃が最初に接客した上海ビジネスマンはひどく名な残ごり惜おしそうで、桃に名刺を押しつけて「いつでも上海に来い、いい仕事を紹介するから」と何度も言った。

　疲れ切った顔のホステスたちも帰り始めると、店には冬基と桃、真礼、そしてオーナーだけになる。

　何やら訳ありと見て取ったオーナーは、冬基に帰りを促うながそうとしなかった。ただチラチラと兄妹を見比べている。

　冬基は再び深い溜め息で言った。

「オーナー。今から店、貸し切りにしてもらってもいいかな？」

「もちろんでございます、三ツ野様」

　冬基が渡した多すぎるほどの紙し幣へいをポケットに押し込んだオーナーは、店の鍵を預けて退室していった。

　ホールがシン、と静まり返る。

　人の気配が完全に去ったのを確認し、桃は尋ねた。

「カイさんは？」

「……来るよ」

「ここに!?」

　桃は思わず立ち上がった。

　ここに、彼が来る。軍や情報部などに目をつけられているであろう彼が、こんな夜の店に。

「桃がいるよ、ってさっき呼んだよ。潜伏中だけどすぐ来るんじゃない」

「だ、大丈夫なの？」

「大丈夫だよ。強い助っ人がいるし」

　それまで黙って飲んでいた真礼が、スッと腰を上げた。

　じっと入り口を見る。

　まず入ってきたのは、スーツの男だった。紳士的な態度で挨あい拶さつをするとホールを一周し、何事か確かめている。

「月氏だね、あんた」

「所属する組織名を問われれば、そうですね」

　月氏というと、カイが雇った傭兵か。先に入室してここの安全を確かめているようだ。

　やがて、桃が待ちに待った人物がやって来た。




「カイさん」




　名前を呼んだ瞬間、涙が出てきた。

「カイさん」

　彼は桃を見るなり立ち止まったが、やがて音も無く近づいてきた。

　最初に冬基とカイに会ったのも、こんな店だった。

　桃はクラブでウエイトレスをしており、そこに二人が喪も服ふくでやって来たのだ。

　あの時と今はずいぶん違う。二人は大事な家族になったし、自分も成長したはずだ。

　桃は涙を拭ぬぐいもせず、カイに駆け寄った。

　抱きついて彼の胸に顔を埋うずめる。

「カイさん、日本に帰ろうよ」

　しゃくり上げながら桃は言った。
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　涙でぼやける目で彼を見上げる。

「三人で日本に帰ろう。横浜でまた一緒に御飯食べようよ」

「……」

「カイさんが何をしようとしてるか知ってる。そのために強い人たちを雇ったのも」

　彼のシャツをつかみ、必死に訴えた。

「お願い、人殺すのなんて止やめて。私、私、カイさんがいなくなったら、どうしていいか──」

　ボロボロと涙をこぼした桃は、カイにしがみついたまま冬基を振り返った。

「お願い、冬基お兄ちゃんもカイさんを止めて。兄弟でしょ？　人を殺させたくないでしょ？」

　しばらく冬基は答えなかった。

　笑っているような、静かに怒っているような、不思議な表情で言う。

「桃。妹が泣いて説得したぐらいで、カイが止まると思う？」

　──止めるのだ。

　説得が無理なら、彼にしがみついて離れない。暗殺なんて邪魔してやる。

　カイは何も言わなかったが、ふいに、桃の手を握った。

「……見せたいものがある」

　彼は突然、シャツを脱ぎだした。

　驚く桃に背中を向ける。

　──酷ひどい傷跡。ナイフで何度も何度も彫りつけたような幾き何か学がく模様。

「母に彫られた。母にあの男を殺せと言われた。それを成なし遂とげるために生きてきた」

「カイの背中、そんなものがあったのか。道理で絶対に脱がないはずだね」

　冬基は軽く口笛を吹いた。ある程度、何があるか予想していたようだ。

　カイは冬基を見ようとせず、一度だけ強く桃を抱きしめた。

「桃。ここでお別れだ」

　そう言い残すと、彼は店を出て行った。振り返りもしなかった。

　呆然とその場に立ちすくんでいた桃はようやく我に返り、冬基につかみかかった。

「と、止めてよ！　冬基お兄ちゃんが止めて！　お兄ちゃん賢いし、お金持ちでしょう？　何とかして止めてよ！」

「無理だよ、桃の説得で止めさせられないものを、俺が止められるわけないでしょ。じゃあ、俺もそろそろ帰るね」

　へたへたとその場に座り込んだ桃に、冬基はウィンクを送った。

「じゃ、桃もあんまり遅くならないうちに帰るんだよ。真礼、頼むね」

　彼は真礼に店の鍵を放り投げた。さっさと上着を着て出て行こうとする。

「ま、待ってよ冬基お兄ちゃん！　じゃあ冬基お兄ちゃんは何をしにこの国まで来たの？　カイさんを止めに来たんじゃないの!?」

「まさか」

　ドアの前で立ち止まった冬基は、肩越しにウィンクを投げてよこした。

「弟の晴れ舞台、見物しに来ただけ」

　そう言い残すと彼は店を出て行った。

　カイと同じく、一度も振り返らなかった。
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　深夜。

　ホステスクラブの床にへたりこんだ桃ももは、冬ふゆ基きが消えたドアを呆然と見つめていた。

「……弟の晴れ舞台を、見に来ただけ……？」

　様々な人たちに助けられながら大陸を横断、ホステスの真似事までして異国のクラブに潜入し、ようやく兄二人と再会できたというのに、冬基はカイの暗殺計画を止める気などさらさら無いらしい。

　──いや、それどころか。

　真ま礼れいが珍しくため息をついた。

「大統領暗殺を止めさせるどころか、ありゃ協力するつもりだね」

「……やっぱり、そう見えた？」

「冬基の奴、この国でカイと連絡取り合ってたんだろ、普段は仲悪いくせに。しかも月げっ氏しともすでにお知り合いのようだ」

「でも、そんなことしたら冬基お兄ちゃんまで」

「あの悪わる賢がしこい男のこった、自分の保身は考えてるさ。たとえば、カイが大統領を殺した後で、犯人はこいつですって弟を突き出せばいい。冬基の逮捕は免まぬがれるだろうね」

　桃はごくりと唾つばを飲んだ。

　確かに冬基ならそれぐらいやりかねない。神妙な顔で「身内を売るのは辛つらいが」などと言いながらカイの情報を当局に渡し、自分は上手いこと逃げおおせる。この国は賄わい賂ろが公然とまかり通っているらしいし、冬基の財力があれば可能だろう。

「でも、どうしてそこまでしてカイさんに協力するんだろ。冬基お兄ちゃんには一つもメリット無いよ」

「さあね。憎い弟を処刑にでもさせたいのかね」

　憎い弟、という言葉に桃は唇を嚙んだ。

　母親をめぐる確執で、冬基とカイに徹底的な亀裂が入ったのはこの目で見た。だからといって、長年一緒に暮らした弟を殺させるなんて。冬基の憎悪はそこまで大きかったのか。

　彼は三みツつ野のグループを乗っ取って叩き売るというやり方で、母を自殺に追い込んだ祖父・剛ごう太た郎ろうに復讐した。次はカイ、というわけか。

　しかし、どうしても違和感が残る。

　いくら何でも弟が一国の大統領暗殺者となれば、自身への影響も大きい。たとえ逮捕を逃のがれたにせよ、公安やら何やらからの監視の目は付きまとうことになるだろう。

　そしてそれは、桃も同じだ。

　すでに色々やらかして無理矢理にテジェニスタンに入ってきている。カイが騒ぎを起こせば、冬基だけでなく桃も厳しい取り調べを受けるだろう。

　無論、必死に守ってきた異人街シネマも無傷ではすまないはずだ。ネットにあることないことを書かれ、聖カテリナ女学院にまで報道陣が押し寄せることになるだろう。一時的に経営権を誰かに譲るなどして、ようやく軌道に乗りかけた映画館を守るしかない。

　だが、将来の心配など後回しだ。

　桃はただ、三人兄きょう妹だいがそろって御飯を食べられなくなるのだけが嫌だった。

　そのために、まず真っ先に阻止しなければならないことは。

「──カイさん、やっぱり死ぬ覚悟なんだね」

「だね」

　真礼はあっさりそう言うと、床に座り込んでいた桃の腕を引いた。よっこらせ、と立たされる。

「母親に彫られたっていう背中の傷、ありゃアマゾフ大統領の家か紋もんだよ。あちこちで見たろ」

　言われてみれば確かに、あの幾き何か学がく的てきなパターンは街中でたくさん見た。大統領の肖像画を掲かかげる額がく縁ぶちにも彫ってあったと思う。

「イシュク大だい虐ぎゃく殺さつはおそらく、アマゾフ大統領に仕組まれたものだったんだろ。反政府運動を盛り上げる『悲劇』を作り出すためにね」

　そんなことのために、街一つを壊滅させるなんて。砲弾で穴だらけになった瓦が礫れきの山を思い出す。

「で、カイはおそらくその生き残り。母親から下くだされた『アマゾフを殺せ』という命令はもはや、呪いだ」

　冬基の母、薫かおるの日記を思い出す。

　三ツ野家に引き取られたカイが初めて口をきくまで、二年間もかかったそうだ。幼い彼にとって、大虐殺と母親の呪いはどれほどの傷となったのか。

「止めなきゃ。絶対に」

「だね。じゃないとカイは確実に銃殺刑だ」

　だが、その方法が思い浮かばない。

　涙ながらに訴えてもカイの決心は変わらなかった。それほどに実母の呪いが強いのだ。

　通報して暗殺を未然に防ぐことは可能だろうが、アマゾフ大統領の過去を知るカイは、拷ごう問もんのあげく殺されるだろう。

「どこかに潜せん伏ぷくしてるカイさんを探し出し、説得し、テジェン軍に見つからないよう日本に連れ帰る……」

　口にしたらしただけ、無理難題という気がしてきた。絶望的だ。

　真礼は肩をすくめ、壁際に並ぶキープボトルから高そうな酒さか瓶びんを持ってきた。どさりとソファに腰掛けると、グラスになみなみと酒を注ついであおる。そしてグイッと口元を拭ぬぐい、溜め息をついた。

「正直、桃の涙の訴えが一番効果的だと思ってたんだけどね。カイの奴には」

　実は、桃もそう思っていた。

　カイの過去がどれだけ悲惨だろうと、横浜で一緒に暮らすうちに、彼は少しずつ変わっていった。

　ロボットみたいに無表情なのは相変わらずだが、映画に出てくる料理も作ってくれるようになった。冬基が誘拐された時は徹夜で捜し続けてくれたし、少しずつではあるが絆きずなが強まっていた実感は確かにあったのだ。

　直接顔を見て話せば、きっと思いとどまってくれると信じていたが──甘かったか。

　人間二人の想いを天てん秤びんにかけても、ぴたりと釣り合うことはそうそうない。亡くなった育ての祖父・健けんはいつもそう言っていた。そして、本人同士の重みが釣り合っていたとしても、周囲からの軋あつ轢れきで天秤が壊れることもある。

　カイをがんじがらめにしている母の呪いの重みと、一年半ほど一緒に暮らしただけの「妹」では、釣り合わなかったのだ。

　桃も真礼の横に力無く腰掛けた。靴を脱いでソファの上に体操座りをし、膝に顔を埋うずめる。

「どうしよう、さっき力ずくで引き留めるべきだったのかな」

「出来るワケないだろ、あっちは大の男が四人、こっちは女二人なんだよ。しかも二人はプロの傭よう兵へいだ」

「あ、カイさんと一緒に来た二人……」

　カイに会えて舞い上がっていた桃はよく見なかったが、スーツの男と学生みたいな男が、彼と一緒に店に入ってきていた。あれが雇ったという護衛か。

「正直、一番厄やっ介かいなのはあの二人だ。冬基は後々のことも考えてそう深くは関わらないだろうし、せいぜい会社のコネで大統領周辺を探るぐらいだろ。だけど、月げっ氏しはプロだ」

　先日も真礼が言っていたが、傭兵業界では最も有名な組織がアムステルダムに本部を置く月氏らしい。非常に高額ではあるがミッション成功率が群を抜いているため、世界中から引っ張りだこなのだそうだ。

　新たな酒を注いだ真礼は、難しい顔でソファにあぐらをかいた。こちらは土足のままだ。

「あの二人はやばいね。手で分かる」

「手？　あ、傷だらけで歴戦っぽいとかそういうの？」

「逆だよ、二人とも綺麗な『一般人の手』なんだよ。銃火器なんか扱い慣れてるだろうに、どこにも傷が無い。レーザーで消してんだよ」

　確かに二人とも、強い傭兵と言われても全くピンと来ない容姿だった。スーツの方は有能ビジネスマン、若い方は普通の学生みたいだった。

「月氏には破壊工作専門とか、要人護衛専門とか色々いるけどね、あいつら白はく鎖さは諜ちょう報ほう活動がメインだ。警戒心の強い独裁者のすみかにでも、するする入っていける」

　いくらカイが賢く優秀だとしても、一般人がそうそう一国の大統領に近づけるはずもない。

　だが月氏がいればそれは可能になってしまうそうだ。

「正直、一番手っ取り早いのはあの二人にアマゾフを殺やらせることだ。だが、カイはそうしない。母親の呪いを解くためだから、自分で殺さないと意味が無いんだ」

「……実行計画にプロ二人は使えない、それがあっちのネックではあるんだね。そこに何とか、止めさせる手立てがないかな？」

「さてねえ」

　深夜のホステスクラブでソファに深く沈み込んだ二人は、今後の方針をあれこれ話し合った。

　だが解決策はさっぱり思い当たらず、考えれば考えるほど絶望的になっていく。やけになった桃は生まれて初めて、酒を舐なめてみた。

　苦にがく、舌を刺す。

　これの何が美お味いしいのかさっぱり分からない。

「ひとときでも浮き世を忘れるために飲むもんさ、酒ってのは」

　真礼がそう言い、グラスを傾ける。

　桃も真似して、酒を飲むふりだけしてみた。リンダ・ハミルトンみたいに格好良く決められたかは分からない。










　テジェニスタンの片隅で、時間だけが過ぎていった。

　桃と真礼は冬基が滞在している国の迎げい賓ひん館かんや、仕事で出向いている政府機関などで接触を図はかろうとしたが、警備が非常に厳しくて会ってもらえない。近く国民体育祭という国を挙げてのイベントがあり、海外プレスなども招かれているため、厳戒態勢なのだそうだ。

　そしてもちろん、カイにも会えない。月氏二人とどこに潜伏しているのか、存在している気配さえ無い。

　彼ほど目立つ人物なので、これが他の国ならＳＮＳなどを駆使して目撃情報を探すことも出来ただろう。だが海外へのネット接続が厳しく制限され、誰がどんな検索をしたかまで監視されているような国ではそれも難しい。

（ああ、せめて普通にネット使えれば、カイさんの手がかり見つかるかもしれないのに）

　結局、足を使って地道に街を歩き回るしかなかったが、街の人にうかつにカイの写真を見せて回るわけにもいかない。八方ふさがりとはこのことだ。

　だが、桃だけは夜のホステスバイトは続けることにした。

　外国人客がほとんどで、国民体育祭に招待されている海外プレスなども多いため、情報収集には最適なのだ。真礼は「客を殴りそうだから」という理由で、外での情報収集に当たることになった。

　慣れない化粧を終えてバイト二日目の出勤をすると、すぐに指名が入った。昨夜も来ていた上シャン海ハイビジネスマンだ。

「陳チェンさん、こんばんは」

「桃タオちゃん」

　人の良さそうな彼が客第一号なのにほっとしつつ、桃はさりげなく彼の仕事へと話を向けた。国民体育祭で使われる巨大スクリーンのメーカー担当だそうだが、調整がなかなか難しいそうだ。

「大きなスタジアムのスクリーンでね、国の歴史とか、そういうの映すのね」

　ここで彼は声をひそめた。

「でもほとんど、『アマゾフ大統領の輝かしき半生』を流すね。ＢＧＭとＣＧ入れて、もう凄すごいやつね。正直、馬鹿みたい」

　それを聞いて桃は苦笑してしまった。カイのターゲットはよほどのナルシストのようだ。

　それから桃は世間話へと流れを切り替え、さりげなく言った。

「そろそろ日本の家族と連絡取りたいんです。一応メールは使えるって聞いたんですけど、全部、見張られてるんでしょう？」

「アア、ネット規制ね。ウチの国も偉そうなこと言えないけど、ここはもっと厳しいね」

「日本で帰りを待ってくれてる人に連絡をしたいんですけど、外国人は政府に監視されてるって聞くと怖くて」

　すると、陳さんは騒がしい店内をそっと見回し、再び声をひそめた。

「あのね、外につなげる機械、あるね」

「えっ」

　実は期待して話を振ったとはおくびにも出さず、桃は小さく驚いてみせた。

「監視されてない回線ですか？」

「だって仕事で来てるのに、本社への連絡いちいち読まれるの困るでしょ。テジェン内に何ヵ所か、通信拠点あるね」

「えー、凄すごい、スパイ大作戦みたい！　警察が踏み込んで来たらプシューって煙が出て、データ全部消去しちゃうんですか？」

　無邪気にはしゃいだ桃に、陳さんは苦笑した。

「そこまで大げさなのじゃないね、普通のみんなが持ってるパソコンだけど、ファイアウォールをこっそり抜けるってだけね」

「ハッカーみたいな感じですか？」

「そうそう、テジェン人の若い子なんかも結構、監視をくぐり抜けてツイッターとかユーチューブとか見てるね」

　陳さんは住所のメモをくれた。

「このウイグル料理店『新シン疆チャン』で『曲曲児チュチュレ』を注文してごらん」

「ちゅ…ちゅれ、ですか？」

「メニューには無いけど、これで通じるから。店のパソコン使わせてくれるね」

「ありがとうございます！」

「それより桃ちゃん、夜のお店でバイト、もう駄目ね。いつでも上海おいで、仕事紹介するね」

　昨夜と同じ事を言った陳さんに笑顔で頷きながら、桃は内心跳び上がりたいほど嬉しかった。

　翌日、桃と真礼はさっそく紹介された店に行ってみた。

「中国からこの辺まで流れてきた人がやってる店みたいだね。ここは旨うまそうな匂いがする」

　他の客が食べている料理を見回した真礼がぺろりと舌なめずりをする。

　だが、やっとまともにネットでカイを捜せるかもしれないという期待で、桃はそわそわしていた。

「お客さん多いね。……本当にここかな？」

　店内は混んでおり、十歳ぐらいの男の子がちょろちょろと配はい膳ぜんに走り回っていた。二人を案内すると、メニューを選ぶ時間さえ与えず「注文？」と聞く。

　間かん髪はつ入れずに真礼が答えた。

「人気料理の上から十番目まで全部」

「あ、あとチュチュレ」

　桃は慌てて付け加えた。真礼は食欲に押されて本来の目的を忘れているらしい。

　素晴らしい速さで出てくる料理を主に真礼が次々平らげていく。油で米が泳いでいるようなピラフは遠慮し、桃は小さな餃子の浮いたスープにだけ手をつけた。

（ど、どれがチュチュレなんだろ）

　やがて男の子が二人のテーブルにやって来た。片言のロシア語で「もうすぐお祈りの時間だから、女性用の祈き禱とう室しつに移ってくれ」と言っているらしい。

　緊張でほとんど食べられなかった桃と、巨大な肉入り揚げパンを小脇に抱えた真礼が男の子についていくと、二階に案内された。

　祈禱室とは名ばかりの物置の隅に、旧式のパソコンがある。

「ぼくが、組んだよ。ＶＰＮと、裏ツールで」

　男の子がそう言ったので、二人は驚いた。まさか、この小学生ぐらいの子がハッカーだったとは。

　真礼はしばらくパソコンをいじって確かめていたが、男の子に金を渡した。

「良かったらこの二階にしばらく滞在させてくんないかい。それ、通信料と宿代込み」

　男の子は大金の価値がよく分からなかったようで、階下の大人に尋ねに行った。すぐに戻って来て、「ご飯もつけるって」と言う。

　桃はほっとした。街の宿よりこの物置の方がずっといい。少なくとも警察が突然やって来てパスポートを見せろという心配は無い。

　パソコンの前に座った桃は、普段使っているより大きなキーボードに苦労しながらも、まず宮みや崎ざきさんのスマホあてにメッセージを送った。

『色々あって今、中央アジアです。冬基お兄ちゃんとカイさん、必ず連れて帰ります』

　イタリア修学旅行のはずがいきなり中央アジアと言われ、さすがの彼女も面食らっただろうが、返事は簡単なものだった。

『ご飯炊いて待ってますよ』

　次に桃は異人街シネマの映写技師、皆みな川がわの携帯にもメールした。

『ちょっとごたついてて、横浜に戻るのが遅くなりそうです。映画館、どうかよろしくお願いします』

　すると皆川からは親指を立てた絵文字が返ってきた。七十代の彼は携帯で文章を打てないので、こうして数種類の絵文字だけを使っているのだ。

　異人街シネマは今、公安の監視下にあるだろうと真礼は言っていた。カイの兄と妹が同時に日本を飛び出してテジェニスタン入りしたのだから、警戒を強められて当たり前だ。

　だが逆にそれは、日本の公安が異人街シネマを守ってくれているってことだよ、とも真礼は言った。桃はそれを信じて、ひとまず安心している。

　運営の方も繁忙期ではないから、スタッフだけで回せているはずだ。チリの映画をかけているが、珍しい国とあって予約もそこそこ入っていたし大丈夫だろう。

　そして桃はもう一つだけ、皆川さんにあるお願いをしておいた。かなりの難題だが、彼からは再び親指を立てた絵文字が返ってきた。

　取りあえず日本に最低限の連絡はした。

「そろそろ、修学旅行終わって帰国する日だよね。先生や友達にも私たちいないのばれそう」

「ま、爺じいさん死にかけてるっつって抜け出してきたししばらくは平気だろう」

　剛太郎の危き篤とく、ということにはしていたので、あちらも早々に「死にましたか」との連絡はしてこないだろう。まあ学校の方はなんとでもなる。

　それから冬基が今どうしているかを調べてみたが、テジェン政府の公式ページには何も書いていない。街の掲示板などもくまなく漁あさったが、そもそも書き込み数が少なすぎる。

「そりゃ海外のサイトほとんど見られないんじゃ、ネットやる意味なんか無いからね。誰もスマホいじってないはずだよ」

「……だね」

　正式に国の客として来ている冬基でさえ痕こん跡せきが無いのだから、潜伏しているカイの方は当然、何の手がかりも得られなかった。

「凄すご腕うでハッカーとかなら、もっと情報引き出せるのかな」

「ハッカーは隠された情報を暴あばくだけだからね。この国じゃそもそも、目撃情報が期待できなそうだ」

　それでも桃は諦めきれず、夜遅くまで街の掲示板をチェックしていた。テジェン語なので難しいが、グーグル翻訳で何とかなる。

　──黒髪の、目の綺麗な人はいませんでしたか。

　そう書き込みたいのは我慢した。










　翌日、桃は店の客から不穏な話を聞いた。

　テジェン国内では反アマゾフの若者達が連絡を取り合い、地下活動を行っているそうだ。「銀の狼」と名乗っているらしい。

　政府は革命勢力を躍やっ起きになって取り締まろうとしているが、放牧した馬や飼い慣らした鷹たか、果ては矢や文ぶみまで使って連絡を取り合っているので、なかなか見つけられないらしい。ネットを取り締まりすぎて、逆に古風な手段を使うようになったのだ。

（銀の狼……カイさんと目的は同じ人たちなんだ）

　一瞬、彼らと連絡を取れればカイの行方も知れるのでは、と考えた。

　だがすぐにそれは有り得ないと結論づけた。カイは自分でアマゾフを殺したいだけなのだ。革命など狙っているわけではない。

　閉店間際になると、多た良ら見みがやって来た。

　太った身体をソファに沈めると、店で一番高いボトルと料理を注文する。

　桃はにこやかに挨あい拶さつした。

「ご指名ありがとうございます」

「ほうら、いいもんやるよ」

　酒が出来るのも待たず、多良見はテーブルにごろんと何かを投げ出した。黒く光ってはいるが、どう見てもただの石ころだ。

「これ、何ですか？」

「あててみ。たぶん、初めて見るんじゃねえの」

　桃は水割りを作る手を止め、石ころを目の高さまで持ち上げた。シャンデリアの光を鈍にぶく反射するそれは、指先ほどの大きさしかないのにやたらと重い。

「鉄……？」

「隕いん石せきや」

　それには驚いた。手のひらにそっと載せ、角度を変えて眺めてみる。

「テジェニスタンつー国はな、草原と砂漠ばーっかなんよ。そこになぜか、隕石がよう降ってくる」

「へええ。こんなに小さい隕石ってあるんですね」

　桃の想像する隕石といえば、ＳＦパニック映画「ディープ・インパクト」や「アルマゲドン」に登場したような巨大な岩石だ。手のひらに載るほどの隕石があるとは知らなかった。

「遊牧民なんかがたまに見つけて持ち帰ってな、土産物にしてたんよ。それが最近の隕石ブームで値段が高こう騰とうした。そりゃ１ｇで千円ぐらいはする」

　ということは、この小さな石ひとつで数万円の価値があるのか。

　桃はさすがに遠慮して、多良見に隕石を返そうとした。

「そんなに珍しいものでしたら、ご家族へのお土産などにしてはいかがですか」

「ん？　いらんいらん、うちの家内は整形にしか興味無いし、息子にいたっては車と女に乗ることしか出来ん馬鹿よ。桃ちゃんだったら、隕石きっかけに客とトーク弾はずませられるやろ。使ってよ」

　高価なものをホステスにプレゼントする、という感覚では無く、この石を仕事に生かせそうな人に渡す、ということか。多良見は声が大きく押しも強く、正直苦手なタイプではあったが、その価値観は少し面白く思った。

「それにな、その隕石はもうすでに、仕事ひとつ終わっとんのよ」

「仕事？」

「この前、俺と一緒に店に来た若造いたろ。背の高い男前の」

　──冬基。

　突然出てきたことに驚きつつも、桃は素直にうなずいてみせた。

「覚えてます、多良見さんのお仕事の相手とか」

「そうそう、ありゃ三ツ野っつーんだが、三十にもなってねえってのにまあ小こ賢ざかしい、小賢しい。あの見た目の上に口も上手いし、たいがいの相手はコロっといっちまう。女はもちろん、商売相手の男もすーぐ乗せられてな」

「……」

　この話がどこに行くのか分からず、桃は曖あい昧まいに笑って聞いていた。

「で、俺は日本の官僚、三ツ野は天然ガス開発の仕事を獲とりたいセイシンコーポレーション。タッグを組んで、テジェンのお偉いさんに食い込んでいかなきゃいけねえ。敵は中国にロシア、イギリスも割り込んでこようとしとる」

　冬基はそんな仕事をしていたのか。もう一つ経営している人材派遣業者の話はよくしてくれていたけれど、天然ガスの方は初めて聞いた。

「ま、接待攻撃に賄わい賂ろ攻撃、政府要人の家族から落とす、何でもありよな。おっそろしい埋まい蔵ぞう量りょうの資源を持つ国と仲良くしてえのは、どこだって一緒だ。俺も三ツ野も何とかテジェンのお偉いさんとのコネを強化しようとしとった」

　水割りをぐいっとあおった多良見は、桃の手のひらから隕石を取り上げ、軽く放り投げた。ぱしっと受け取り、また桃に返す。

「すると、大臣との会談の前に突然、三ツ野がこの石を買った。街のその辺にある隕石ショップでな、日本円にして数千円から一千万円ほどの石まで売ってる。ききゃあ、発掘だか何だかやってる弟への土産っつうじゃねえの」

　ドキッとした。

　冬基が、カイに、お土産を買った？

「あっちは化石専門でこれは隕石だけど、まあ石だから喜ぶでしょ、とか雑な理由で選んでたな。何でそんなもん、仕事の直前に買うんだと思っとったけど、その後、理由が分かった」

　大臣との会談ははかばかしくなかった。

　凄すさまじい額を提示してきた他国に興味津しん々しんの大臣は、多良見や冬基の話をまともに聞いてくれない。開発計画の流れさえ理解しようとせず、ただ目の前に積まれた金によだれを垂たらしていたのだ。

「あ、こりゃ駄目な相手やな、と俺は思ったさ。大統領の親戚ってだけで大臣になったような男で、国の未来も何一つ見えてねえ。会談もなあなあで、段々と雑談ばっかになってきた」

　すると、冬基が何気ない様子で隕石を取り出し、弟への土産に買った、と言い出した。それから宇宙開発の話題へとうつり、その協力国の選び方にも及んだ。

　冬基は、あなた方は天然ガスで得たお金をどうするつもりですか、と尋ねた。宇宙開発につぎ込む場合、その相棒に中国やロシアを選ぶのですか。

　今この国にあるロケットの発射台はソ連時代の遺い物ぶつでしょう。新しい国に、新しい技術で宇宙開発にのぞみたいと思いませんか。

　それを聞いた桃は、カイがロケットが発射した後は気温が下がる、と言っていたことを思い出した。おそらく幼い頃に直接、そのソ連時代の遺物を見たのだろう。

　天然ガスの会談であったはずなのに、冬基は買ったばかりの隕石ひとつでたくみに話題を宇宙へと誘導し、テジェン人の民族感情も刺激した。テジェンとは複雑な歴史を持つ中国やロシアより、遠く離れた日本をパートナーに選んだ方が何かとお得ですよ、と売り込んでいった。

「全くあの口の上う手まさは悪魔かよと思ったねえ、俺は」

　多良見はいつものニヤニヤ笑いを引っ込め、珍しく感じ入った表情で首を振った。

「ま、三ツ野のおかげで多少は光こう明みょうが見えて来た。しかも会見で大臣に気に入られて、あれよあれよと大統領にまでコネクトつけてもらったんよ」

「……優秀な、方なんですね」

　桃がようやく答えると、多良見は深くうなずいた。

「弟への土産物ってのもただの口実だからな、会談が終わって迎賓館もどったらあいつ、隕石を捨てようとしたのよ。その辺のゴミ箱にぽーんと。それを俺がもらっといた。俺はあいつみてえな生まれついての金持ちじゃねえからよ、もったいなくてな」

「……」

　桃は瞼まぶたを閉じた。

　──まあ石だから喜ぶでしょ。

　そんなセリフでカイへの土産を買ったはずなのに、役目を終えたらあっさり捨てようとしたのか。

　合理的な冬基らしいとも思えたが、少し行き過ぎな気もした。こんな小さな石など荷物に放り込んでおけばいいだけなのに。

「ありゃな、つい最近、クーデター起こして一族の会社を乗っ取り、あげく潰したんよ。その手しゅ腕わんも優秀優秀、見事なもんだった」

　確かに凄かった。新聞には電光石火の早はや業わざ、と書かれていた。三流雑誌からは、やはりあの顔だから人をたらし込むのが得意なのだろう、と揶や揄ゆされていた。

「三ツ野、あれでお前の悪あく名みょうあがったぞって言ってやったらな。こんな悪名いらねえよ、って答えた」

　少し面白そうに笑った多良見は、グラスを回して付け加えた。

「あいつ、本音でしゃべる時だけえらく口が悪わりぃのよ」










　──こんな悪名、いらねえよ。




　冬基が言ったというその言葉が、桃には引っかかっていた。

　店が終わり、迎えに来た真礼と共に宿の料理店に向かいながら、その意味を考えてみる。

　悪名なんか気にしない、というニュアンスではなさそうだ。そんな繊せん細さいな神経の持ち主ではないし、あのクーデターで冬基の評判ががた落ちしたわけでもない。逆に鮮あざやかな手腕に魅せられ、合がっ併ぺいしたセイシンコーポレーションへとついてきた三ツ野一族の人間も多い。

　こんな悪名。

　桃はいきなり立ち止まった。

「桃？」

　不審そうな真礼に顔をのぞき込まれた。

「どうしたんだい、遅いから急ごう」

「分かった。冬基お兄ちゃんがカイさんに協力してるわけ、やっと分かった」

「何？」

「三ツ野の名をおとしめたいんだよ、徹底的に！」

　三ツ野カイ、という名前の人間が一国の大統領暗殺を企くわだてる。たとえ成功しようと失敗しようと、その名前は大々的に新聞にのり、三ツ野一族の周囲は大騒ぎになるだろう。

「お爺ちゃんが興おこした三ツ野グループを消滅させただけじゃ飽き足らず、その家名を地に落としたいんだ。三ツ野って名前を」

「なるほど、剛太郎への復讐はまだまだ終わらないってか。カイを銃殺刑にさせたいから協力してるってより、そっちの方がしっくり来るね」

「それこそ、カイさんを使った冬基お兄ちゃんのテロだよ、三ツ野一族に対しての」

　それほどまでに。

　それほどまでに、彼の剛太郎に対する憎ぞう悪おは深い。母を自殺に導いた男を徹底的に追い詰めるつもりだ。

　──それこそ、自殺するまで。

　真礼も同じことを考えたらしい。

「三ツ野剛太郎が死ぬまで追い詰め、やり遂げたら自分は三ツ野の名を捨てるつもりだろう。適当な誰かと結婚すればすぐ名字は変わる」

　冬基は桃のことも捨てるつもりだろうか。

　わざわざ引き取って、「大事な家族だよ」なんて言っておきながら、自分の目的を果たせれば三ツ野の名と共に放り出されるのか。

　むっつり黙り込んだ桃を見て、真礼は軽いため息と共に桃の背中を叩いた。

「ほんと怪物の孫は怪物だね、あんたの兄ちゃん。この事件がどう収しゅう拾しゅうつくかさっぱりだが、桃も矢や水すい姓に戻るなり何なり考えておいた方がいい」

　真礼は桃が泣き出すと思ったのだろう。優しく肩を抱き、慰なぐさめる態勢に入っている。

　だが、違った。

　桃は泣きたかったのではない。ただ、怒っていた。

「真礼ちゃん。私も怪物の孫で、怪物の妹なんだよ」

「──桃」

「冬基お兄ちゃんの復讐に利用されるつもりなんて、これっぽっちもない」

　これまでの桃だったら、血のつながった兄が何て酷ひどいことを、とメソメソしていただろう。

　だが桃は三ツ野邸に引き取られてから、色んな意味で鍛きたえられた。泣いているだけでは異人街シネマが守れないことも知った。

「ああ、猛烈に腹立つ。あの人に目に物見せてやりたい」

　目的が二つに増えた。

　カイを制止すること。

　そして計画を邪魔することで冬基をやり込めてやること。

　と、意気込みを新たにしたまではよかったが、どうしてもそこで止まってしまう。その、方法は？

　必死に考えた桃は、駄目元で真礼に聞いてみた。

「真礼ちゃん。あの月氏の人たちに連絡は取れないかな？」

「白鎖に？」

　真礼はぽかんと口を開けた。

「いや……潜伏してる諜報ユニットを捜すなんて、素しろ人うとには不可能だよ。しかも相手はプロ中のプロだ」

「そ、そこは何とかしたとして、月氏の二人に暗殺止めて下さいって言うことは出来ると思う？」

　さすがに真礼は呆れ顔になった。桃の背を押して料理店への道を急ぎながら、諭さとすように言う。

「あのねえ、桃。泣き落としが通じる相手じゃないことぐらい、分かるだろう。女の子にお願いされたからミッション中止しますなんて傭兵、聞いたことないよ」

「泣き落としじゃないよ、たとえばカイさんよりお金払うから暗殺の手伝い止めて下さいって頼めないかな」

　わずかな希望でもすがりたかった。諦めたらそこで物語は終わってしまうと、数々の映画で学んだじゃないか。

　だが真礼は無情に首を振った。さらに足を速める。

「金を多く払う方に鞍くら替がえする傭兵なら確かにいる。だが月氏は個人の傭兵を集めて契約させ、仕事を斡あっ旋せんしている。金で裏切らない、という絶対条件をつけてね。だからこその業界での信用度だ」

「でも、でも」

　桃は死にものぐるいで頭を回転させた。

　暗殺を止めて、と頼むことは出来ない。

　だが他の頼み方なら。




「じゃあ、私が先に暗殺するから手伝って下さいって言ったら？」




　真礼はぴたりと足を止めた。真顔で聞く。

「本気？」

「そう頼めば、せめてあの月氏二人も話ぐらい聞いてくれないかな」

「ああ、ミッションの上書きをするからって理由で対面し、交渉してみるんだね」

　しばらく沈黙があった。

　息を止めて見守っていると、真礼が指を一本折りながら言う。

「Ａ国に雇われた月氏が、敵対するＢ国に金で寝返ることは絶対にない。それをやれば月氏の掃除屋からあっさり始末されるからね」

　真礼の指がもう一本折られた。

「だが、同じＡ国の上層部から『雇い直される』のは可能だ。将校クラスが雇っていた月氏を、将軍が横取りして同じミッションに使うことなら出来る。というよりよくある」

　桃は息を飲んだ。少しずつ希望が湧いてくる。

「桃が『アマゾフを暗殺する』という目的であの月氏二人を雇い直すことは不可能じゃないだろう。桃もカイも三ツ野家、まあ同勢力と見なされるかもしれない」

「う、うん」

「そして命令権をカイから奪ったが上で、桃がミッション中止を月氏に言い渡す。これもまあ、絶対に不可能とは言えない」

　グッとこぶしを握りしめた。ゼロじゃ、ない。

「だけど桃。あんた金は持ってんのかい？」

「え」

「カイはおそらく莫ばく大だいな金であの二人を雇った。せめて同額は用意しないと、話さえ聞いてもらえないよ」

　お小遣いならちゃんと貯金している。異人街シネマの経営資金だってちゃんとある。だが、そんなもんじゃ足りないのは明白だ。

「そして桃に金を貸してくれそうな奴で一番金持ちの冬基は、今は敵側だ。あてには出来ない」

「うん、でも私もう一人、お金のあてがある」

「……何？」

「ちょっと電話してみる」

　料理店の二階に戻った桃は、壁の時計を確認した。日本はちょうど、朝の六時ごろ。ちょっと早いが、まあ相手は年寄りだし起きているだろう。

　ネット経由で国際電話をかけると、五コールほど聞き慣れない呼び出し音が鳴り、ようやく相手が出た。

「もしもし、早朝に申し訳ありません。三ツ野剛太郎の秘書の方ですか？」

『はい、失礼ですが──』

「三ツ野桃と申します。剛太郎の孫です」

　あちらの動揺が伝わってきた。

　桃は秘書と面識などない。だが呉くれ間ま由ゆ比い子この盗撮画像を取り返すために、剛太郎の連絡先だけは控えておいたのだ。

「お爺さまとお話させて頂けますか？　もう起きてらっしゃるとは思うのですが」

『恐れ入ります、桃様はどういったご用件で──』

「申し訳ありません、国際電話なんです。急いでお爺さまに取り次いで頂けますか」

　丁寧だが有う無むを言わさぬ口調で頼むと、秘書はためらいながらも剛太郎の元へと電話を運んだようだ。遠くからナースコールや人の歩き回る音も聞こえてくる。

　やがて、受話器の向こうでしわがれた声がした。

『……桃か』

「おはようございます、お爺さま。お加減はいかがですか？」

　彼と最後に会ったのは、冬基に三ツ野グループを崩壊させられ、絶望でわめき散らしていた時だ。ショックのあまり倒れ込み、救急車で運ばれていった。以来ずっと入院している。

『さすがに三さん途ずの川が見えたぜ』

「そうですか」

　慰めの言葉はかけなかった。

　彼が冬基の母・薫にどれだけ酷いことをしたか、呉間由比子をどれだけ辱はずかしめたかを思えば、絶対に許すことは出来ない。

　最もお気に入りの孫から手ひどい仕打ちをくらい、弱り切った老人の声を聞いても、桃の心に浮かぶのは乾いた哀れみだけだった。自分にはどうしても、彼を祖父としていたわる心が湧いて来ない。

『国際電話だって？　どこにいるんだ』

「中央アジアです。ところで、お金を用立てていただけないでしょうか。日本円で二億ほど」

　さすがに剛太郎も驚いたようだった。ひゅ、と息を飲む音がした後、呆れたような返事がある。

『二億？　子供がねだる小遣いにしちゃ多すぎるな』

「三ツ野家のためです。お爺さまがこれ以上、冬基お兄ちゃんに攻撃されないためです」

『……説明しろ』

　桃は簡単に状況を説明した。

　中央アジアの異国で、冬基とカイがタッグを組んで暗殺を企てていること。カイの目的は暗殺自体だが、冬基はそれにより三ツ野の名を地の底までたたき落とすのが目的なこと。それを阻そ止しするために、カイが雇った傭兵を何とかこちら側に引き入れたいこと。

　剛太郎は一言も挟まず、黙って聞いていた。向こう側でさらさらとメモを取っている音がする。

『それで二億を傭兵に払って冬基を止められる確率はどれぐらいだ。概がい算さんでいい』

　グッと息を飲んだ桃は、一度息を吐き出してから言った。

「５％ぐらいかと」

　特に根拠の無い数字だし、正直、これでも多すぎるだろう。

　二億振り込めば月氏と連絡が取れるかもしれない。

　桃と会って話を聞いてくれるかもしれない。

　大統領暗殺というミッションをこちらに渡してくれるかもしれない。

　そのミッション中止を聞き入れてくれるかもしれない。

　しれないしれないばかりで全てが綱つな渡わたり、おまけに冬基という強力な敵の目をかいくぐっての作戦だ。

『ふん、賭けにもならねえ数字だな』

　グッと唇を嚙む。確かにこれでは、金を出す価値も無いと思われても仕方がない。

　だが、大して考えもせず剛太郎は言った。

『二十億出そう』

「えっ」

　──二十億？

『二十億ぐらいどうってことねえさ。財産大事に抱えこんだまま死んだって、金持って三途の川は渡れねえからな』

「いいんですか」

『俺が必死にかき集めた金、遺産としてクソ親族に分けてやるのは業ごう腹はらでなあ。慈善事業に寄付なんてのも想像するだけで寒気がする。だったら孫娘に小遣い渡して、大穴狙いのギャンブルをしてやる』

　彼の口調からは、何の悲壮感も感じられなかった。

　三ツ野家を守ってくれ、頼む、と桃にすがるかと思いきや、むしろ悪わる巧だくみを楽しんでいるような雰囲気だ。

　なぜ、と考える必要も無かった。

　桃はすでに、この極悪非道と呼ばれる祖父の心がおぼろげながらも読めるようになっていた。

「お爺さまは、三ツ野家を守りたいんじゃなくて、冬基お兄ちゃんに負けたくないんですね」

『当たり前だ、あれだけコケにされて黙ってられるか。だがさすがに病院からじゃ大した手は打てねえ、桃、お前に託たくす』

　彼は秘書に振り込み先を伝えさせると、最後にこう言った。

『いいか、強い相手と戦う時は相手の弱点のみを徹底的に狙え。金ならいくらでも出してやる、冬基を叩き潰すまで気を抜くな』

　通話を終えた桃は、大きく深呼吸した。気がつけば背中にびっしょり汗をかいている。自分はよほど緊張していたらしい。










　さて、スポンサーは手に入れた。

　だが、潜伏している傭兵とどうやってコンタクトを取ればいいのだろう。

「まずは、ユニットの特定だろうね」

「特定？」

「あたしはアムスで、日本人の若い男が白鎖のユニットを雇った、って噂だけ聞いた。どの二人組かは知らないんだ」

　二日前の夜、カイと共にやって来たあの二人。桃も、顔だけならはっきりと覚えている。

「どのユニットか分かれば特徴も分かる。攻撃的か慎重か、命令に愚直か柔軟か。それによってコンタクトを取る手段も変わってくるだろう」

「そ、そうなんだ」

「案外、あたしの昔の知り合いってこともあるかもしれない。狭い業界だからね」

「え、真礼ちゃんもあの人達に会ったでしょ？　知らない人だったんでしょ？」

「顔を変えてる可能性もある。とにかく正体がつかみづらいんだよ、奴らは」

　真礼はパソコンで何かの画面を開いた。

　聞けばＩＲＣというオンラインチャットのようなものらしい。ＳＮＳのグループトークかと聞くと、まあ似たようなものだと返ってきた。

　ただ一つ違うのは、一般人の目には触れない闇チャンネルも山ほどあることだそうだ。

「ちょうどアムスにたむろってる傭兵どもが飲んでる時間だ、何人かはつかまるだろ」

　傭兵の求人情報、危険情報などに加え、雑談だけのチャンネルもあるそうだ。画面にはスラングだらけの英語で、何人殺して何ユーロもらった、などの物ぶっ騒そうな会話も流れている。

　真礼がチャンネルに入ると、すぐに数人が反応した。

　彼女が綺麗な若い女性だとみな知っているらしく、やたらと構いたがる。しかし馬鹿にしたり反発するような言葉が見られないのは、彼女が一いち目もく置かれているからだろう。

　真礼が問いかけた。

【日本で頼れる相棒さがしてんだけど、その辺りに出てる奴いる？】

　その質問にはいくつかの答えがあったが、ほとんどが日本じゃなくて中国かインドか東南アジアなら、だ。日本に傭兵の働き口はほとんど無いらしい。

　だが真礼が辛しん抱ぼう強く会話を続けていると、しばらくして入室してきた一人がこんなことを言った。

【日本に行ったって噂の奴は聞いたことあるな】

【ＩＤ分かる？】

【いや。でも確かチェスのチャンネルによく出入りしてるはずだから、どっかで聞いてみたら】

【あんがと】

　真礼は一応礼を言ったが、軽く首を振った。

「曖昧すぎる。日本に行ったかもしれない、ＩＤも何も分からない誰か、だなんて」

　だが、桃はふと、思い当たることがあった。

　発掘調査中、カイと一緒にスマホでチェスをしていたというテジェン人。あれが確か、白鎖の片割れだったはずだ。

　桃は真礼の腕をつかんでガクガク揺すった。

「その人だよ、真礼ちゃん！　チェスやる傭兵、きっとその人だよ！　ずっとカイさんとゲームしてたって東ひがし森もり教授が言ってたもん！」

「でもさ、桃。世界で一番人気のゲームのチャンネルなんて、ネット上にいったいいくつあると思う？　そこで『傭兵はいますか』って聞いて回んの？」

「う」

　ネットに詳しくない桃でも、それがいかに難しいことかは分かる。まさに大たい海かいの一滴だ。日曜日の横浜駅で、顔しか知らない相手を捜して無駄に歩き回るようなものだろう。

　だが、ようやく見つけたかすかな手がかりだ。

　桃のすがるような目に押されてか、真礼は「まったく」とため息をつきながらも、一応、調べてくれた。

「うーん、曖昧すぎてどう検索していいか分からんね、こりゃ」

「と、取りあえず一番人気のとこで傭兵さんいますかって聞いてみるとか……」

「ま、入ってみっか」

　入室したチェスのチャンネルは参加人数も多く、会話は盛り上がっていた。

　適当な会話をしながらログを漁ってみても、それらしき情報は出てこない。たとえ目指す白鎖が会話に参加していたとしても、「傭兵」「月氏」などという単語を出すはずもない。

　それでも二人は、しらみつぶしでチェス界かい隈わいを調べていった。高速のパソコンと技術があれば、プログラムを組んでそれらしい会話を自動で拾えるのだろうが、自分たちには無理だ。

　交代で仮眠を取り、手作業で調べ続けた。モニタの睨みすぎで桃の目の奥はずきずきしていたが、ひたすらに手がかりを求める。

　どんな小さな情報でもいい、とにかく調べ続けよう。もし駄目だったら「この道は行き止まり」と分かって引き返せる。その時に他の方法を考えればいいだけだ。

　深夜三時、ふと桃の目に留まった会話があった。

　チェスの対戦記録である棋き譜ふを見て盛り上がる、というごくありふれた内容だが、会話している一人が日本人のようだ。

（ＩＤはjulilinか）

　この日本人が棋譜をあげ、他のメンバーが興奮しているらしい。




【すげえ、これどっちも二十歳ぐらい？】

【二十歳過ぎのはず。少なくとも片方はそう】

【白アグレッシブなー】

【冷静そうに見えて結構熱いよな】

【黒はホントに冷静だけどな。クール過ぎ】

【白はともかく、黒まじでソフトじゃないの？　話盛ってない？】

【盛ってない盛ってない、黒もちゃんと生きた人間。俺の同僚だもん】

【そいつらここに呼んでよ】

【あー、絶対来ない来ない、どっちも他人との交流無理。ちなみにこの棋譜作ったのもうちのボスだからね】

【ボスに作らせたのかよ】

【二人の対戦みて、ボスの片方が勝手に作ったの。ロシア人ってチェス好きよな】




　──ふと、桃の脳のう裏りに何かがひらめいた。

　本当に、本当に、かすかな何かではあったが。

　桃は真礼を揺り起こした。

「この会話、どう思う？」

　寝ぼけ顔の真礼は、大おお欠伸あくびしながら画面をのぞき込んだ。不審そうに首をかしげる。

「普通。普通も普通すぎて」

「でも、何か気になる……真礼ちゃん、このjulilinって人の身元、何とか分からないかな？」

「無理だよ、ＩＲＣのチャットなんてＩＤしか分からないのが当たり前だ。身元を隠せるからみんな安心して、あれこれヤバい話もしてんのさ」

「ハッカーの人とかなら、調べられるかな？」

　階下で寝ているはずの十歳の男の子を思い浮かべて言ったが、真礼は首を振った。

「あの子がどれだけの技術の持ち主か知らないけど、そう簡単には……」

　そう言いながら、真礼はjulilinのＩＤをクリックした。

　なぜかフェイスブックのリンクが貼ってある。

　一瞬、二人は顔を見合わせた。

　真礼が不審そうにフェイスブックへのリンクをクリックすると──

「あ、安あん藤どうっ!?」

　よく見慣れた安藤の顔がそこにあった。

　カイの先輩で、このテジェニスタンへの発掘隊のメンバーだ。

　桃は興奮して叫んだ。

「やっぱり安藤さんだ、そうだよ、名前は樹じゅ理りさんだもん！」

　かすかな勘が当たったことに興奮した桃は、モニターに手をかけた。

「会話がどことなくそれっぽく見えたの。クールだとか機械っぽいとか他人との交流無理とかカイさんっぽいし、ボスの片方がロシア人っていうのも発掘隊のコーネフ教授のことでしょ」

　真礼は安藤のフェイスブックの写真を見つめ、まだ驚きょう愕がくの表情のままだった。彼女がこんなに動揺するのを見るのは知り合ってから初めてだ。

（あれ？　安藤さん可能性ゼロかと思ってたけど、実は３％ぐらいあるかな？）

　それどころではないのだが、ほんの少し興味をそそられた桃が彼女の横顔を見ていると、真礼は大きく肩をすくめた。

「いや、それにしてもＩＲＣのＩＤにフェイスブック貼り付けて個人情報を世界中にばらまくとか、あたしにゃ信じられないんだけどね」

「安藤さんは一般の人だもん。健全なチェスの部屋に入るならなんてことないよ」

「いや、だからって何でチェスの部屋に出入りしてんのさ。あいつ今まで一度もチェスなんて語ったことないだろ」

「想像だけどね。きつーい発掘中、カイさんと謎のテジェン人さんがチェスしてるのを見て、コーネフ教授が喜んで棋譜を作るでしょ。それが安藤さんも嬉しかったんだよ」

「は？　何で？」

「チェス大好きなロシア側の教授が、自分の仲間であるカイさんを褒ほめてくれたでしょ。それが安藤さんは嬉しくて、こうして棋譜をわざわざネットにあげて、見知らぬ人に自慢したかったんだと思う」

「安藤がカイの自慢？　何で？」

「うーん、もうカイさんのことが身内感覚なんだと思うよ、安藤さんは。東北のおうちも大家族だったし。兄弟の多い古こ葉ばさんもそうだけど、基本的に境界線が曖昧なんだよ」

　よいしょ、と彼女の手からマウスを奪い取った桃は、安藤の出入り先を調べてみた。

「ほら、日にち露ろ共同調査隊のチャンネルあるんだよ。このeast woodって東森教授でしょ。kobaはまんま古葉さんだし──」

　ロシア人らしき名も多い中、桃は必死に一人の名前を探した。

　消去法でようやく「Ｘ」が彼だと分かる。

「ギリシャ文字やキリル文字だと、それがカイって発音だね」

「……そっか」

　このＸの形があの背中の傷を思い出させ、桃は一瞬不安に陥おちいってしまったが、今は感傷に浸ひたっている場合ではない。

　カイは、このＩＤでは調査隊のチャンネルにしか出入りしていない。いかにも、この仕事のためだけに登録したＩＤ、という感じだ。

　しかし、結局分かったのはそこまでだ。

　対戦している「黒」がカイなのは確かだが、肝心の「白」が誰だか分からない。ＩＤさえ持っていないようだし、安藤の発言からも手がかりは得られない。

　それでも諦めきれず、桃がログを追っていると、メンバーの一人がこんなことを言い出した。




【この白の手さ、素数の奴に似てない？】

　それに対し、安藤のjulilinが聞き返している。

【素数？】

【年齢性別国籍が全く分からないプレイヤーでさ、長期間消えてたかと思ったら、突然現れて指していくんだよ。ほとんど雑談しないけど、すげー強いの】

【何で素数って呼ばれてんの？】

【ＩＤが243311で、誰かがそれ何の数字って聞いたら、『好きな素数』って答えたんだって。以来、あだ名でそう呼ばれてる】

【確かに素数っぽいな。ナイトの使い方とか、攻撃的ルアーリングとか】

【冷静だけど攻撃的、うん、素数に似てる】

　桃は震える手で、そのＩＤを検索してみた。

　確かに素数はほどんど雑談をしていない。身元が分かるようなことは一切発言せず、歴史上の名棋譜について語り合っているぐらいだ。

　最近は頻ひん繁ぱんにチェス界隈に出入りしているが、数日前からはぱったり姿を見せていない。

（──調査隊がテジェンの砂漠入りした日。ネットが使えなくなったんだ）

　息を止めてそのＩＤを見守っていると、隣で真礼がポンと手を打った。

「思い出した。白鎖に、殺やる前に素数唱となえる奴がいるって聞いたことある」

「ほ、ほんとに」

「有名なユニットなんだよ、『教官と助手』。その助手の方が素数野郎だ」

　桃はカラカラに渇いた喉で、無理に唾つばを飲み込んだ。緊張のあまり冷たくなった手で、画面のＩＤを指さす。

「じゃあ、この素数さんが、あの学生風の人だね」

「間違いない。……しかし、あの二人かあ」

　その言葉にはドキッとした。

「だ、駄目な感じの人たち？」

「得え体たいが知れないってのが、一番しっくりくるかも。他のユニットには特徴ってもんがあるが、この二人はなあ……あの傷の無い手の持ち主たち、って感じだね」

　得体が知れない、か。

　もしコンタクトが取れたとして、話の通じる相手だろうか？　必死に頭を回転させる。

　真礼がＩＤ243311をクリックしようとした。

「取りあえず、素数のＩＤにメッセージ送ってみるか。無視される可能性も高いけど」

「ま、待って！」

　彼女の手に手を置き、桃は止めた。

　チェス専用のＩＤでコンタクトを取ろうとしても、無視されるかもしれない。

　だったら、いっそ。

「月氏を通そう」

「え？」

「助手本人にコンタクトじゃなくて、月氏本部を通して前金払って依頼するの。そうしたら教官と助手も無視できない」

「……将軍が将校から月氏を取り上げることも出来るって話、先に金払っちまおうってことだね」

「あっちは依頼人の話を聞かざるを得なくなる。たとえ断られるにしても、交渉の機会が生まれる」

　真礼はしばらく考え込んでいた。

　目を閉じ、腕を組み、いつになく真剣な表情だ。その横顔を、桃は息を飲んで見守った。

「よし、やってみよう」

　やがて真礼が言った。

「どうせ駄目元だ、でかい動きをした方がいい」

　真礼は月氏本部のサイトを開いた。

　傭兵、なんて言葉はどこにもなく、民間軍事会社と名乗っている。

「あ、普通の企業サイトなんだね」

「普通の企業なんだよ。売ってるモンが物騒なだけで」

　十ヵ国語もの言語を選べる上、「ご注文」のボタンまである。

　だがそこをクリックすると、登録料として一万ドルをよこせ、との文言が出てくる。

「え、注文するのにお金かかるの？」

「ひやかし避よけだよ。悪いた戯ずらで傭兵注文されちゃかなわないから、取りあえず一万ドル払える財力みせれば、後は簡単にネットショッピングだ」

　さっさと振り込んで注文画面に移った真礼は、条件を打ち込んでいった。

『ミッション／清掃　募集人数／二人　期間／即時〜ミッション完了』

「清掃って、何？」

「暗殺だよ。さすがにはっきりとは書けないから、これが隠いん語ご。──桃、報酬はどうする？」

「四十億円」

　即答すると、キーを打つ真礼の手が止まった。まじまじと桃を見る。

「爺さんにもらった金って二十億だったよね？」

「前金で全部使うよ。成功報ほう酬しゅう二十億は、またお爺さまにねだるから」

　見開かれていた真礼の目が、いきなりくしゃりと歪ゆがんだ。声をあげて笑い出す。

「桃、あんたは大したギャンブラーだよ。ええとドル換算で……約四千万か」

　真礼は再びキーボードを打ち出した。

『報酬／四千万ドル（前金二千万、成功報酬二千万）　指名／あり。白鎖、教官と助手』

　ようやく突き止めたこのユニット名。

　どうか当たりでありますように。

『依頼人：三ツ野桃』

　自分の名前が打ち込まれたのを見た桃は、しっかりと頷いた。

「さっき登録料一万ドルを払った口座に、もう二千万ドル入れちゃおう」

「本気かい？　何の話も進めずにいきなり？」

「月氏はちゃんとした企業なんでしょ？　正式な契約もしないうちから振り込まれたらあっちも困るし、急いで連絡してくるでしょ」

「海うみ千せん山やま千せんの傭兵稼か業ぎょうだよ、上手いことネコババされちまうかもよ。訴えられないようなやり方で」

「そんなことされたら、オランダの国税局に通報するよ」

「──」

「『マルサの女』って映画で観みたんだ、警察なんか馬鹿にしてる悪者でも、国税局からは逃れられないって」

　きっぱり言うと、真礼は再び大笑いした。

「桃、あんたここ数日で覚醒し始めてるよね」

「そうかな？」

「いきなり二千万ドル全賭けする度胸もだけどさ、ああいうクラブでバイトしておきながら客に一切触らせず、情報だけガンガン引き出して来たりね」

「……うーん、何となく、お客さんごとの対処法が分かるっていうか」

　確かにカイを追う旅を始めてから、「人を読む」能力が上がってきたとは思う。相手の顔、言葉、仕草などから、どんな人物か分かってしまうのだ。

　真礼は言われるまま、二千万ドルを月氏の口座に振り込んだ。どこかワクワクした口調で言う。

「いやー、マカオでギャンブルに狂ってた頃を思い出すよ。血が騒ぐ」

　もらったばかりの二十億円を一気に使い切った二人は、大欠伸で顔を見合わせた。

「アムスはまだ真夜中だけど、早けりゃ十二時間以内に返答があるだろ」

「うん、寝ようか」

　洗面器にくみ置きしていた水で顔を洗い歯を磨みがき、パジャマに着替えてから寝袋に潜もぐり込む。

　天窓から差し込む月光を浴び、桃は大きく息を吐いた。

（やれることはやった。今は休息して体力つけなきゃ）

　身体だけではない、脳のう味み噌その休息も必要だ。気力が萎なえれば傭兵との交渉なんて絶対に出来ないし、ひいては冬基を倒せない。

（絶対に、絶対に冬基お兄ちゃんをやっつけるんだから）

　おやすみ、と呟いて桃が目を閉じたその時だった。

　いきなり真礼がガバッと起き上がった。

　桃の腕をひっつかんで物陰に転がり込み、天窓に向かって銃を構える。

「ま、真礼ちゃん？」

「しっ」

　銃なんていつの間に。

　いや、それより何事だ。

　桃が呆然としていると、天窓に黒い影が現れた。

　──二つ。

　月光を浴び、烏からすのように黒い人影がガラス越しにこちらを見下ろしている。

　一人がしゃがみ、コンコンと窓を叩いた。

「こんばんは」

　男の声だ。

「……」

　真礼が答えないでいると、男は天窓を枠わくごと外し、するりと部屋に飛び降りてきた。

　続いて、もう一人。

　床に降り立った彼らを見て、桃は驚愕に目を見開いた。




　教官と助手。




　クラブで会った、あのビジネスマン風と若い学生風だ。
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　さっきユニット名を知ったばかりの二人がもうやって来た。月氏のサイトで依頼を出してから、まだ十五分も経たっていない。近くに潜ひそんでいたに違いない。

「ご注文ありがとうございます。三ツ野桃さんですね？」

　教官が言った。

　月光に浮かぶのは人当たりの良さそうな笑顔だ。銃を構える真礼には目もくれず、胸に手を当て紳士的な礼をする。

　震えながら彼を見つめていた桃は、隣の助手にも目をやった。こちらは完全な無表情で、ただ突っ立っている。

　──どうしよう。

　さすがに来るのが早すぎる。まだ覚悟が決まっていない。

　膝がガクガクしてきた。今にも腰が抜けそうだ。

　桃は震える唇を開いた。

「あの……」

　声が掠かすれている。目の前の男二人から目が離せない。

　だが。

　桃は大きく首を振り、頰を軽く両手で叩いた。

（──私は、彼らに、私が将軍だと認めさせなければならない）

　一瞬、目を閉じた。

　最後に見た時のカイの空くう虚きょな目と、冬基の憎たらしい笑顔が思い浮かぶと、とたんに力が湧いてくる。特にあの冬基の方だ、冬基の。

　咳せき払ばらいをした桃は、守るように立ちふさがる真礼の背をそっと押した。

「真礼ちゃん、どいてくれる？」

「桃、動くんじゃないよ」

　銃を構えたまま振り返らない真礼に、桃はもう一度声をかけた。

「大丈夫だよ。危害を加える気ならとっくにしてるだろうし」

　それでも真礼はしばらく動かなかったが、やがてゆっくりと銃を下ろした。その背中からは恐ろしいほどの緊張感が伝わってくる。

　彼女の隣にふわりと進み出た桃は、聖カテリナ仕込みの角度三十度のお辞じ儀ぎを返した。

「私が依頼人の三ツ野桃です。迅じん速そくな白鎖のお届け、まことにありがとうございます。あなたが教官ですね？」

「はい、こちらが助手です」

　教官は助手の背中に手を添え、にこりと笑った。

「ご覧の通り無愛想な相棒ですので、ご挨拶は遠慮させて下さい」

「助手さんですね。冷静に見えて実はかなり攻撃的だと、お噂はうかがっております」

　微笑みながら桃が言ったとたん、無表情だった助手の顔がわずかにこわばった。

　くっ、と声を出して教官が笑う。

　とたんに助手は教官をキッとにらんだ。わずかに悔しそうな表情を見せると、教官から顔をそらす。その助手の顔を、教官がまた面白そうに見る。

（あ、二人の関係性が分かった気がする）

　心の中にメモしていると、教官が苦笑しながら言った。

「まさかチェスの棋譜から正体を当てられるとは意外でした」

　ということは、桃と真礼が使っていたパソコンも監視されていたのか。笑顔を保ったまま答える。

「偶然、カイさんの先輩が上げてくれていただけです」

「助手は普段、ネット上の痕跡は完璧に消すのですがね、さすがに他人にアップされた棋譜から推測されるとは思っていませんでしたよ」

「それもたまたま、チェスチャンネルの人たちがそう話していただけです。素数というキーワードだけであなた達を特定できたのは、幸運だったと思います」

　じりじりと笑顔でお互いの距離を詰める。

　──負けるな。

　私は将軍だ。この百ひゃく戦せん錬れん磨まの傭兵を説とき伏せ、カイから鞍くら替がえさせるんだ。

「必死にカイさんを捜しておられたようなので、まさか私たちに接触してくるとは意外でした」

「他に彼を止められそうな手立てが無かったもので」

「ご依頼内容は清掃でしたね。私もこの商売は長いですが、四千万ドルとは破格です」

「はい、全財産です」

　本当は全財産の倍額なのだが黙っておいた。後で剛太郎からふんだくればよいだけだ。

「対象は？」

「アマゾフ大統領です」

「ふむ」

　教官はほんの少し意外そうに目を見開いた。

「私はてっきりまた、三ツ野冬基氏かと」

「──はあっ!?」

　思わず大声が出てしまい、桃は慌てて口を手で押さえた。まだ夜明け前だ。

　教官はゆったりと続けた。

「あなた方はどうも壮大な兄妹喧嘩の最中のようでいらっしゃる。非力な末の妹が、傭兵を雇って長ちょう兄けいを抹まっ殺さつしようとしているのかと思っていましたが」

「……いえ、さすがにそれは……」

　正直、もの凄く焦あせってしまった。傭兵というのは誰しもこんな物騒な考え方をするものなのか？　お爺ちゃんからのお小遣いで兄を殺そうとする妹は、彼の中で当たり前なのだろうか。

「三ツ野冬基氏殺害でしたら、カイさんの依頼によるアマゾフ大統領暗殺と同時進行できますので、お引き受けしようと思っていたのですよ」

　さらりと恐ろしいことを言った教官の顔を凝ぎょう視ししていた桃は、ハッと気づいて咳払いをした。

　相手に飲まれてはならない。笑顔を取り戻せ。

「いえ、カイさんの依頼と同じターゲットです。かぶってしまうことになりますが、特に問題は無いですよね？」

「後から割り入ってきたあなたに指揮権を売り渡せということですね。職業倫理的に褒められたものではありませんが、あまりに高額な依頼ですし、月氏本部はあなたを選びたがるでしょう」

「本部は、ですね。あなた方はどうですか？」

「そうですね、まず知っていて頂きたいのは、私のモットーはミッション完かん遂すいなんです。中途半端に投げ出すぐらいなら、最初から依頼を受けません」

　──気づかれている。

　桃がカイから指揮権を奪ったが上で暗殺を止やめさせようとしていると、教官はとっくに気づいている。

　真礼の肩がぴくりと揺れた。腕にさらなる緊張が入る。

　それを見た桃は、ここが正しょう念ねん場ばだと悟さとった。何が何でも言葉一つで教官を説得しなければならない。

（大丈夫。私は怪物の孫で、怪物の妹）

　この旅に出てから会った様々な人、クラブで話したたくさんの客、そして幼い頃から見続けてきた無数の映画たちが交こう錯さくして桃の脳裏をかけた。

　極ごく彩さい色しきのそれらはぼんやりとした形を描き始め、やがて明確なビジョンとなる。

　深呼吸した桃は、再びにこりと笑った。

「もちろん、ミッションは完遂して頂きたいです。四千万ドルも払いますから」

「ほう」

　ここで初めて、教官は桃の話に興味を持ったようだった。少し面白そうに言う。

「カイさんの代わりに、あなたが大統領を暗殺すると。兄を犯罪者にするぐらいなら、自分が身代わりになりたいのですね」

「いいえ、少し違います。カイさんの依頼は暗殺ですが、私の依頼はアマゾフの処刑です」

「見せしめに人々の前で惨ざん殺さつしたいと？」

「それも違います。正当な裁判を経へて、この国の法律に則のっとり、全世界に注目されながらの死刑です」

　よし、すらすらと言えた。

　気分は『依頼人』で弁護士を演じたスーザン・サランドンだ。彼女の知恵と度胸を模も倣ほうするんだ。

「私が望むのはこの国の革命です。反政府運動を盛り上げ、アマゾフ大統領の過去を暴き、イシュク大虐殺の罪で逮捕させたいんです」

　なぜだろう、自分でも驚くほど口が回る。

　教官は面白そうな顔、助手はどこか戸惑った顔でこちらに釘くぎ付づけだ。

　桃は一歩踏み出し、両手を大きく広げた。

「独裁者を暗殺したところで、次の独裁者が生まれるだけです。国民の力で、正当な手段により彼を倒さない限り、この国に未来はありません」

「そして十八年前と同じような内戦を、この国に再び生み出すと。それで罪なき人々が数千、数万単位で死んでもいいと」

「それでも」

　ここで桃は、教官から助手に視線を移した。

　彼の目を真っ直ぐ見据えながら言う。

「長くわずらうより、一瞬で膿うみを出した方がいい」

　助手は桃の目を見たまま動かない。彼の瞬まばたきが少しだけ増える。

　このユニットで説得すべきは、教官ではなく助手の方。

　仕事の合間にチェスチャンネルに入り浸びたり、発掘中もカイとチェスを楽しむ助手からはまだ、人間らしさが感じられる。話が通じる相手だ。

　そしてユニットの主導権を握っているのは教官のようで、ひそかに助手だと桃はにらんでいる。恐ろしくつかみどころのない教官だが、おそらくこの年下の助手にだけは甘い。助手の意見にはかなり左右されるはずだ。

　桃は助手に向かって語りかけた。

「それに私は、内戦の犠牲者など出すつもりはありません。誰も殺したくありません」

　殺したくない、と桃が言った時だけ、助手の目がわずかに見開かれた。

　これまで何人も殺したであろう彼が、桃の言葉ひとつで揺れている。

（よし、やっぱり狙うべきはこっちだ）

　確証を得た桃はとうとうと演説を続けた。

「反政府運動を長引かせず、早急に決着をつけられる宝物を、私は二つ持っています」

「二つ？」

　初めて助手が発言した。思っていたよりさらに若い声だ。

　桃は深く頷いた。

「亡くなった私の祖父、矢水健から一つ。そしてカイさんからもう一つ」

　お爺ちゃん、カイさん、力を貸して。

　冬基の力は特にいらないけど、取りあえずあなたの口の上手さだけは今、貸して。

「私と契約して下さい。そして早期決着をつけて下さい。でないと私の映画館、あと数日でインド映画祭が始まっちゃうんです」










　国立競技場に壮大な曲が響き渡った。この国民体育祭のテーマ曲だとかで、伝統音楽の巨匠ナントカカントカさんが現代との融ゆう合ごうをはかって云うん々ぬんかんぬん、の名曲だそうだ。

　冬基はスタジアムの貴き賓ひん席せきから、開会式の様子をぼんやり眺めていた。

　様々な民族衣装を着た人々が踊り、馬ば術じゅつの達人が見事な演技を見せ、そこになぜか現代ヒップホップ風の若者集団が乱入してきて意味の分からないパフォーマンスをしたと思ったら、民族衣装グループと混ざり合って奇妙なダンスを始める。やっぱり伝統と現代のフュージョンを表現しているらしいが、正直、地方都市で中途半端に盛り上がってるハロウィンパーティみたいだ。

（今まで観みたオリンピック開会式の悪いとこばっかり集めたみたいだな）

　冬基が開会式の責任者だったら芸術監督を永久国外追放にしたいところだが、アマゾフ大統領はご満まん悦えつのようだ。「おおらかな」「力強い」笑みを浮かべてパフォーマンスを見守っている。

　それに、スタジアムに詰めかけた国民達も案外楽しんでいるようだ。民族衣装やダンスを指さしては野や次じり、太たい鼓こを叩いてはやし立てている。

「あれはね、三ツ野さん」

　いつの間にか隣に座っていた鋼こう管かん輸出部部長の須す山やまが話しかけてきた。

「ほら、この国って様々な遊牧の部族の集まりじゃないですか。自分たち以外の民族衣装やダンスを罵ののしってるんですって」

　媚こびた顔で説明されて鬱うっ陶とうしかったが、あっち行けと罵るのも面倒なので適当に返事をした。

「はあ。町内運動会の規模が大きくなったようなもんですかね。みんな楽しそうですね」

「え？　そ、そうですかね」

　やっぱり民度が低い国ですね、と冬基が一緒に嘲あざけってくれると思っていたらしい須山は拍ひょう子し抜ぬけしたようだった。次に何を話題にすればいいのか必死に考えているようだ。

　冬基が多良見と組んでテジェンの資源大臣と懇こん意いになったことに、須山はひどく焦っている。何とか三人組にしてもらえないかと、二十以上年下の小僧の機嫌を取ろうと右往左往だ。

（ったく、よくこんな低能が部長まで出世できたなセイシンも。お偉いさんにケツでも貸したのかよ）

　もう無視することにして、冬基は貴賓席に配られた干し杏あんずをつまみに瓶びんビールを飲み始めた。ラベルの文字は全く読めないが、何か柑かん橘きつ系けいが入っているらしくなかなか旨うまい。

　開会式は最さい高こう潮ちょうに盛り上がっていた。

　演目も演出も酷いものではあったが、観客が期待しているのはこれから始まる競技大会本番だ。馬術、弓きゅう術じゅつ、格闘技にくわえ、おかみさんによる羊運び競技なんてのもあるらしい。冬基はそれが一番楽しみだった。

　やがて全員が起立しての国歌斉せい唱しょう。ありがたいことに日本と同じぐらい短い歌だ。ブラジルのようにやたら長くなくてよかった。

　そして大統領演説。これも起立したまま聞かなければならなかったが、長い。とにかく長い。国歌の短さを補おぎなって余りある無駄演説だ。

　冬基は一応、海外からの招待客やプレスに配られたイヤホンを左耳に入れてみた。英語の同時通訳が流れてくるが、彼は自分の生おい立ちから反政府軍リーダーに「推すい薦せんされるまで」をとうとうと語っているらしい。

（ビール飲んじゃ駄目かな）

　横目で他の招待客を見たが、みんな神妙な顔をしている。一般席の国民達も一様に直立し、うなだれて演説を拝はい聴ちょうしている。

（スマホもいじれないんだもんな）

　三十分経ってもまだ演説は終わらなかった。

　大統領の自分語りは最高潮で、イシュク大虐殺の悲劇を涙ながらに語っている。悲しげなＢＧＭが流れ出し、客席からはすすり泣きも聞こえてきた。

　だが、どうもその泣き声が大げさで噓っぽい。

（あ、泣き女紛まぎれ込ませてんのか）

　葬式などで泣く商売があるとは聞いたことがあったが、まさか国のセレモニーにまで引っ張り出されるとは。あれで日給いくらなのかなあと、そんなことばかり気になってしまう。

　この長い長い演説も、桃なら余裕で乗り切れただろうな、と考える。

　あの子はシスターの長いお説教に耐える時、頭の中で好きな映画を再生するそうだ。セリフも演出も丸暗記している上、それで大体何分ぐらいなのか測はかれるらしい。だって好きなシーンだったら何分何秒かぐらい覚えちゃうじゃないですか、と言っていた。

　今ごろ、街でカイを捜してウロウロしているのだろうか。こちらで雇った現地のチンピラに動向を探らせてはいるが、街を歩き回ったりクラブで聞き込みをする以外のことはしていないそうだ。

　しかも、昨夜ゆうべは真礼の胸で大泣きしていたらしい。カイは見つからず冬基には会えない。焦りと不安で限界を迎えたのだろう。

　確かに桃が焦るのも分かる。

　カイが狙うＸデーがいつだかは分からないが、確実にこの国民体育祭の終了後だ。大きなイベントの後はどうしても警備の気が緩ゆるむし、大統領本人にも隙すきが生じていることだろう。そこを狙うしかない。

（暗殺ってどうやんだろ。カイが銃を使うの想像できないし、やっぱりナイフとか？　毒物？　爆ばく殺さつ？）

　あれこれ想像していると、やっと演説が終わった。時計を見れば四十二分間もしゃべっていたようだ。

　旧三ツ野グループもセイシンコーポレーションもお偉いさんジジィどもの「ご挨拶」は死ぬほど長かったが、四十分超えは久しぶりに体験した。中身なんてほとんど無いくせに。

（要点だけ五分以内にまとめて、時間過ぎたらヘッドショットで殺せるようにしてくんねえかなあ）

　物騒な想像をしつつあくびをこらえた冬基だったが、ようやく座ってもいいとの指示があり、やれやれと腰掛けた。

　隣の須山が盛んに話しかけてくるが、蠅はえと思うことにしたので何も聞こえない。

　二本目のビールを開けた。

　次は「テジェニスタンの悠ゆう久きゅうなる歴史」という、実にどうでもいい短編映像が流れるらしい。まあ座っていられるならそれでよい。

「あ、その揚あげパンみたいなの三つ下さい」

　貴賓席を回っていた民族衣装のサービス係につまみを頼み、冬基は悠々とビールを飲み出した。

　スタジアム正面に据すえられた巨大スクリーンの隅には、「白パイ虎フー」のロゴがある。上海拠きょ点てんの大手電機メーカーだ。

（最近、巨大スクリーン業界じゃ白虎が急成長だな。日本企業はまあやられちまって）

　他業界の景気をあれこれ考えていた冬基は、スクリーンに流れる映像など観てもいなかった。どうせクソに決まっているからだ。

　だが、妙に周囲がざわついていることに気がついた。

　貴賓席は妙に慌てているし、一般席にもどよめきが広がっている。スタッフや兵士達が慌てて駆け出すのも見える。

　何より、大統領が側そっ近きんに向かって何か怒鳴っている。

　スクリーンを指さし、あれを止めろと命令しているようだ。

（何だ？）

　白虎自慢の最新式スクリーンに映っているのは、ごく何てことのない映像だ。

　民族衣装を着た二人の男が馬に乗って草原を駆けている。鷹狩りを映したものらしく、空中で弧こを描いた鷹は見事に野ウサギを仕留めている。さっきまでも延々と遊牧風景やら何やら映していたし、特に変わったものではないようだが。

　──あれ。

　ふと、気がついた。

　今、巨大スクリーンに映っている男の片割れ。

　──あれは、若い頃のアマゾフ大統領ではないか？

　そしてなぜか突然、桃が以前言っていたことを思い出す。矢水健氏は若い頃に外国を放浪し、たくさんのフィルムを残していたはずだ。

　まさか。

　あの若きアマゾフを撮影したのは──

「急げ！」

　ふいに、プレス席がなだれた。

　割り当てられていた区画からカメラマン達が駆け出し、我先にグラウンドへと飛び出そうとしている。

「あれはアマゾフとテルニガだ！」

「あいつら、若い頃から知り合いだったんだ！」

　テルニガ？

　仕事のためにテジェニスタンの歴史を一いち夜や漬づけした冬基には聞き覚えのある名前だった。──イシュク大虐殺の首しゅ謀ぼう者しゃとされる人物ではないか。

　一般席のざわめきは大きな動揺へと変わっていた。

　怒ど号ごうと嘆きが飛び交い、つかみ合いの喧嘩も始まっている。兵士達が飛び込んで止めようとしているが、騒動は広がるばかりだ。

「み、み、三ツ野さん、いったいどうしたんしょうか、これ」

　すがりついてくる須山を振り払い、冬基はじっとスクリーンを凝ぎょう視しした。

　国民的イベントで放送ジャックか。なかなかの手腕だ。

　──が、この首謀者は一体どうやってこの映像を手に入れた？

　鷹狩りの映像がふいに切り替わり、見事な野生の狼おおかみが映し出される。

　スタジアムの騒ぎも知らぬげに、狼はもの悲しく長い遠とお吠ぼえをした。

　それを背景に、若い男が画面に登場した。鋭い目の、なかなかのハンサムだ。

『俺は反政府勢力と呼ばれる集団、銀の狼のリーダーだ。アマゾフの非ひ道どうを訴えるため、このカメラの前に立っている』

　一瞬、スタジアムが静まり返った。

　さっきまでつかみ合っていた人々が動きを止め、銀の狼を凝視している。

　大統領は血管も切れんばかりにわめき散らしているが、兵士達はどうしても放送室に突入できないらしい。銀の狼グループが立てこもっているのだろう。

　海外プレス勢は手すりに鈴なりで撮影しており、中には放送室の攻防を撮ろうと果敢に突進していくのもいる。

『これは四十年前に我が国のステガ草原付近で撮られた映像だ。若き日のアマゾフとテルニガが仲良く並んで鷹狩りをしている。現在、片方は大統領と呼ばれ、片方は内戦拡大のきっかけとなったイシュク大虐殺の首謀者とされている』

　銀の狼リーダーは淡々と続けた。

　二人は幼い頃からの親友であり、共に成長してきた。だがある日突然たもとをわかち、別々の道を進むこととなる。アマゾフは地方に跋ばっ扈こしていた反政府勢力へ、テルニガは政府軍へ。ともに優秀であった二人は、それぞれの組織で地位を固めていく。

『だが、二人は仲なか違たがいしたわけではなかった。テルニガはアマゾフの手先として政府軍に潜り込んだに過ぎない。そして長い年月が過ぎ、とうとうあの日がやってきた。すでに将校まで上のぼり詰めていたテルニガは政府軍一いっ個こ大だい隊たいの装備をそのまま、ひそかに反政府軍へ横流しした』

　その時、冬基の隣に立つ者がいた。

　また須山かと思ってイラッときたが、横目で見て驚く。

「桃!?」

　キャスケット帽を深くかぶり、カメラを手にした桃がいた。スクリーンを見て首を振っている。

「あー、やっぱり照明ちょっと暗かったな。あのリーダーさんせっかくイケメンだからもっと光当てたかったんだけど、反射板がなくて」

「……どうしてここに」

　彼女は左腕の腕わん章しょうを指さしてみせた。ニコッと笑う。

「海外プレスパスです」

「あの映像はいったい」

「昨夜、突とっ貫かんで撮影、編集しました。私の初監督作品だっていうのに時間が取れなかったのが残念」

『我々がこの映像を入手したのはつい最近だ。これを保管していた者は今、我々の組織に加わり戦っている』

　──この騒ぎの首謀者は、桃。

　銀の狼ではない、自分の妹だ。

　理由は明白。

　カイがアマゾフを暗殺する前に失しっ脚きゃくさせ、逮捕させることだろう。牢ろう屋やに入れられてしまえば、暗殺はもう不可能に近くなる。

　だが、桃と真礼だけで出来ることではない。この短期間で銀の狼に連絡を取り、あの撮影をし、厳戒態勢の中でイベントジャックをしてテロ放送。無理だ。

　──一体、協力者は誰だ。

「あ、今からが私の初監督作品のハイライトなんです、見て見て」

　桃が白虎スクリーンを指さした。

　銀の狼のリーダーが歩き、暗い部屋へと移動する。

　中には男が一人、後ろ向きに座っている。シルエットからすると若そうだ。

『彼はイシュク大虐殺のたった一人の生き残りだ。母親から使命をたくされ、ここまで生き延びてきた。これをテジェニスタンの民たみ全てに見て欲しい』

　リーダーは若い男のシャツをめくり上げた。背中が剝むき出だしになる。

　痛々しい傷跡があった。ナイフで彫ったような古い紋もん様よう。

「……カイ？」

　冬基はスクリーンの中の男を凝視した。

　あの紋様は確かに、カイの背中のものと同じだが。

「いや、カイじゃないな。体型が違う」

「さっすがお兄ちゃん。やっぱり家族だから後ろ姿でも分かるんだね」

「偽物か」

「銀の狼のメンバーです。あの傷は特殊メイクだけど、紋様はカイさんのと全く同じだよ」

　冬基は口元を片手で覆おおい、頭を回転させた。

　なるほど、単にアマゾフの罪を暴こうとするだけではない。その手柄を全て銀の狼に譲ることで、カイを守ろうとしているのだ。

　これでもうテジェニスタン国民全て、いや世界中全てが、あの映像を撮ったのも銀の狼、イシュク大虐殺から生き延びたのも銀の狼のメンバーだと思い込むだろう。

『この傷は彼の母親から彫られたものだ。よく見れば分かるとおり、アマゾフの家か紋もんを示している。──彼の恐ろしい罪を示している』

　スタジアムが唸うなりだした。

　それまで互いに争っていた一般客たちが、そろってアマゾフを見上げている。

　それを制止する立場の兵士たちも、今や動きを止めていた。銃を手に、黙って大統領を見ている。

「さて、そろそろかな」

　桃は腕時計を見ながら首を傾けた。

　右耳にイヤホンを入れているらしく、誰かの指示を聞いているようだ。

「真礼ちゃん、退たい路ろ確保できたって。じゃ、行きましょうか」

「どこに」

「このままじゃ暴動が起きます、さっさと逃げましょう。──あ、でもその前に」

　帽子を脱いだ桃は、冬基の前に仁王立ちで立ちふさがると、両手に腰を当てた。

　前まえ屈かがみになって冬基に顔を近づけ、にやっと笑う。




「ざまーみろ！」
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　最高に悪い笑顔だった。

　今まで見たことのない、悪戯小僧のような表情だ。

「あースッキリした。じゃ、時間無いし行きましょうか」

　キャスケット帽をかぶり直した桃は、冬基の右手を握りしめた。

「こっちです！」

　走り出した桃に引っ張られ、冬基は貴賓席の通路を駆け上がった。

「みみみみ三ツ野さん、いったいどこに！」

　背後で須山の怯おびえた声がする。

　一応、振り返って教えてやった。

「あんたも逃げた方がいいですよ、下へ手たしたら発はっ砲ぽう騒ぎになります」

「えええええ」

　桃と冬基はスタジアムを駆け上がった。

　脱出するのかと思いきや、一般席の最上階まで昇っていく。

「どこ行くのさ」

「逃げるなら三人一緒に決まってますよ！」

　すでにスタジアムは蜂はちの巣をつついた騒ぎになっていた。

　大統領席に押し寄せようとする民衆、それに加わればいいのか押しとどめればいいのか分からない兵士、その渦か中ちゅうに果敢に飛び込んでいく海外プレスが団子になり、凄まじい混乱だ。

「いた！」

　桃が巨大看板の足元を指さした。

　──カイだ。

「絶対に大統領席がよく見えるとこに潜んでるはずって教官が言ってたんです。やっぱりここにいた！」

　カイは呆然と突っ立っていた。

　目の前で起こったことがまだ信じられず、完全に機能停止しているようだ。顔色は真っ青で脂あぶら汗あせが浮き、スクリーンに映される傷だらけの背中を凝視している。

「カイさん」

　彼は桃と冬基の姿も目に入らないようだった。おそらく声も聞こえていない。

　桃は彼の頰をいきなり両手で強く挟んだ。ぱしん、と高い音が響く。

「カイさん！」

　彼女はカイに顔を近づけ、強い口調で言った。

「呪のろいは解けました。もう終わりだよ」

　ようやく、カイの瞳が少しだけ動いた。

　急激に焦点が合い、桃の目を見ている。

「……終わり？」

「呪いは別に成じょう就じゅさせなくてもいいんだよ。解とけばいいだけ」

「あ、あれは、解けたことに──」

「なってるでしょ？」

　桃は真顔で言った。

「だってもう、あの人は死ぬでしょう？　この国の法律だと死刑になるでしょう？」

「桃」

「ね？」

　笑顔になった桃は、カイの手も引いて走り出そうとした。

　だがカイが動けない。

　ガクッと崩れ落ちると地面に膝をつき、肩で呼吸をしている。

「あ、いけない発ほっ作さだ」

「え、これ発作なの」

「必殺の『妹の笑顔』も効かなかったみたいです。しょうがないから、冬基お兄ちゃんがカイさん運んで下さい」

「俺が？」

　素で聞き返すと、桃は怒りの表情になった。

「この状況で他に誰がカイさん運ぶんですか！　私がおんぶできるわけないでしょう」

「えー、ま、いいけど」

　仕方なくカイを肩に担かつぎ上げた冬基は、桃の後をついて走り出した。警備兵はパニック中の一般客を抑制さえ出来ず、ただ右往左往している。

　その合間をするすると抜け、三人はスタジアムの通用口から飛び出た。

「こっちだよ！」

　真礼が叫んだ。

　荷馬車に乗って手た綱づなを持っている。

　彼女は勝手に荷台によじ登ろうとした他人を蹴けり落とし、桃の手を引っ張りあげた。

　続いてカイを担いだ冬基。

　三人が乗り込むやいなや、真礼の操あやつる荷馬車は駆けだした。道路もやはり大混乱で、逃げる人よりはスタジアムに殺さっ到とうしていく人々の方が多い。おそらくテレビの生中継であれを見た怒りの民衆が押し寄せているのだろう。

　冬基はいきなり、頭の上から布をばさっとかぶせられた。

「何これ」

「テジェンの民族衣装です。外国人は目立つから取りあえずそれ着といて下さい」

　そう言いながら、桃は自分も洋服の上から民族衣装をかぶった。気がつけば真礼も似たような格好をしている。

　冬基がもそもそと民族衣装に袖そでを通す間、桃はカイにもそれをかぶせていた。なるべく洋服が見えないよう、裾すそを引っ張っている。

「本当はですね、セスナとかで格好良く脱出したかったんです」

　桃がいきなり言った。

「は？」

「次じ点てんで馬。せめてジープ。あ、飛行船とかもいいですね」

「何言ってんの？」

「クライマックスシーンの画面映ばえの話ですよ。でも、遊牧民の荷馬車には遊牧民専用の通行証があってですね。逃げやすいんです」

「あー、これ確かに国境閉へい鎖さされかねない騒ぎだな」

「カザフ国境を越えて、外国人退たい避ひ命令が出るまで待ちましょう。それがたぶん、ゆっくり出来ます」

「んー、かもね。今ごろセイシンコーポレーションの奴らも大混乱だろうな。下手に内戦にまで発展したら、外国人は人ひと質じちになりかねないし」

「それは大丈夫です、内戦にはなりません。上手くコントロールしてもらいます」

　──コントロールしてもらう？

　冬基はカイの介抱をする桃の顔をじっと見つめた。

　そしてようやく気づいた。

「月氏か！」

「はい、カイさんのを横からかっさらいました」

「うっは。いくらで？」

「四千万ドルです」

「よ──」

　さすがに冬基も開いた口が塞がらなかった。それはかなりの大口プロジェクトだ。

「これが邦画の制作費ならかなりの大作が出来ますよね」

「……クソジジィの金か」

「はい。実は最初にもらったのは二千万だけで、あと二千万は今からおねだりする予定です」

　今度こそ目を大きく見開いた冬基は、大笑いしだした。

　荷台をこぶしで叩き、身をよじってヒーヒー言う。

「やっべえ、あいつの金で月氏雇って、クーデターしでかしたんだな？　首謀犯は全て銀の狼ってことにして」

「はい、あちらは歴史の立役者になりたい、こっちは身を隠したいで、利害が一致したんです。リーダーとはかたい握手を交わしました」

　その時、カイが小さくうめいた。

　のろのろと身を起こそうとするのを、桃が慌てて助け起こす。

「大丈夫？」

「……ああ」

　とは言いつつも、彼は力無く桃に寄りかかったままだった。

　たださっきよりも顔が少し穏やかになっている。脂汗も引っ込んだようだ。

　──呪いが解けた。

　桃はカイの背中を撫でつつも、冬基の頭にも手を伸ばしてきた。

「もちょっと髪、ぐしゃってして下さい。そんなに綺麗に整った髪、全然テジェン人に見えないから」

　そう言いつつ、桃の手が冬基の髪をかき回した。前髪を乱され、視界が悪くなる。

　桃が優しい口調で言った。

「三ツ野家の兄妹喧嘩は、妹の一人勝ちです。参りましたか？」

　冬基は思わす苦笑してしまった。

　さっきも「ざまーみろ」だの「スッキリした」だの言っていたし、冬基がカイの暗殺に手を貸そうとしたことがよほど腹立たしかったらしい。

　一呼吸おき、冬基はいきなり桃とカイをガバッと抱きしめた。

「きゃっ」

「うわ」

　桃は驚きつつもされるがままだったが、カイはひどく嫌がって暴れている。

　だが冬基はそれを力で押さえつけ、弟と妹をぎゅうぎゅうに抱きしめた。

「参った」

　腹の底から変な笑いがわいてくる。

　桃は冬基の返事に満足そうに頷いている。

　そしてカイはじたばたもがいている。

「おい、放せっ」

「参りましたよ、お姫様」

「分かればいいんです、分かれば」

　桃の小さな腕も、冬基とカイを抱き返した。結局二人でカイを挟み込む形になってしまう。

「じゃあ帰りましょう。そして三人で、ご飯を食べるんです」
















　朝の異人街シネマのホールで一人、桃ももはトマトを刻きざんでいた。あとは玉ねぎにナス、ズッキーニ。全て一センチ角のサイコロ状にしていく。

　今日は水曜日。映画館は休みにした。

　インド映画祭も大好評に終わり、一日だけメンテナンス日を設もうけた。まあメンテナンスするのは映写機器ではなく、オーナーである自分自身なのだが。

　野菜を切り終わったら、次はカッテージチーズ。これと野菜をオリーブオイルと塩しお胡こ椒しょうだけで味付ければ、ギリシャやトルコ映画に良く出てくる羊飼いのサラダの完成だ。

「ん、おいし」

　味見をした桃は満足してうなずいた。

　ちょうどタイミングよく、待ち人が現れる。

「桃ちゃん、おはよ」

「おはようございます、美よし子こママ」

　祖父の行きつけだったスナックのママだ。

　健けんの死後も桃のことを気にかけ、何かと世話を焼いてくれる。綺麗で優しい、年上のお友達だ。

「朝から呼び出してすみません」

「あらいいのよ。映画館モーニングだなんて素敵じゃない？」

　桃は簡易テーブルに羊飼いサラダとチーズパイ、ヨーグルトの朝食を並べた。これは美子ママのリクエスト、「ちょっと珍しい国の簡単なモーニング」だ。

　ＢＧＭにはギリシアを舞台としたミュージカル映画「マンマ・ミーア！」。世代によっては青春の象徴らしいＡＢＢＡアバだが、桃にとってはこの映画のイメージしかなく、聞けば反射的にエーゲ海の美しい風景と、やたらとテンションの高い登場人物たちが目に浮かぶ。

　美子ママは頂きます、と丁寧に手を合わせてから朝食に手をつけた。サラダを気に入ってくれたようだ。

「それにしても大変だったわねえ、三みツつ野の家も」

「はい、ようやく落ち着いて」

「桃ちゃんが修学旅行から帰ってきたとたん、お兄さん二人がテジェニスタン？　とかいう国に閉じ込められちゃって」

「偶然、二人ともあの騒ぎの時に仕事と研究であっちにいたんです」

　あの大騒ぎの後、カザフに抜けた桃と真ま礼れい、冬ふゆ基き、カイはそれぞれ別ルートで帰国した。

　桃と真礼は、そのまま観光客のふりでカザフの空港から成田に飛んだ。教官が全て手配してくれたので楽なものだった。

　冬基は国境付近で情勢が落ち着くのを待ち、そのままセイシンコーポレーションの同僚たちや多た良ら見みと合流した。外国からは再びの内戦突入かと見守られていたテジェンだが、大統領逮捕だけであっさり落ち着いたのだ。だが日本の外務省から退たい避ひ勧かん告こくは出ていたので、冬基は仕事仲間と共に日本へ帰ってきた。

　カイはテジェンの砂漠にいた発掘隊の元へ戻った。

　東ひがし森もり教授や古こ葉ば、安あん藤どうには、休日に地獄観光に行ったら伏せってしまい、しばらく地元の民家に世話になっていたと説明した。桃と真礼がカイを追いかけて突然テジェンに現れたりと色々不審な点はあったが、東森教授は何も聞かなかった。

　ただ、カイの顔を見て「お帰り」と笑ったそうだ。

　テジェン情勢が落ち着くまで発掘はいったん中止になり、日本隊とロシア隊はそれぞれ国に戻ることになった。必ずまた会おうと、教授二人、学生達はかたい抱ほう擁ようをかわしたそうだ。全て安藤から聞いた。

　彼らが日本に戻ってきてから、桃と真礼は二人で東森教授にお礼に行った。

　詳しい事情は説明せず、ただ「あの時はお世話になりました」と頭を下げると、彼は「みんな無事ならいいよ、無事なら」と笑っただけだった。

「でも不思議ね。今まで聞いたこともなかったような国に、たまたまお兄さん二人が別口で滞在してて、クーデターに遭あうなんて」

「星の巡り合わせですかね」

　二人は世間話をしながら和なごやかに朝食をとった。

　今までも美子ママには定期的に近況報告を行っていたが、水曜日の朝、しかも映画館まで来てもらったのは初めてだ。

　だが、どうしても水曜日でないと駄目だった。

「そう言えば今朝の新聞に、三ツ野剛ごう太た郎ろうさんが出てたわよ」

　何気なくそう言われ、桃は笑顔を保つのに苦労した。

「……どんな記事ですか？」

「つい最近まで入院されてたんですって？　それが退院したとたん、また新しい会社を立ち上げるって宣言したんですって。ご高齢なのに凄すごいわよねえ」

　さすがに驚いたが、剛太郎を間接的に煽あおったのは、実は桃だ。

　日本に戻ってきてまず、桃は彼の病院へと行った。二十億円を出してくれた出資者、かつこれから新たに二十億円をたかる相手でもあるのだ。

　桃は全てを包み隠さずに説明し、「傭よう兵へいに前金は払いました。残りの成功報ほう酬しゅうを出して下さい」と要求すると、さすがの剛太郎も激怒した。点滴の管くだが引っこ抜ける勢いで暴れ出して看護師たちに取り押さえられ、鎮静剤まで打たれたのだ。

　だが今さら剛太郎が暴れようが怒鳴ろうが結果は変わらない。真礼によれば、月げっ氏しの代金を踏み倒せば桃本人はもちろん、三ツ野家のおもだった面々に保険金をかけられて殺されるだろう、とのことだった。もちろん祖父である剛太郎も対象になるはずだ。




　──まだまだ隠し財産かかえこんでますよね？　それをいま吐き出すか、殺された後に月氏から奪われるかの違いだけですよ。




　剛太郎はブツブツ言っていたが、仕方なく二十億円のさらなる融ゆう資しを約束してくれた。桃が最初に「おねだり」したのは二億円なのだから、実に二十倍にも膨ふくれあがったことになる。




　──まったく、可愛いツラしてとんだタマだぜ、俺の孫娘はよ。




　──見た目に反して中身が黒い、ってキャラはもう使い古されてるんですよ、お爺じいさま。逆に見た目が恐ろしくても実は天使の方が今の映画界のトレンドです。お爺さまも、トレンドを目指されてはいかがですか？




　見た目も中身も真っ黒なのだから、老おい先短い貴方あなたもせめて良い人ぶってはどうですか、との忠告のつもりだった。

　だが剛太郎はそれを、別の意味に受け取ったらしい。




　──なるほど、散々悪あく行ぎょうの限りを尽くしていた俺がちょっとでも善ぜん行こうをつみゃあ、落差でえらく驚かれるかもな。




　つまり彼は、「雨の中で子猫を拾えばろくでもない不良でも評価は跳ね上がる」というギャップを利用すれば、まだまだ人を騙だませるだろうと考えついたのだ。

　あげく、退院するなり起業宣言か。大したバイタリティだが、どうせまた冬基とえげつない第二ラウンドを始めるだろう。カイに手を出さない限りは放置しておくことにしよう。

　食後のコーヒーまでおしゃべりは弾み、美子ママは帰る間際、桃の頰にそっと触れた。

「健ちゃんが逝いってから、まだ二年も経たってないのね。なのに桃ちゃん、こんなに大人になった」

「そうですか？」

「女の子の成長って早いわ。まんまるだったほっぺた、ちょっとシュッとしたわよ」

「ほんとに！」

　それは実に嬉しい褒ほめ言葉だった。ふくれた餅もちのような輪りん郭かくが自分では好きではなかったので、シャープになったなんて夢のようだ。

　美子ママが帰ると、次はランチの準備だ。

「忙しい、忙しい」

　昨夜作っておいたカレー数種類を温め、インド料理店で買ってきたナンとチャパティも並べた。飲み物はもちろんヨーグルトドリンクのラッシーだ。

　カレーパーティの準備が出来ると、ぞろぞろとランチ客が入ってきた。

「オーナー、きたよー」

「おー、良い匂い！」

　異人街シネマのスタッフさんたちだ。映写技師からホールスタッフもろもろで七人。

　最も古株の皆みな川がわが、鼻をひくひくさせた。

「うちの母ちゃんのカレーとはだいぶ違う匂いだな」

「スパイスから挽ひいたんです。頑張ったんですよ」

　インド映画祭に連日通ってくれた近くのインド料理店オーナーから教わったものだ。初心者でも作れるよう簡易化されたレシピで、バターチキンにマトンマサラ、海え老び、魚のカレーの四種類。カレー以外には手が回らなかったので、ナンとサフランライス、チャパティ、タンドリーチキン、サモサ、サラダはその料理店から買ってきた。かなりのボリュームになったが、若者が多いので大丈夫だろう。

　それぞれに飲み物が行き渡ると、ランチの乾杯だ。

「では先のインド映画祭大成功を祝って。せーの、かんぱーい！」

「かんぱーい！」

　きゃあきゃあとはしゃぎながらカレーを食べた。スクリーンにかけているのは未いまだロングランヒット中の青春映画「きっと、うまくいく」だ。

　現代の大学生たちが主人公で、テーマも結構真面目なのに、インド映画なので踊る。踊る必要が無いシーンでも踊る。なので観ているこちらも自然と動きたくなってくる。最年長の皆川も楽しそうだ。

「インドの映画ってのは色彩豊かだよなあ。フィルム回す方も何だか自然と笑っちまってよ」

　彼がカレーを食べられなかった時のために一応和食も用意していたが、大丈夫そうだった。結構もりもりと食べてくれる。

　スタッフの女子大生が言った。

「それにしても大変だったね、お兄さん二人とも」

「はい、無事に戻って来てくれて本当によかったです」

　さっき美子ママに説明したことをまた繰り返した。長ちょう兄けいは仕事、次じ兄けいは発掘隊でそれぞれ別にテジェニスタンに入っていた時、あの騒ぎが持ち上がった。だが退避勧告を受けどちらも素早く戻って来た。

「テレビで何度も流れてるあの告発映像さあ、酷ひどいよねアレ」

「いやマジだよ。背中にあんな傷彫るとかさあ」

「でも鷹たか狩がりのシーンはかっこよかったよな。今でもいるのかなー、ああいうの」

　彼らの会話を聞きながらも、皆川は何も言わない。

　あの鷹狩りシーンを桃に送ってくれたのは彼だ。

　携帯を使うのさえ苦手なのに、孫にレッスンを受けながらフィルムを四し苦く八はっ苦くしてデータ化し、ファイルを送ってくれたのだ。

　彼は今回の騒動について何か思うところはあるのだろうが、尋ねてはこない。いずれ落ち着いたら、桃から話そうと思っている。

「でもさ、テレビでテジェニスタンの特集見た時に思ったけど、絨じゅう毯たん似てない？」

　女子大生が突然、そんなことを言い出した。

「絨毯？」

「あの国ってみんな絨毯織るんでしょ？　異人街シネマの玄関に敷いてある赤いやつ、よく似てない？」

　──さすが女子スタッフ、よく気づきました。

　桃は内心、感心した。みんな毎日踏んでいるのに、あれがテジェニスタン製だと気づいたのは彼女だけだ。

　桃は微笑ほほえんで言った。

「お爺じいちゃん、若い頃に中央アジア放浪してたから。その時に買ってきたのかも」

「あー、なるほど！　やっぱり化か繊せんと違って毛け織おり物ものっていいよねえ」

「え、何が違うの」

「馬鹿、光こう沢たくが全然違うでしょ」

　話題はすぐに化繊と毛織物に移っていった。男性スタッフはこぞって、何が違うのか分からないと言っている。

　黙ってそれを聞きながら、桃はあの絨毯はクリーニングに出そう、と決めた。きっと恐ろしく高いだろうが、自分とカイの生まれた国のものだ。

　今年の春、カイがここの玄関ホールで発作を起こして倒れた。あまりに突然で驚いたが、あれは絨毯の柄を見て過去が蘇よみがえったのだろう。

　だが、今の彼なら大丈夫。もう赤い絨毯を見ても発作は起きない。

「ねえ来年は春の特集どうするの？」

「インドがここまで当たるとまたやりたくなるよな」

「北欧特集とか？　『サーミの血』がヴェネツィアで新人監督賞だったし」

　スタッフ達は映画の話に夢中だった。桃も夢中になってしゃべった。

　カレーパーティが終わると、彼らはまたぞろぞろと帰って行った。次にも客が控えていることを知っているのだ。

「忙しい、忙しい」

　さて、ランチ客が終わったら次はオヤツ客だ。

　オヤツと言っても甘い物だけでは足りないだろう。何せ、よく食べる人たちだ。

「桃ちゃん、来たよー」

「お邪魔するよ」

　東森研究室ご一行様だ。

　東森教授、古葉、安藤──そして、カイ。

　カイ以外はすっかり日焼けし、古葉に至ってはもう日本人に見えない黒さだ。発掘用防ぼう塵じんゴーグルの跡もくっきりと残っている。

「オヤツパーティって何なに？」

「ホットドッグとビールです！」

「うおおおお、最高ー！」

　季節外れの秋だというのに、古葉と安藤はまるで夏のバーベキューであるかのように喜んでくれた。やはりアウトドア派には肉だ。あとは大量のドーナツ。彼らはなぜか片手で食べやすいものを好む。

　カイは相変わらず無表情で黙もく々もくと食べているが、以前とは少し、雰囲気が違う。

　出会った頃の彼は能のう面めんのようだった。表情の変化というものが無く、ＣＧモデルが動いているように見えた。

　だが帰国してからはわずかに感情を表すようになった。少し目を見開く、微妙に眉根を寄せる、その程度ではあるのだが。

（たぶん、この三人のおかげもあるんだろうなあ）

　飄ひょう々ひょうとした東森教授、面倒見の良い古葉、調子のいい安藤、彼らに囲まれてカイはＣＧから人間になった。

　安藤がキョロキョロしながら言った。

「桃ちゃん、真礼ちゃんは？」

「ああ、今日はちょっと忙しいそうです」

　それは本当だ。あの事件の後処理はまだ続いており、真礼は公安がどれだけ事実をつかんでいるかを調べている。

　だがこの後の客であることは、安藤には黙っておいた方がいいだろう。

「……そうなんだ」

　あからさまにガッカリした安藤に、桃は苦笑して言った。

「またすぐ会えますよ。研究室の方、しばらくヒマだって聞きましたけど」

「ヒマっていうか、発掘がお休みになっちゃったから予定がずれただけ。日露共同調査隊再開に向けて、色々準備はあるんだよね」

「そうだよなあ、語学だよな」

「そうそう、マジでそれ！　だって次、アンドレイさんとレナト君いないんでしょ？　テジェン語分かる人、いないじゃん」

　教官と助手か。

　傭兵のはずの彼らは発掘隊の中でも恐ろしく役に立っていたらしい。全く、いったい何者なんだろう。

　すると、カイがボソッと言った。

「……テジェン語なら……」

「え？」

「テジェン語なら、覚えた」

　一瞬、ホールが静まり返った。

　すぐにどよめきがあがる。

「ええええええ、まじでええええ!?」

「ちょ、三ツ野お前、ほんと何者……」

「三ツ野君ほんと？　テジェン語ってロシア語とは全然違う語族でしょ？」

　東森教授もさすがに驚いているようだ。

　カイは戸惑いながらもうなずいた。

「文法はそんなに難しくないから……聞いてたら覚えました」

　それを聞いた桃は感動した。母国語だから話せて当たり前なのだが、カイは「言い訳」というスキルを覚えたのだ。

　安藤が身もだえしながら叫んだ。

「やっべえええ、やべええ、俺もそれ言ってみたいよ、聞いてたら外国語覚えたっていうの！」

「うーん、語学の才能凄いな三ツ野。こりゃ文系の研究室からも勧誘凄いはずだわ」

　すると東森教授がつーんと顎を上げた。

「でも三ツ野君は、うちに来てくれたもーん」

「──はい」

　カイがうなずいた。

「発掘再開、楽しみにしています」

「うん、頑張ろうね」

　東森教授が笑うと、カイは再びこくりとうなずいた。表情に変化は無いのに、どこか子供っぽい仕草にも見えた。

　それを見ていた桃は、ふいに涙が出そうになった。

　カイがこの研究室を選んだのは、テジェニスタンに入る口実のためだけだ。彼の頭脳ならどの分野でも選べた。

　だがカイは今、本当に発掘に行きたいと思っている。

　この仲間たちと再び故郷の砂漠を訪れたいと、そう願っているのだ。










　ディナーの客は、夜九時過ぎに集合だ。それぞれ仕事で忙しいので遅い時間設定にした。

「桃」

「真礼ちゃん」

　パンツスーツ姿の真礼は、テーブルに真まっ直すぐ近寄るなりミートボールをつまみ食いした。もぐもぐと口を動かしながら言う。

「あー疲れた。公安ってやだね」

「大丈夫だった？」

「まあね」

　彼女は今まで、公安の町まち田だと美み亜あと対決していた。お互いに情報を小出しにしつつの探り合いだったらしい。

「公安の人たちはどこまで知ってるの？」

「概がい要ようはほぼ全部、って感じかな。健さんのフィルムもカイの背中の傷もぜーんぶ銀の狼おおかみに譲った、ってのは知ってる。ま、あっちとしては日本人の三ツ野カイが騒ぎを起こすより百倍マシだろ。内心ホッとしてんじゃないの」

「だったらいいけど。早く監視といてくれないかなあ」

「テジェン情勢が落ち着いたら剝はがれるさ。あっちも忙しいからね」

　町田と美亜が真礼に付きまとうのは、あの事件の首謀者が彼女だと思っているからだ。あの作戦を考えて実行したのが桃だとは想像だにしていないらしい。

　やがて冬基もやって来た。

　真っ直ぐミートボールに近寄ってつまみ食いするという、真礼と全く同じ行動を取りながら尋ねる。

「カイはまだなの」

「東森教授たちを車で送っていきました。安藤さんが真礼ちゃん真礼ちゃんって泣き上じょう戸ごになって大変で。今ごろ古葉さんがまた面倒見てますよ」

「へー、安藤君あれ結構本気だよね。真礼もデートぐらいしてやったら？」

「何でアンタにそんな指示されなきゃなのさ。口だけ男は黙ってろ」

　──おや。

　真礼は「デートなんて冗談じゃない」などと一刀両断にはしなかった。もしかして多少はほだされてきたのだろうか。

　そんな話をしていると、カイが戻って来た。

　やっぱり無表情なのに心なしかうんざりしているように見えるのは、安藤に泣きつかれでもしたのだろうか。それを想像した桃は一人で笑ってしまった。

「さて、三ツ野三兄妹とアタシは揃った。あと、客は」

「もう来ましたよ」

　入り口に人影が二つ、現れた。

　教官と助手だ。

　一瞬、桃の身体に緊張が走った。テジェニスタンのウイグル料理店の天窓から彼らが入ってきた時の衝撃を思い出したのだ。

　だがすぐに、彼らがやってくれた仕事の数々を思い出して力を抜く。あの作戦を大まかに描いたのは桃だが、遂すい行こうできたのは彼らの協力があったからだ。説得できて本当によかった。

　ふう、と息をついた桃は、両腕を広げてにこりと笑った。

「そろいましたね。では、ディナーを始めましょうか」

　映画に出てくるイタリア料理を、頑張って再現してみた。ゴッドファーザーのミートボールパスタはもちろん、ポルチーニ茸だけのリゾット、ボンゴレのリングィネ、めん鶏グリルのそら豆ピューレなど、桃が作れるものは何でも作ってみた。

　サーブしながらも、桃は主しゅ賓ひんである教官と助手の反応が気になって仕方が無かった。二人とももの凄いお金持ちではあるだろうから、舌も肥えているかもしれない。女子高生の手料理など口に合うだろうか。

　だが教官はにこやかに言った。

「美味しいですよ、このリングィネ」

「ほ、本当ですか」

「はい。イタリア任務の時に散々食べましたが、あちらの家庭料理の味ですね」

「よかった。レストランの味って言われるより嬉しいです」

　桃がホッとしていると、教官は助手にも声をかけた。

「君はどうですか？　どの料理が好きですか？」

　顔を上げた助手は、しばらく考え込んでいた。どれも口に合わなかったのかと桃がハラハラしていると、ようやくフォークでパスタを指す。

「その……丸い肉」

「ミートボールですか？　ゴッドファーザーのレシピなんですけど」

　桃は勢い込んでそう言ったが、助手は小さくうなずいたのみで、また黙々と食べ始めた。会話を続ける気がないらしい。

（何だろう、カイさんは人との間に壁を作ってた感じがしたけど、助手さんは単なるコミュ障しょうって気がするなあ）

　再び心のメモに書き留めていると、教官が口元をナプキンでぬぐい、言った。

「さて依頼されていた調査の結果です。行方不明だった三ツ野啓けい二じ氏は死亡されています。間違いありません」

　──ああ。

　一瞬、すっと足元が冷たくなった。

　十八年前の内乱で消息不明になっていたという桃と冬基の父、啓二。もしかしたら生きている可能性もあるかと思っていたが、やはり死んでいたのか。

「中央アジアを放浪していた啓二氏は十八年前にテジェン人女性アルマとイシュクで出会い、一子を儲もうけました。それが桃さんです」

「アルマ。私のお母さんはアルマって名前なんですね」

　最も知りたかった母の名前。少し心が温かくなってくる。

　すると、カツン、と金属音がした。

　カイが呆然とした顔でフォークを取り落としている。

「カイさん、どうし──」

「アルマ。アルマというのか」

　カイはひどく驚いた様子だった。教官の顔を食い入るように見ている。

「はい、そうです。あなたの母であるツオーラさんの妹に当たります」

「……え？」

「つまり、カイさんと桃さんはいとこ同士ですね」

　自分とカイがいとこ。

　頭が真っ白になった桃だったが、すぐに我に返った。勢い込んで立ち上がる。

「本当ですか!?」

「本当です。遺い骨こつを探り当ててＤＮＡ鑑定もしたので間違いありません」

「おいおいおい、冬基さんよ」

　真礼がゆらっと立ち上がった。きつい顔で冬基をにらんでいる。

「あんた言ったよね、カイと桃に血縁関係がないか調べたって。そしたら無いつったろ」

「兄妹じゃない、って言っただけだよ。血縁関係が無い、とは一言も言ってない」

　桃はぽかんと口を開いて二人のやりとりを眺めていた。

　それから、そろり、そろりとカイに目をやる。

　カイも真っ直ぐ、驚きの目で桃を見ていた。

「いとこ。私とカイさんっていとこだったんだ……」

　感激で声が詰まりそうになった。

「じゃあ私、どちらのお兄ちゃんとも血がつながってるんだね」

　それを冬基が知っていて黙っていたというのは本当に腹立たしいが、それは後で問い詰めるとしよう。どうせカイを操あやつる材料に出来ないかと、隠していたのだろう。

「そこでイシュク大だい虐ぎゃく殺さつが起こります。啓二氏はアルマさんと赤ん坊の桃さんを連れて何とか逃げ出しますが、大混乱の中、アルマさんとはぐれてしまいます。代わりに見つけたのが、当時六歳だったカイさんでした」

　啓二は桃とカイを連れ、何とかイシュクから脱出した。

　本当はアルマを捜しに戻りたかったが、彼女が最後に叫んだ「何があろうとこの子を守って」という言葉が彼を動かしたのだ。

　啓二は子供二人を連れて内戦状態のテジェンを出国、日本に戻ってきた。そして自分の妻である薫かおるにはカイを、ただの友人であった矢や水すい健には桃をたくす。

　二人の子を日本人に偽ぎ装そうし終えた啓二は、再びテジェンにとって返した。アルマを捜すためだ。

　啓二は難民キャンプでアルマと再会出来た。だが喜びもつかの間、そこも政府軍により爆撃され、二人は死んでしまう。

　冬基が呆れたように言った。

「なるほどな、謎が解けた。あのクソオヤジがなぜ赤の他人のカイを養子にして、桃を他人に預けたか」

　それは桃もずっと疑問だった。

　どうして自分は三ツ野邸に引き取られなかったのか。

「アイツは背中に大虐殺の印が刻まれた物ぶっ騒そうなカイと、大事な我が子である桃を一緒に育てさせたくなかったんだ。だから自分の妻にはカイを押しつけ、桃の方は老人の養子にして隠した」

　冬基は皮肉そうに笑った。

「やっぱり剛太郎の息子だよな、アイツも。クズが」










　日付が変わるころ、ディナーの客は帰き途とについた。

　教官はマナーに則のっとった礼を言い、助手の方は何か言いたそうにそわそわしていた。

「どうしたんです？」

　教官にうながされ、助手はようやく決心したようにカイに言う。

「今度さして」

　さして、が、チェスを指して、の意味だと気づくのに、桃はだいぶかかった。

　カイがうなずく。

「盤ばん面めんで」

「うん、画面じゃなく盤面で」

　チェスの約束をした助手はくるりと背を向けると、さっさと異人街シネマを出て行った。

　慇いん懃ぎんな礼をした教官も後を追う。

　真礼がふうっとため息をついた。

「あれが有名な、教官と助手ねえ。何かまだ信じらんないよ」

「ちょっと変わってるよね、彼ら」

　冬基の言葉に真礼は肩をすくめる。

「ちょっとなんてもんじゃないだろ。──じゃ、アタシも帰るよ」

　桃は引き留めなかった。

　これが水曜日じゃなかったら、もっとゆっくりと言いたいところなのだが。真礼はちゃんと、今日が桃にとって大事な儀式の日だと分かっているのだ。

「真礼ちゃん、色々ありがとうね」

「ああ。じゃあ、また」

　また、という言葉に、ふいに桃は不安になった。

　彼女に駆け寄って真っ直ぐ見上げる。

「あの……もう私のボディガードの任務は終わったと思うけど……友達としてそばにいてくれる？」

　すると彼女はフッと笑った。

　桃の髪をくしゃっとかきまぜ、つむじにキスをする。

「当たり前だろ。──じゃ、また」

　彼女が去って行くと、三人だけが異人街シネマに残された。

　腕時計を見た冬基が言う。

「俺たちも屋敷もどる？　そろそろ日付変わっちゃうよ」

「ま、待って」

「ん？」

「待って下さい、もう少しここに一緒にいて」

「何で」

「何でもいいから！」

　桃の剣幕に冬基は肩をすくめ、はいはいと座り直した。カイも驚いた顔で桃を見ている。

「何があるの？」

「朝ご飯です。ティファニーで朝食を、に出てくるようなキュウリのサンドイッチ」

「……まさか俺たち、朝までここにいてそれを食べなきゃなの？」

「朝までじゃなくていいんです、水曜日が終わりさえすれば」

　頑固に言い張ると、冬基はそれ以上何も聞かなかった。黙ってグラスを傾ける。

　カイも珍しく、自分から酒を飲んでいた。何か考え込んでいるようだ。

　桃がスマホをにらんでいると、ようやく日付が変わった。──木曜日だ。

　立ち上がった桃は、キュウリのサンドイッチを作り始めた。ただパンにバターとマヨネーズを塗って、キュウリの薄切りを挟むだけのもの。特に変わった味でもない。

「はい、どうぞ」

　桃が差し出したキュウリのサンドイッチを、二人は黙って受け取った。黙々と食べる。

　お腹いっぱいだった桃も頑張って食べた。だってこれは大事な儀式なんだから。

「これで私たち、水曜日が終わっても三人そろってご飯を食べる仲になりました」

　桃が言うと、冬基がきょとんと目を見開いた。

「ははあ、そう来たか」

「そう来たかじゃないです、形は重要です」

　すると、珍しくカイから口を開いた。

「形は重要だ、確かに」

「そうですよね！」

「テジェン語に、いとこという単語はない。同じ屋根の下で暮らすいとこは全て、弟、妹と呼ばれるからだ」

　──妹。

「俺は赤ん坊だったお前に、フェルトの玉を作ってやったことがある。あれは俺の、妹だった」

　桃の目に涙が浮かんできた。カイが静かに言う。

「このサンドイッチに少し味を感じる。味覚が戻ったのか、単なる錯覚かは分からないが」

「カイさん」

　彼は笑っていた。

　初めて見る微笑みは、想像していたよりずっと綺麗だった。
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　冬基が眉をしかめて言う。

「感動的な兄妹の会話中悪いけどさ、雨、降ってきたっぽいよ。もう帰っていい？」

「もう！　どうして冬基お兄ちゃんはそうなんですか！　これ、映画ならエンディングなんですよ」

「映画ならね」

　帰るといいつつ、冬基はそこにいた。

　三人で黙ってサンドイッチを食べる。

　彼らと初めて出会ったのは、雨の水曜日だった。

　だが私たちは今、水曜日が終わっても一緒にご飯を食べているのだ。
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　ミッションスクールの十二月は忙しい。

　学校行事の目玉であるクリスマスミサを控えて聖歌隊やハンドベル部は朝夕の練習に励はげみ、キリスト聖せい誕たん劇げきを演じる演劇部の稽けい古こも熱が入ってくる。神父様のお説教は三割増し長くなり、シスター達も「街は浮かれていますが貴女あなたたちは云うん々ぬん」と非行への牽けん制せいを繰り返す。さすが師も走る月だ。

　もちろん、クリスチャンではない生徒もあれこれと慈じ善ぜん行事にかり出されることになる。

　桃もものクラスは生徒の保護者たちから寄付された物資の仕分け担当だった。被災地に送るための食料や衣料品を各家庭から持ち寄ってもらい、それを分ぶん別べつしてから自治体へと送るのだ。さすがに聖カテリナ女学院の保護者からの寄付とあり、贈答品らしき未使用のブランド寝具やタオル、高級食材詰め合わせなどがどっさりとある。

　水曜日の放課後、それらを箱詰めしていた時だった。

　妙に焦あせった顔の担任シスターが、桃のクラスのドアを開いた。なぜか隣のクラスの担任もいる。

　二人は教室で作業する女生徒たちを一通り見回すと、ひそひそと相談し、やがて小さくうなずき合った。

「三みツつ野の桃さん、出で井い戸ど真ま礼れいさん、こちらへ」

　いきなり名指しされ、桃と真礼は顔を見合わせた。

　手招きされて廊下に出れば、担任がおもねるような笑みで言う。

「突然で悪いのですが、二人は今からクリスマス街頭募金へと回ってくれませんか？」

「え？」

　クリスマス街頭募金とは横浜市内のミッションスクール九校が行っている活動で、街頭に立って難民支援への募金を呼びかけるものだ。カトリック校とプロテスタント校が一緒になって行う唯一の学校合同行事で、寒かん風ぷう吹きすさぶ街頭に立って声を張り上げるという苦く行ぎょうでありながらも、聖カテリナの女子生徒から人気は高かった。他校の男子生徒とおおっぴらに知り合える、唯一の機会だからだ。

　今年の街頭募金は隣のクラスが担当で、くじ引きを当てた委員長はクラス中から褒ほめ称たたえられたと聞いたが。

　隣クラスの担任シスターが、どこかばつが悪そうに言う。

「ごめんなさいね、いきなり。うちのクラスから欠員が出ちゃって」

「急病ですか？　その子、大丈夫だったんですか？」

　桃は心配そうに聞いてみた。この二人の様子からしてそうでないことは想像できたが、純粋に病人を気遣っている表情を作って見せる。むろん、このシスター二人に罪悪感を持たせるためだ。

　シスターたちは焦ったように目線をかわした。担任が咳せき払ばらいし、作り笑いで言う。

「そうなのです、赤レンガ倉庫担当のグループがみんな風邪を引いたそうで、早退したので──」

「なら、そっちのクラスで欠員補充すりゃいいじゃないですか。何でうちに来るんですか」

　真礼がずばっと切り込んだが、二人のシスターは口ごもり、ろくな説明も出来なかった。ただ人手が足りないと繰り返すばかりだ。やはり何かトラブルがあったのだろう。

　怪しいことこの上なかったが、桃と真礼は引き受けることにした。

　延々と箱詰め作業を繰り返すよりは外に出たかったし、多少の厄やっ介かいごとなら太た刀ち打うちできる自信はあった。何せつい最近、大統領暗殺未遂に関わった兄を救ったばかりなのだ。もちろん、ただ引き受けるだけではなく今後の箱詰め作業は一切免除、との約束も取り付けた。

　桃と真礼は、隣の担任シスターが運転する車で横浜港の赤レンガ倉庫まで送られた。

　亡くなった祖父によれば、ここは以前、黒ずんだ洋風建築の倉庫が並ぶだけの殺さっ風ぷう景けいな場所だったらしい。一時は傷いたみも激しく、悪ガキどもの落書きで酷ひどい有様だったそうだ。だが桃が生まれた年辺りには再開発が進み、ベイエリアスポットとして生まれ変わった。今や横浜観光の目玉の一つで、デートコースとしても大人気だ。

　そのお洒しゃ落れエリアのど真ん中、赤レンガ倉庫一号館と二号館の間に、他校の生徒が数人、募金箱を抱えて立っていた。

　夕暮れの冷たい海風が吹く中、マスクとマフラーで完全防備ではあったが、みんな目が死んでいる。

　隣クラスの担任シスターと共に彼らに近づきながら、桃は不思議に思った。

（……あれ？）

　女子生徒しかいない。女子校、共学、制服は様々だが、みんな女の子だ。

　合同で募金活動をしている他校の男子生徒と知り合えるからこそ、聖カテリナでも人気の奉ほう仕し活動だったのに。

　シスターが彼らに声をかけた。

「皆さん、お待たせしてごめんなさいね。聖カテリナから交代に来てくれた三ツ野さんと出井戸さんです、よろしくね」

　それにはろくな返事がなかった。ハァ、と目をそらすだけの子や、あからさまに無視して顔をそむける子、中には小さく舌打ちしている子までいる。もし聖カテリナの生徒が他校の先生にこんな態度を取ろうものなら、説教三時間の礼拝堂床磨みがきコースだ。

　それから募金箱を渡され、桃と真礼は彼女たちの横に並んだ。シスターは他のグループを見てくると言って逃げるように去って行く。どうも、よほど根の深いトラブルらしい。

「こんにちは。どちらの学校からですか？」

　桃はにこやかに隣の女生徒に話しかけてみた。制服で近くのプロテスタント女子校だと分かってはいたが、話のきっかけだ。

　だがその子は目も合わせてくれなかった。ボソッと言われる。

「どこでもいーじゃん」

　彼女だけでなく、他校生たちはみんなあからさまに桃と真礼に敵対心を抱いているようだった。ひそひそと囁き合い、これ見よがしな視線を送ってはまた目をそらす。お高くとまっちゃって、と言われているようだ。

　以前の桃なら、初対面の他校生たちにこんな態度を取られたら動揺して涙目になっていたことだろう。全く身に覚えが無いのだ。

　だが、今は違う。

「桃、あたしゃこういうのすっげー面倒くさいんだけど。こいつらシメていい？」

　うんざりしたように言う真礼を、桃は笑顔で制止した。

「ちょっと待ってくれる、真礼ちゃん。面白いから私、もうちょっと調べたい」

　なぜ、ここには女子生徒しかいないのか？

　なぜ、シスターは逃げるように去ったのか？

　──そしてなぜ、桃と真礼はご指名されたあげく、他校生から嫌われているのか？

　これらの謎に妙にわくわくした。今日は久しぶりに冬ふゆ基きもカイもそろう水曜日だし、解決したら三ツ野家の晩ばん餐さん会かいのネタにしよう。

　桃は他校生の中で一人だけ、桃たちに同情的な顔をしている子に目をつけた。メソジスト派系列の共学校の制服だ。確か、かなり真面目な学校だったはず。

　さりげなく彼女に近づき、桃は自分の横顔がよく見えるようにした。おどおどと周りの子を見回し、怯おびえた目を伏せて見せ、小さく唇を嚙む。真礼も心得たもので、その桃の背中をなだめるようにさすっている。

　やがて、その共学校の子が桃と真礼に近づいてきた。使い捨てカイロを差し出す。

「いる？」

「……ありがとう」

「気にすることないよ、八つ当たりなんだから」

「八つ当たり？」

「あの子たち、横クリの男子たちと引き離されちゃったからさ」

　横クリとは横浜クリストファー学園の略で、プロテスタントの男子校だ。自由すぎる校風と微妙な偏差値のせいかチャラチャラした男子が多く、聖カテリナの制服を見ればナンパしてくる彼らを桃は好きではなかった。今年から募金活動に参加し始めたはずの横クリだが、それがどうしたのだろう。

　共学の子は声をひそめ、桃と真礼に囁いた。

「三日前まではさ、横クリもだけど、うちの男子とかも一緒に募金やってたんだよ。おしゃべりしながら結構楽しくさ。でも、聖カテリナのＯＧから『在校生が路上で男とイチャイチャしてる』ってクレーム入って」

「ああ……」

　泣く子も黙る聖カテリナＯＧのおばさま方。彼女たちは横浜中に網あみを張り巡めぐらせており、在校生が「不適切な」場所に出入りをしたり、男と話しているのを見かけようものなら、速攻で学園に密告してくる。上流階級の奥様が多いので理事長も逆らえず、校内の締め付けはますます厳しくなっていく。たとえ兄や弟ととでも一緒に外を歩くのは遠慮すること、という馬鹿みたいな校則は、この密告制度のたまものだ。

　そんな聖カテリナＯＧも、今まではクリスマス街頭募金に限り他校男子生徒との活動を黙もく認にんしてきた。キリスト教の慈善活動であるし、真面目に募金を呼びかけているだけなら口出しはしなかった。

　だが、今年から参加した軽いノリの横クリ男子と聖カテリナ乙女が楽しそうに話しているのを目撃して黙っていられなくなり学園にクレーム、聖カテリナ側から他校に呼びかけて「男女は分かれて募金活動をしましょう」となったわけだ。他の女子校生徒たちにしてみれば、聖カテリナのおかげで他校男子と仲良くする機会を失ったことになる。

　きっと隣のクラスから聖カテリナ代表として参加した子たちは、この針のむしろの雰囲気に耐えられず仮病で逃げたのだろう。シスターにさえ舌打ちするような他校生だ、もっと直接的な悪口もくらったに違いない。

　しかも、だ。

「あれー、聖カテリナの制服じゃーん」

　昼間から酔っ払った大学生のグループがふらふらと近づいてきた。募金グループの中で真っ先に桃と真礼に目をつけ、財布を取り出しながら言う。

「えー二人ともかわいー、カテリナ乙女ってあんま学校の外に出してもらえないんじゃなかった？　こんなとこで募金とかしててダイジョブ？」

「恵まれない人々に支援の手をお願いいたします」

　桃は適当にあしらい、彼らから数百円ずつの募金をゲットしたが、ふと気づけば他の女子校の生徒がこちらをにらんでいる。制服の威力の差とでもいうか、きっと今までもこうしてわざわざ聖カテリナの生徒にだけ募金した不ふ埒らちものが多かったのだろう。

　──恨まれて当然だな、これは。

　桃は軽くため息をついた。聖カテリナはただでさえ、金持ちお嬢様女子校ということで他の女子校からは反発を買っている。それが他校男子との交流の機会を奪ったあげく、自分たちは他の男にチヤホヤされて募金をせしめるのでは、舌打ちの一つや二つ、したくもなるだろう。

　自分と真礼がわざわざ呼び出されたのにも納得した。

　隣のクラスの生徒は次々と募金から逃げ出し、他クラスに頼らざるを得なかった。その中で態度の悪い他校生に対抗できそうな人材として、常におっとりニコニコしている桃と冷静で気の強い真礼のコンビが選ばれたのだ。

　ちらっと横を見ると、他の女子校の生徒たちが固まって、スマホに何やら打ち込んでいた。桃と真礼を見て嫌な笑い方をする。きっとＳＮＳで「聖カテリナのビッチたち男に媚こび媚び」ぐらいの悪口を拡散中なのだろう。

　さて、どうしよう。

　このまま他校生たちの態度を無視し、募金を続けることは簡単だ。自分も真礼も何とも思わない。

　だが募金は来年からも続く。このまま聖カテリナへの悪意が広まり続ければ、後輩たちが酷い目に遭いかねない。

　ふいに、真礼が彼女たちに近づいていった。

　最も気の強そうな派手な女子から、いきなりスマホを取り上げる。

「ちょっ、何すんだよ、返せよ！」

「今、桃を盗撮したろ」

　彼女に構わずスマホを操作し、真礼は写真を削除した。

　そのまま膝に打ち付けてスマホを壊し、思いっきり振りかぶってそれを放り投げる。

　割れたスマホは放物線を描き、赤レンガ倉庫一号館の屋根に乗った。

　全員がぽかーんとしていた。

　スマホを壊された本人が一番ショックを受けているようで、細かく震えている。何度か口を開いては閉じ、怒りを表していいのかも分からない様子だ。

　真礼は軽く髪をかき上げ、呆れたように言った。

「桃の可愛さをねたんだところで、あんたらのツラが良くなるわけじゃないだろ。まずはその根性、叩き直してやろうか」

「ま、待って待って待って真礼ちゃん」

　桃は慌てて真礼を引き留めた。このままだと彼女たちを一人ずつ冬の横浜港に放り投げかねない。

　ふと、女子生徒の一人が何かに目を奪われた。

　じっとその方向を凝ぎょう視ししている。

　真礼に怯えていた他の子たちもそれに釣られたかのようにそちらを見た。桃に使い捨てカイロをくれた共学の子も「うそ、かっこいい」と呟いている。

　何だか嫌な予感がして桃が振り向くと、嫌と言うほど見覚えのある顔──冬基がいた。

　おまけに、その隣にはカイまでいる。珍しく二人で何か話し込みながら歩いていて、こちらにも気づかない。

　桃はこそこそと隠れようとした。ここで見つかればさらなるトラブルを呼び込む気がして、他校生たちの背後に回って小さくなろうとする。が、遅かった。

「桃！」

　めざとく桃を見つけた冬基が、笑顔で手を挙げた。

　悠然と歩み寄ってくる長身の彼の、マフラーとコートの裾すそがはためいている。はかったようなタイミングで小雪が舞い始め、彼の登場を演出しているかのようだ。

　少し遅れて近づいてくるカイは、この寒さだというのにいつものライダースジャケットとジーンズだ。すっきりした細身の姿は、着込んだ人々の中でやたらと目立つ。

　まあ、我が兄たちながら実にかっこいい、目立つ二人だ。

　──だが、現れるタイミングが最悪だ。

「桃、募金活動なんてやってたんだ」

　冬基に笑顔で見下ろされ、桃は何度か咳払いした後、答えた。

「当番の子が急に病気になっちゃって。お兄ちゃんたちは、何してるんですか？」

　お兄ちゃん、という言葉をことさら強調した。じっとこちらを見ている他校生たちを意識してのことだ。

「二人一緒だなんて珍しいね」

　これは本当に珍しいことだった。

　日本に帰ってきて以来、冬基とカイのわだかまりが溶けて仲良くなったかと言えばそうでもない。お互い特に構うことはないし、そもそも忙しくて顔を合わせることも少ない。水曜日でさえどちらか欠けることが多く、二人並んでいるところを見るなんて久しぶりだ。

　冬基は背後の赤レンガ倉庫一号館を肩越しに親指で指した。

「あそこ、三階がホールになってんの。今からそこで日にち独どく事業振しん興こう会かいの会議あるけど、ドイツ語通訳たんないって言うから、カイを引っ張り出してきた」

　そうか、今日は水曜日だからカイは冬基の「奴ど隷れいの日」なのだ。同じ立場でも大して役に立たない女子高生の桃は今までほとんど働かされたことはないが、有能なカイは冬基からよく呼び出しを喰らっているらしい。

　桃は黙ってこちらを見下ろしているカイを見上げた。

「カイお兄ちゃんも大変だね、冬基お兄ちゃんにこき使われて」

　その時、桃は他の女子高生に聞かせるために「カイお兄ちゃん」と呼んだに過ぎなかった。普段はカイさんと呼んでいるが、それは彼が三ツ野家の養子で、桃とは実の兄きょう妹だいでもないのに兄などと呼んだら嫌がるだろう、そう思っていたからだ。

　あの事件の後、桃とカイがいとこ同士であることが知れ、距離は格段に縮ちぢまった。それでもやはり習慣で「カイさん」と呼び続けていたのだが。

　久しぶりにお兄ちゃんと呼ばれたカイの表情には、変化が現れた。

　少しだけ目を見開いた後、ゆっくり、ゆっくりと微笑んだのだ。

「桃」

　切れ長の目が細められ、薄い唇の端がわずかに上がる。それだけの微笑だったが、初めて見るカイのそんな顔に、桃は驚いた。顔立ちが整っているだけに破壊力は抜ばつ群ぐんだ。

「大丈夫だ」

「今、カイから突発でドイツ語レクチャー受けてたんだよね。せめて挨あい拶さつぐらいしたいんだけど、発音が難しいのなんのって」

　そして冬基の方はといえば、軽い口調でそんなことを言いながら桃の髪に積もった雪を手で払っている。わざわざ手袋を脱いで、優しそうな素振りで。

（こ、このやろー……！）

　桃は笑顔を保ったまま、心の中で冬基を罵ののしった。

　彼は桃が他の女子高生たちに大注目を浴びているのを分かったが上で、わざとこんなことをしているのだ。敏びん感かんにトラブルの匂いを感じ取り、それを混ぜっ返して遊ぼうとしている。桃が二人を「お兄ちゃん」と呼んだのが聞こえなかった子がいるとしたら、いかにも「男を引き寄せている聖カテリナ」だ。しかも無駄に顔が良い男二人だから、嫉妬を煽あおることこの上ない。

　桃はさりげなく冬基の手を押さえながら言った。

「もう会議始まるんじゃないですか？」

「何でそう追い払いたがるの。せっかく寄付しようと思ったのに」

　財布を取り出した冬基に、桃は素早く囁いた。

「だったら他の子の募金箱にも入れて下さい。笑顔で」

　何だか脅おどす口調になってしまった。目も笑っていなかったと思う。

　冬基は面白そうな顔で桃を見下ろしていたが、軽く肩をすくめると、桃の募金箱に一万円札を突っ込み、それから他の子たちの募金箱にもそれぞれ一万円ずつ入れていった。最高に甘い笑顔で「寒いのに大変だね」などと話しかけている。彼女たちは驚きで口もきけない様子でろくな返事も出来ず、一様に顔を赤らめている。真礼にスマホを捨てられた派手女子でさえだ。

　真礼が呆れたように言った。

「ったく、いきなり現れて迷惑な野郎だよ」

　心の底から賛成だ。だがまあ、冬基らしいといえば冬基らしい。

　桃は突っ立っていたカイに言った。

「カイお兄ちゃん、少しかがんで」

「……？」

　言われるままに身をかがめたカイの髪に手を伸ばし、桃は雪を払い落とした。髪がつるつるしているので、雪せっ片ぺんもすぐにこぼれ落ちていく。

　彼は少しだけ驚いた顔になったが、また微笑んだ。

「ありがとう」

　うーん、実に綺麗な顔だ。見慣れているはずなのに、桃は改めて感心してしまった。

　そして決めた。──このトラブル打開に、兄たちを利用しない手はない。










　クリスマスも迫った一週間後の水曜日、異人街シネマには女子高生の集団がやってきた。あの時、桃と一緒に募金活動をした他校生たちだ。

「ほ、本当にあんたのお兄ちゃんたち来るの」

　スマホを捨てられた派手女子が、疑い半分、期待半分という顔で聞いた。取り巻きの子たちも似たような顔で桃を見ている。桃に使い捨てカイロをくれた共学の子も来てくれて、興味津しん々しんの様子だ。

「もちろん。時々、映画館のお手伝いを頼んでるんだよ」

　今日かけている映画は「バグダッド・カフェ」。ミニシアターブームの走りともいえる西ドイツ映画で、淡々とした不思議なストーリーと印象的なテーマソングで大ヒットした。好きな映画を十本あげるなら、と聞かれれば名前をあげる人も多い名作だ。

　そのテーマに合わせ、異人街シネマでは鑑賞のお客様に限りコーヒー一杯無料サービスを行うことにした。普段は三百円のメニューがタダなのだから、かなりお得だと思う。

　そして桃は、そのコーヒーを配るサービス係をカイに頼み込んだ。

　研究で忙しいのは重々承知だが、水曜日の夕方からだけでも来てくれないか。桃がそう言うと、彼はあっさり頷いてくれた。研究室を数時間抜けてくるぐらいなら問題ないそうだ。

　ホールの扉が開き、フルフェイスのヘルメットを抱えたカイが入ってきた。桃を見て、軽くうなずいてみせる。

　その彼を見た女子高生たちが、来た、ほんとに来た、と小声で囁き合った。うわー、と呟いている子もいる。

　桃は内心、満足だった。本来ならスタッフは裏口から映画館入りするのだが、カイにはそれを伝えなかった。彼は時間通り、映画が始まる十五分前、女子高生が待機するホールに登場してくれた。

　彼は桃に渡されたトレイから、黙々と彼女たちにコーヒーを配った。愛あい想そ笑いの一つも無かったが、むしろその方がいい。彼は自分が妹に利用されていることも知らず、ただお手伝いをしているつもりのようだ。

　彼女たちはカイをちらちら見ながらコーヒーを飲み、開演のベルと共に劇場に吸い込まれていった。映画を楽しんでくれるといいのだけれど。

　一週間前の募金騒ぎの後、桃は派手女子に「スマホを弁償したいから」と連絡先を交換した。

　真礼の鬼の所しょ業ぎょう、そして冬基とカイの登場ですっかり毒どく気けを抜かれていた彼女はあっさり応じてくれ、桃に二人の兄のことを聞きたそうな素振りをした。なのでさりげなく話を異人街シネマに向け、水曜日なら兄たちが来てくれる、と吹き込んだのだ。

　おかげで女子高生の団体客ゲット、しかも水曜日のリピーターになってくれそうな気配だ。カイが毎週いるわけではないことは伝えているが、会える確率がランダムの方がかえって熱を煽ることを桃は知っている。

　ちょうど映画が終わる頃、冬基も異人街シネマにやって来た。

　こちらは自分が客寄せパンダであることなど百も承知で、ホールでたむろしていた女子高生たちに「この前、赤レンガ倉庫前で会ったね」などと愛想を振りまいている。本当は妹に買ったんだけど、と近所の洋菓子店のサブレまで配りだし、他のお客さんには内緒だよなどとウィンクしている。

　これは桃が、冬基に直じか談だん判ぱんした成果だ。

　水曜日は確かに自分が冬基のために働く日である。だが、今の自分が冬基のためになれるとは思えない。今できることは冬基に借りた異人街シネマの借金をなるべく早く返し終えることだ。よって、そのために出資者である冬基にも売り上げ貢献に協力して欲しい。

　とんでもない三段論法だね、と肩をすくめられたものの、たまにならパンダの仮面をかぶってもいいと約束してくれた。最近、異人街シネマの売り上げが順調に伸びているので、商売人として行方を見守るのが純粋に楽しいらしい。

　使い捨てカイロの子が桃に寄ってきて、感心したように言った。

「お兄ちゃんたち、ほんとかっこいいねー。彼氏いるのに見に来ちゃったけど、目の保養だわ」

　桃はにっこり微笑んで、この二人に会える（かもしれない）映画館の宣伝をＳＮＳで広めてくれないかと頼むと、二つ返事でＯＫをもらった。さっそくスマホをいじり出す。

　だが、桃が仕込んだのは兄たちだけではなかった。

　聖カテリナに対して不満を抱えた他校生たちに兄二人を見せびらかしたところで、一時しのぎに過ぎない。桃はもう一人、助っ人を頼んであった。

「三ツ野さん」

　幕まく間あいの休憩時間、ホールに入ってきたのは呉くれ間ま由ゆ比い子こだ。

　元公爵家にして超がつくほどの大金持ちの娘であるが、彼女の盗撮画像を取り返した冬基にはほのかな恋れん慕ぼを抱いだいているのが見て取れる。この男だけはやめておけ、と忠告したいところだが、積極的な行動を取るわけでもないので放置している。そのうち目が覚めるだろう。

　彼女は冬基が異人街シネマに来ると聞いてやって来たのだが、もう一人、連れがいた。

「呉間さま。そちらが弟さんですか？」

　由比子の弟が都内の有名男子校に通っていることは話で知っていた。彼女の弟であるから、それなりに美形なのも想像はついていた。だが、こうして実物を見れば予想以上に可愛らしい顔立ちだ。

　由比子の弟は、桃に礼儀正しく挨拶をした。

「三ツ野桃さんですね。本日は映画へのお招き、ありがとうございます」

「こちらこそ、お越し頂いて感激です。どうぞ、『バグダッド・カフェ』のパンフレットです」

　彼が将来はドイツ語を専攻したいらしいと聞いて、桃は弟さんと一緒に西ドイツ時代の映画はいかがですか、と呉間由比子を誘ってみた。ドイツ映画といっても全編英語なのだから苦しいお誘いではあったが、彼女は快諾してくれた。

　桃はしばらくの歓談の後、ホールの隅にかたまっていた女子高生たちを彼に紹介した。

「他校のお友だちです。みんな、この映画に興味があって集まってくれたんですよ」

　化粧をばっちりして短いスカートの彼女たちは、本物のお坊ちゃまの登場に腰が引けているようだった。だが、おっとりして優しげな彼と次第に打ち解け、映画以外の話にシフトしていった。すでに狩かり人うどの目になっている女子も何人かいる。

　冬基がスッと桃の横に立った。

「あの弟くんも生いけ贄にえ？」

「生け贄じゃありません、見せ金がねならぬ見せイケメンです」

「何それ」

「お兄ちゃんたちやあの弟さんを見せびらかして彼女たちの機嫌を取ったところで一時的措そ置ちに過ぎません。聖カテリナのせいで募金活動が男女別グループに分かれたのは変わりない事実だし、すでに聖カテリナの悪評はネットで広まっています。だけど、今日ここに来てくれた女の子たちの間に、ある意識が生まれたと思うんです。何だか分かります？」

　桃の問いかけに、冬基は十秒、考えた。そして指を鳴らす。

「──聖カテリナの子と仲良くすれば、高レベル男子の兄や弟を紹介してもらえるかもしれない」

「そうです。今日、彼女たちは私のお兄ちゃん二人にくわえ、『偶然』呉間さまの弟さんに会いました。聖カテリナ乙女と仲良くすれば、横クリレベル以上の男子を紹介してもらえるかも、との意識が生まれたはずです。今後は聖カテリナが募金活動でつまはじきにされることも無いと思います」

「はー」

　冬基は感じ入った顔で首を振った。

「桃、悪わる巧だくみが上手くなったねー。いつの間にそんなにしたたかになったの」

　その発言にはムッとして、桃は冬基の耳をつまんで思いっきり引っ張った。

「だ・れ・の・せいですか、誰の！」

「いたたたた、ちょっと待ってよ、十歳以上も年上の兄貴の耳引っ張る？」

　その桃と冬基の様子を、カイがカウンター内からちょっと呆れた顔で見ていたので、桃は笑顔で手を振っておいた。










　最終上映が終わり、異人街シネマから客がはけた。

　スタッフも帰り、残ったのは桃と冬基、カイだけだ。桃は自分たちのためだけに「バグダッド・カフェ」を流し、コーヒーを淹れた。テーマソングの「コーリング・ユー」がゆったりと劇場内に満ちていく。

　珍しく、冬基もカイも画面に見入っていた。特に事件が起きるわけでもない、舞台が変わるわけでもない、本当に淡々としたストーリーだ。なのになぜか、目が離せない。人と人との優しいつながりが、じんわりと心に沁しみてくる。

　主人公の太った中年ドイツ人女性に、思いを寄せる男性も現れる。彼女は優しく拒否するが、それでも交流は続く。

　今日、客寄せパンダに使ってしまった兄たちだけど、いつか二人にも想いが通じ合うような女性が現れるのだろうか。

　冬基は剛ごう太た郎ろうに対し、結婚する気も子供を作る気も無いと言っていた。それは彼の生おい立たちを考えれば無理もないことではあるかもしれないが、寂しすぎるとも思うのだ。

　そしてカイも冬基以上の難なん物ぶつではあるが、最近は少し笑うし、少し話す。ちゃんと人間っぽくなってきている。彼を理解してくれる女性もどこかにきっといるはずなのだが。

　映画が終わり、エンドロールが流れ出した時、桃は二人に聞いてみた。

「二人とも、彼女が出来そうとか、そういう気配さえないの？」

　カイは不思議そうな顔をしていた。質問の意味さえ分からない、そんな顔だった。

　冬基はしばらく、何か考えていた。そしてとらえどころのない笑みを浮かべ、桃とカイに言った。

「俺のことはともかくさ。日本じゃいとこ同士なら大丈夫なんだよ」

　優しい顔だった。

　彼にしては珍しく、何の含みも無い表情。本物の家族を見る目で、桃とカイを見ている。

　その言葉の意味が通じないほど、桃は鈍にぶくはなかった。

　──だが自分はまだ、彼らと兄妹でいたい。

　この先がどうなるか、未来など見えない。でも今、私たちは家族なんだ。

　立ち上がった桃の背後で、フィルムが終わった。銀幕が白くなり、映写室からカラカラカラと小さな音が響いてくる。

　スカートをつまみ上げ、桃は優雅に一礼した。

「これにて最終上映を終了いたします。ご鑑賞、ありがとうございました」











あ　と　が　き









　こんにちは、嬉うれし野の君きみです。

　異人街シネマも最終巻となりました。長かったような短かったような太かったような細かったような。関係ありませんが、連載を始めた頃より三キロも太ってしまいました。食事シーンを書いていると、ついついそのご飯が食べたくなってしまい、作る、または食べに行くの繰り返しだったからでしょうね。連載三年間で順調にはぐくんだこのお腹の子（肉）、いつ旅立ってくれるんでしょうね……。

　さてさて、異人街シネマの各話サブタイトルは全て古こ今こん東とう西ざいの映画のもじりとなっております。

　七話の「リトル・ミス・サンシャイン地の果てへ」なんかは分かりやすく、「リトル・ミス・サンシャイン」にちょっと言葉を足しただけですね。２００６年のアメリカ映画で、家族コメディ、ロードムービーのカテゴリでしょうか。憧れのパイロットになるまで沈黙の誓いを立てている十五歳の兄と、七歳の無邪気な妹の関係性が凄すごく可愛いんですよ。この二人は異い父ふ兄きょう妹だいになります。

　悩み多き彼らの両親にくわえ、自殺未遂をおこした学者でゲイの叔父、ヘロイン使用で老人ホームを追い出された退たい役えき軍人の祖父なども同居していましたが、ある日、妹が「リトル・ミス・サンシャイン」という美人コンテストの予選を通過します。しかし家族が住むのはニューメキシコ。コンテストはサンフランシスコ。お金のない負け組家族は、オンボロの黄色いマイクロバスにのり、えっちらおっちらサンフランシスコを目指します。

　彼らの馬鹿さに笑い、可愛さに微笑み、そしてラストはじんわり温かくなる映画です。レンタル屋さんなら大体あると思いますし、Ａｍａｚｏｎなら199円でデジタル配信してますよ！

　四話の「暫ざん定てい的大誘拐」も、１９９１年の邦ほう画が「大誘拐　RAINBOW KIDS」から取りました。これ、キッズが活躍するわけじゃないしレインボーキッズいらなかったんじゃないかと思うんですが、当時はこういう日本語＋英語がお洒しゃ落れだったんでしょうね。原作小説は「大誘拐」だけなんですがね。

　しかしこの映画も面白いですよ〜。邦画エンタメでトップテンをあげるなら絶対入れるって人も多いです。それなのにレンタル屋さんでもあんまり見かけません。有名監督の文芸作品でない限り、邦画の古いのはどんどん入れ替えられちゃうんですよね。でもＡｍａｚｏｎでレンタルできますよ！

　私まるでＡｍａｚｏｎの回し者みたいになってますが、レンタル、購入ページでの紹介文は「奇想天外サスペンスコメディ。紀き州しゅうの山林王で82歳の大富豪のおばあちゃんが若者３人組に誘拐されるが、逆に自みずからの身代金を100億円にするよう犯人に要求。（以下略）」となっています。

　ね？　面白そうでしょう？　この大富豪おばあちゃん役に90歳を過ぎるまで現役で活躍してらした名女優、北きた林ばやし谷たに榮えさん。トトロのカンタの婆ちゃんの声、と言えば皆さんおなじみですよね。メイちゃぁああん！

　そして誘拐事件を追う和歌山県警本部長に緒お形がた拳けんさん！　いやもう、この二人の演技合戦が凄い凄い。世代の違う名女優と名優がダブル主演のこの映画、ストーリーも大変面白く、脇を固める俳優陣にも岸きし部べ一いっ徳とくさん、天あま本もと英ひで世よさん、橋はし本もと功こうさん、樹き木き希き林りんさんなど芸達者ぞろい。岡おか本もと喜き八はち監督、キャスティングしたとき楽しかっただろうなー。

　と、サブタイトルの解説をするつもりが単なる映画のオススメになってしまいましたが、その他のサブタイトルも元ネタ当ててみて下さいね。比較的分かりやすいのからひねってるのまで、色々です。

　ちなみに三みツつ野の三兄妹以外の登場人物も、映画関係からとっています。

　出で井い戸ど真ま礼れい→マレーネ・ディートリッヒ、東ひがし森もり久ひさ人と教授→クリント・イーストウッド、古こ葉ば→ジェームズ・コバーン、安あん藤どう樹じゅ里り→ジュリー・アンドリュース、です。結構苦しいのもありますが、どうしても使いたかった名前ばっかりなんで許して下さい。

　なぜ古葉だけファーストネームが無いかというと、「『荒こう野やの七人』のジェームズ・コバーンをどうしても登場人物の名に使いたい。でもジェームズをもじった日本男子の名前が思いつかない」と悩んだまま見切り発車し、結局最終話まで下の名前決まらず、という事態に陥おちいったからなのでした。誰か良い名前思いついたらコソッと教えて下さい。古葉の名付け親募集です。

　ちなみに安藤が女子っぽい名前になってしまったのも、「メリー・ポピンズ」「サウンド・オブ・ミュージック」で有名なジュリー・アンドリュースをどうしても登場させたかったからでした。まず名前があったが上で、あの性格になったんですね。

　そして、素晴らしいイラストを描いて下さったカズアキ先生には感謝してもしきれないほどです。

　最初に三兄妹のラフを頂いた時は、うおおおお、ってリアルに声あげましたもんね。桃ももがとにかく可愛くて、私の脳内のイメージがそのまま飛び出てきたかのようでした。可愛さだけじゃなくて、巻を追うごとに大人びた表情も見せてくれたのが嬉しかったです。タイプが正反対の兄二人も、ハンサム女子の真礼もかっこよくてですねー、ニヤニヤしちゃいましたよ。二巻の人物紹介ページ、「俺たちに明日はない」のパロディになっているイラストが大好きです。

　デビュー十年を超えましたが、小説を書いていて「思ってるイメージを的確な言葉で表せない」ことって未いまだに結構あり、もどかしくて仕方がないんですが、カズアキ先生はキャラのセリフや行動からそれを感じ取ってイラストに起こして下さいました。そうそうこれこれ、この表情なの！　って刷り上がった本誌見て一人で興奮してました。本当にありがとうございました。

　最終回が近づくにつれ泣き言ばかりの私を優しく励はげまして下さった担当様にも、ほんと頭が上がりません。もし私が編集者だったら嬉野君の担当になるの絶対に嫌なんですけど、そんな面倒くさい私を完結まで導いて下さった彼女には五ご体たい投とう地ちするしかない。今度します。

　そして応援して下さった読者の方々。好きな映画の話を本文中に遠慮無くぶち込んだんで、自己満足的なところもあったと思いますが、「紹介されてた映画観みましたよ〜」と言って頂けるのが嬉しくてですねー。でしょでしょ、今度一緒に映画館行こうよ！　と誘いたくなりました。

　そうです、みんな映画館行こうよ。日本はまだまだ邦画も元気だし、面白い外国映画も星の数ほどあります。人間の一生で出会える映画の数なんて限られてるんですから、ちょっとでも気になったら映画館にふらりと入るなり、レンタルするなり、ネット配信で捜してみるなりしてみませんか？　人生が変わる作品に出会えるかもしれませんよ。

　最後に、本作があなたの人生を少しでも掠かすめることを願っております。


嬉野君










Novel　　　　嬉野 君［うれしの・きみ］




３月17日生まれ。魚座・Ｂ型。

長崎県出身。小説ウィングス２００６年夏号「パートタイム・ナニー」でデビュー後、同誌で活躍。主な作品に「金星特急」、コミカライズ原作に「熱帯デラシネ宝飾店」（作画・夏目イサク）がある。趣味は酒。







Illustration　 カズアキ［かずあき］




10月24日生まれ。蠍座・Ｂ型。

イラストレーター。主な作品に「パラスティック・ソウル」シリーズ（木原音瀬・著／新書館）の挿画、画集「Kazuaki Artworks」（エディス編集部）がある。
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本作品は、二〇一八年九月十日、小社よりウィングス・ノヴェルとして刊行されたものを電子書籍化したものです。デジタル版は一部紙版と異なる場合がございます。




作品はすべてフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本書の無断複製（コピー、スキャン、デジタル化）等並びに複製物の無断譲渡及び配信は、著作権法上での例外を除き禁じられています。また、本書を代行業者等の第三者に依頼して複製する行為は、たとえ個人や家庭内での利用であっても一切認められておりません。
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